
ノ

止d

、所在の縄文遺跡

熊本県文化財
調査報告

第四包集



熊本県文化財調査報告 第143集

大久保遺跡
七城町林原所在の縄文遺跡

1 994年

熊本県教育委員会



序 文

熊本県教育委員会では、 十三部地区県営圃場整備事業に伴い昭和

61年度に埋蔵文化財発掘調査を実施しました。

本書は、 熊本県菊池郡七城町大字林原に所在する大久保遺跡の報

告です。 大久保遺跡は、 縄文時代後期から晩期にかけて存続した遺

跡であり、 なかでも土偶 を多く出土した遺跡として広く注目されて

いました。 しかしながら調査結果の詳細は未報告のまま歳月が流れ、

ようやく平成5 年度に調査結果の整理を実施し、 遺跡の全容を報告

するに到りました。

この報告書が、 熊本県の歴史を学ぶうえで、 また埋蔵文化財をよ

り深く理解していただくうえで、 ご活用いただければ幸いです。

最後に、 調査の円滑な実施に、 ご理解とご協力をいただきました

地元の方々、 ならびに関係諸機関に対して厚くお礼申し上げます。

平成6年3月31日

熊本県教育長

道 越 温



例 目

1 . 本書は、 県営十三部地区圃場整備事業に伴い、 事前に実施した埋蔵文

化財調査の調査報告書である。

2 . 発掘調査を実施した遺跡は、 熊本県菊池郡七城町大字林原に所在する

大久保遺跡で、 熊本県農政部からの依頼を受けて、 熊本県教育委員会

治宝おこなった。

3 . 遺物の整理は、 熊本県文化財収蔵庫でおこなった。

4 . 遺跡の発掘調査は、 昭和61年度に実施し、 平成5 年度に整理をおこな

っfこ。

5 . 本書に用いた地形図は、 国土地理院発行の地形図と、 熊本県農政部か

らの提供を受けたものをもとにして作成した。

6 . 現地調査での実測および写真撮影は、 調査員がおこなった。

7 . 遺構および、遺物の製図は、 木下俊恵、 中田弥生、 丹生英里、 藤原ゆり

子、 吉本清子、 大塚磯子、 平畑信子がおこなった。

8 . 遺物の実測は、 吉田正一、 木下、 中田、 丹生、 大塚、 吉本、 重永照代、

平畑が主におこない、 野口龍彦、 山下義満、 宮崎敬士、 江島園子、 河

野智子、 徳永みどりが随時協力し実測した。 その分担は、 遺物実測図

の傍らに記する通りであるD

9 . 遺物実測における土器の色調観察には、 主に農林水産技術会議・ 日本

色彩研究所監修の標準土色帖帳を用いた。

10. 土器の復元は熊本県文化財収蔵庫でおこない、 実測時の補修は荒牧陽

子、 後藤ちず子、 宇野玲子、 水本寿美子、 小山正子、 山元友子、 重永、

中田、 丹生、 吉本があたった。

11. 遺物の写真撮影は、 吉田、 中田、 丹生、 吉本、 平畑、 重永でおこなっ

た。

12
. 遺物の写真処理は、 中田、 丹生、 吉本、 平畑でプリントした。

13. 石器の石材鑑定は永井剛がおこなった。

14. 本書の執筆は、 主に吉田正ーがあたり、 一部を島津義昭(第I章)が

担当した。

15. 本書の編集は、 熊本県教育委員会でおこない、 吉田が担当した。
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第I章 調査の概要

第1節 調査にいたる経過

1 、 調査の契機

熊 本県菊池郡七城 町 を 中 心 と す る 県営園場整備事

業が開始 さ れ た の は昭和56 (1 981) 年 の こ と で あ る 。

事業面積 は 166ha に 及ぶ 広 域 な 事業で、 平成 6 年 度

ま で に 1 18haが完了 し て 残 り 地 区 は 少 な く な っ た 。

圃場整備事業は 、 農地 の 区画整理 を 中 心 に用排水

路 、 道路、 暗渠排水 な ど を 整備 し 、 農地 の集団化、

機械化 に よ る 高 能 率農業 を 促進す る 事業で あ る 。 事

業の設定 さ れ た七城町 は 北部 を う て な 台地 、 南部 を

花房台地 に 挟 ま れ た 菊池川 中 流域の低地 を 中 心 に す

る 行政域 を 持 つ 。 台地部 に は 多 く の遺跡が存在す る 。

事業の実施 に 先立 ち 試掘調査 を 実施 し た 結 果 、 こ の

地 区 に縄文時代後晩期 の 包 含層 があ る こ と が確認 さ

れ た 。 そ の た め 、 圃場整備事業の計画 と 対比 し 、 や

む を 得ず削平 さ れ る 箇所 に つ い て は 調 査 を 実施 し た 。

調査 の実施期 間 は昭和61 (1 986) 年 1 2 月 か ら 同 62年 3

月 で あ る 。

2 、 報告書の作成

調査担当

整理責任者

整理事務担当

整理担当

専門調査

整理作業

文化財保護主 事 園村辰実

嘱託 吉 田 正 一

。 坂本重義

。 山 城敏昭

臨 時職員 安達武敏

文化課長 大塚正信

教育審議員 平野芳久

課長補佐 松崎厚生

主幹 (経理係長) 木下英治

主幹 (文化財調 査

第一係長) 島津義昭

嘱託 吉 田 正一

。 木下俊恵

。 中 国弥生

". 丹生英里

元熊本博物館学芸員永井 剛
整理作業員 大塚磯子(実測)

。 吉本清子(実測)

。 重永照代(実制)

。 平畑信子(実測)

。 荒牧陽子

。 後藤ち ず子

。 宇野玲子

。 水本寿美子

ク 小 山 正子

。 山 元友子

大久保遺跡 は 調 査時 よ り 、 多 量 の 土偶 の 出 土 で注

目 さ れ る と こ ろ で あ っ た が、 農政部 関 係 の事業がめ

じ ろ 押 し で本報告書 の 作 成 は 見送 ら れ て き た 。 近 年 、

土偶 出 土 の 遺 跡 の 再評価が な さ れ る に 及 び、 大久保

遺跡の 重要性が再認識 さ れ て き た 。 こ の よ う な 情勢

に鑑み 大久保遺跡の 本報告書 を 刊行す る こ と が計画

さ れ た 。 平成 5 年 度 の農政部局 と の協議で報告書 を

作成す る こ と と な り 、 次節に 記す者がそ の作業 に 当

た っ た 。 な お 、 報告書 の作成 は 熊本県文化財収蔵庫

で お こ な っ た 。 出 土遺物 は 同 所 が保管 し て い る 。

本書 の作成 に協力 さ れ た人々

第2節 調査の組織と構成

発掘調査責任者 文化課長

課長補佐

丸木保賢

林田敏嗣

調査事務担当 主幹 (経理係長) 柴田和馬

調 査総括 文化財調査係長 隈 昭志

調査担当 文化財保護主事 松本健郎
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江島因子 清国純一

河野智子 徳永 み ど り

富 田紘一 野 口 龍彦

藤原ゆ り 子 宮崎敬士

井 出回敦子 山 下義満



第E章

第1節 遺構の総説

調査区 は 、 正陵上 の平坦面 に お も に設け ら れ 、 一

部が 丘陵 の 南斜面 に 所在す る 。 標高 は 平坦面で最高

68m、 南斜面で65mで あ る 。

調 査 区 は 、 主 に 道路 と 水路工事 に 係 わ る 部分であ

る た め 大半 は 狭長 で あ る 。 各調査 区 の 概要 は次 の 通

り で あ る 。

I 区 は 、 南北37m、 東西14mで あ り 、 南 に 緩 く 傾

斜す る 。 遺構 は 、 3 条 の 道路状遺構で あ り 、 う ち 2

条 は 路面 の 中 央 に 浅 い く ぼみ が列 条 に 連 な る 。 ま た

道路条遺構 に 平行 し た 溝 が数条 検 出 さ れ た 。 遺物 は

須恵器、 土師器で あ り 、 ほ と ん ど は 平安時代 の遺物

で あ る 。 特筆 さ れ る の は布 目 瓦 で あ る 。

調査の成果
E区 は 、 南 北21m、 東西 19mで あ る 。 遺構 は 溝 3

条 、 道路状遺構 と 柱穴 群 で あ り 、 遺物 は 、 須恵器 、

土師器で あ る 。

皿区 は 、 南北22m、 東西34mで あ り 、 わ ず か に 南

に緩 く 傾斜す る 。 遺構 は 、 溝 2 条 、 道路状遺構 2 条

で あ る 。 北 東 か ら 南 西 に 横 切 る 3"0 2号 溝 か ら は 、 須

恵器、 土 師 器 が 出 土 し た 。 301 号 道 路状遺構 は 近 世

で あ る 。 正陵 の縁辺部 の た め か南 北 に 風倒 木跡 が 3

カ 所 あ る 。

町 区 は 、 南北 9m、 東西46mで正陵 の 平坦面 に 所

在す る 。 遺構 は 、 縄文時代 の住居跡 と 思 わ れ る 柱穴

列、 同 じ く 埋蓋 l 基 、 掘立柱建物 1 基 、 土坑 3 基 で

あ る 。 こ の ほ か近 世 の 溝が数条 さ れ た 。

V 区 は 、 南北 2m、 東西54mで 丘 陵 の 平坦面 に 所

第 1 図 調査区配置図
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在す る 。 遺構 は 、 埋費 2 基 、 竃付 き の 竪穴住居跡 1

基 、 土坑 l 基 で あ る 。 こ の ほ か南北方 向 に 数条 の 溝 、

道路状遺構が検 出 さ れ た 。

刊区 は 、 南北35m、 東西 3mで あ る 。 四 区 の 北 に

位置 し 、 南 北 に 狭長 な 調査 区 で あ る 。 縄文時代 の土

坑 1 基 と 掘 立柱建物 の 一部 と 思 わ れ る 柱穴列が検出

さ れ た 。

w区 は 、 咽 区 の 北 に 位置 し 、 南北18m、 東西 3m

の南北 に 狭長 な 調 査 区 で あ る 。 近世の溝が同 区 か ら

咽 区 を 貫 い て 南 北 に 走 り 、 調 査 区 の北端 に は東西方

向 に 数条 の 溝が検 出 さ れ た 。 調 査 区 の南半 は縄文土

器 の 著 しい分布が見 ら れ る 。

珊 区 は 、 匝 区 の 北 に 位置 し 、 南北27m、 東西 3m

の南北 に 狭長 な 調 査 区 で あ る 。 w 区 か ら 続 く 近世の

溝が調 査 区 の 西辺 を 南 北 に 走 る 。 縄文時代の住居跡

ら し い硬化面 の 広 が り 1 基 、 古墳時代 の住居跡 l 基 、

掘 立柱建物 1 基 、 土坑 5 基 で あ る 。 表土下 は縄文時

代 の 包含層 で あ り 、 移 し い 土器片が出土 し た 。

E 区 は 、 咽 区 の 南 に位置す る が資料散逸 の た め 詳

ら か で な い 。 東西 3mの南北 に 狭長 な 調査 区 で 、 わ

ず か に 南 に 傾斜す る 。 掘立柱建物 2 棟 、 埋聾 1 基が

検出 さ れ た 。

X 区 は 、 南 北 6m、 東西48mの東西 に 狭長 な調査

区 で あ る 。 正 陵 上 の 平坦面 に 所在す る 。 埋聾 1 基、

土坑 5 基 の ほ か近 世 の講 を 検 出 し た 。

X 1 区 は 、 南北 6m、 東西21mの東西 に 狭長 な 調

査 区 で あ る 。 正 陵 上 の 平坦面 に 所在す る 。 土坑 1 基

の ほ か近 世 の 溝 を 検 出 し た 。

X II 区 は 、 南北 7m、 東西88mの東西 に 狭長 な 調

査 区 で あ る 。 正 陵 上 の 平坦面 に 所在す る 。 出 土遺構

は 、 縄文時代 の住居跡 1 基 、 埋聾 1 基 、 掘立柱建物

1 棟 、 土坑 4 基 の ほ か 、 近 世 の 溝 と 道路状遺構数条

が南北 に 走 る 。 表土下 は縄文時代 の 包含層 で あ り 、

移 し い土器片が出土 し た 。

X 田 区 は 、 南北 6m、 東西51mの東西 に 狭長 な 調

査 区 で あ る 。 正 陵 上 の 平坦面 に 所在す る 。 出土遺構

は 、 縄文時代 の 住居跡 4 基 、 埋聾 3 基 、 土坑 3 基の

ほ か 、 竃付 き 住居跡、 l 基 、 近 世 の 溝が数条 が縦横 に

走 る 。 表土下 は縄文時代 の 包含層 で あ り 、 移 し い土

器 片 が 出 土し た 。

第2節 縄文時代の遺構と遺物

1 、 竪穴式住居跡と 遺物

縄文時代 の 竪穴式住居跡 は 、 町 区 に 1 基、 四 区 に

l 基 、 x m 区 に 4 基の総計 6 基 を 確 認 し た 。 こ の う

ち 4 基 は 壁 を 検 出 し た住居跡で あ る が、 他 は 円 形の

柱列 の み の 遺構 と 、 硬化 し た 床 面 お よ び炉 の み の 遺

構で あ り 、 言 う ま で も な く 住居跡 と し て の 条件が不

十 分 な 遺構で あ る が、 こ こ で は住居跡 に 類す る も の

と し て 扱 っ た 。

401 号住居跡 ( 第8図)

円 形 に柱穴が配列 さ れ る 竪 穴式住居跡 と み ら れ る

遺構で あ る 。 南 が わ の 一 部 は 後世 の 撹乱 を 受 け 、 ま

た 住居跡 の 中 央部 は 歴 史 時 代 の 土墳 (402号土嬢)

と 切 り 合 う 。 著 し い 削 平 に よ り 壁 お よ び床 面 は確認

出 来 な い が、 若 干 の 遺 物 が分布 す る こ と か ら 本来 の

床面の レ ベ ル と 大差 は な い と み ら れ る 。 1 1 個 の柱穴

が円陣 を 組み さ ら に 3 個 の柱 穴 を そ の 内 側 に 配す る 。

柱穴の規模 は 25r"な い し 16r"で あ り 、 そ の 比 高 差 は

28�ンな い し 17�ンで あ る 。 柱 穴 の 配列 分布 は 長 軸 方 向

205�ン、 短軸方向204r' の ほ ぼ円 形で あ り 、 住居跡 の

規模 は こ れ よ り ー ま わ り 大 き い と み ら れ る 。

[ 出 土遺物1 (第28図)

l は 、 丸底 の 浅鉢 で あ る 。 床 面 に 正立位で 出 土 し

た 器高 の や や 高 い位置 に胴部最大径 を 置 き 、 凹 点 を

付す。 頚部 は 浅 く く びれ 、 口 縁部はわ ず か に 外反 し

て 短 く 開 き 、 外面 に 1 条 の 沈線が巡 る 。 口 縁端部 は

4 カ 所 に 低 い 山 形突起 を 有す る 。 内外面 は ミ ガ キ 調

整 で あ る 。

2 、 3 は 、 深鉢の胴部下 半 の み の 資 料で 、 底部 は

わずか に 上 げ底 で あ る 。 4 、 5 は 、 浅鉢で あ る 。 4

は 、 外反 し て 開 く 口 縁部 で 、 3 条 の 回 線 が巡 る 。

802号住居跡 ( 第11図)

西がわ を 近 世 の 溝 で切 ら れ 、 炉 と そ の 周 囲 に わ ず

か に 残す硬化面 の 広 が り が辛 う じ て 住居跡 の 床 面 の

面影 を 留 め る 。 壁 と 柱穴 は確認で き な い 。 炉 の 規模

は 一辺33r' の 隅丸方形 を な し 比高 差 は 10�'で そ の埋

土 に は 炭化物 を 多 く 含 む 。 硬化面 の 広 が り は 93r"x

- 3 ー
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83 松 島 七城町小野崎弥生

84年賀塚 古 墳 七城町小野崎 古墳

85 小 野 崎 七城町小野崎弥生

86 町 畑石 棺墓 七城町小野崎 古墳

87 打 越古 墳 群 七城 町 蘇崎 古墳

88 鬼 丸 七城 町 打越 縄文~平安

89蛇 塚 古 墳 七城 町 亀尾古墳

90 長明寺古 墳群 七城 町 亀尾古墳

91梶尾原古 墳 七城 町 清泉 古墳

92 亀 尾 横 穴 七城 町 亀尾古墳

93 上 鶴 頭 七 城 町 平安

94 亀 尾 原 七城 町 亀尾 縄文

95 岩瀬横 穴群 七城 町 亀尾 古墳

96岩瀬チョウ塚古墳 七城 町 亀尾古墳

97南 園 菊池市西寺 奈良 平安

98 西 寺 辻 菊池市西寺弥生~平安

99 西 寺 辻 菊池市西寺弥生一平安

100水 町 菊池市西寺 古墳~平安

101狐 塚 菊池市長田 古墳~平安

102長 田 菊池市長田弥生

103長 田 狐 塚 菊池市長田弥生

104外 国 菊池市長田弥生

105大 塚 古 墳菊池市長田 古墳

106大 塚 菊池市長田弥生一古墳

107 木柑子船形石棺 菊池市木柑子 古墳

108フタツカサン古墳 菊池市木柑子 古墳

109 木 柑 子横穴群 菊池市木柑子 古墳

110東浦田平横穴菊池市木柑子 古墳

111深 川古屋敷 菊池市深川弥生

112赤 星宮ノ前 菊池市赤星 平 安

113赤星ヤンボシ塚古墳 菊池市赤星 古墳

114赤星福土・水溜 菊池市赤星 平安

115マユミノ横穴菊 池 市今古墳

116天城神社古 墳菊池市赤星 古墳

117天 城 菊池市赤星 縄文弥生

118天 城 池 端 菊池市赤星 縄文

119妙見後田横穴菊池市森北 古墳

120医者どん坂A 菊池市出回 縄文弥生

121医者どん坂B 菊池市出回 縄文弥生

122医者どん坂C 菊池市出回 縄文弥生

123鬼 石 古 墳菊池市出回 古墳

124堂坂横 穴群 菊池市出田 古墳

125古池城跡古 墳菊池市出回 古墳

126亀の甲古 墳菊池市出回 古墳

127万 太 郎 B 菊池市出回 縄文

128城 山 菊池市出回 縄文弥生

129万 太 郎 A 菊池市出回 縄文

130森北落水古 墳菊池市森北 古墳

131妙見後回横穴菊池市森北 古墳

132モトドリ山横穴群 菊池市森北 古墳

133立 石支石墓 菊池市森北弥生

134小 川 旭 志村弁利 縄文弥生

135松 尾横 穴 旭 志村伊萩 古墳

136屋 敷 の 上 旭 志村弁利 縄文

137岩下横穴群 旭 志村弁利 古墳

138鶴 ノ 宮 旭 志村弁利 古墳

139土平横 穴群 旭 志村弁利 古墳

140高 永 旭 志村新明 縄文~古墳

141古 宮 旭 志村新明 縄文

142平 山 古 墳 旭 志 村麓 古墳

143高 柳 旭 志 村麓弥生

144伊坂上の原 旭 志村伊坂 縄文~古墳

145西 原 旭 志村川辺 縄文~古墳

146ヒ ラ ラ 石 旭 志村川辺 縄文弥生

147柏 木 旭 志村川辺 縄文弥生

148四 郎 丸 旭 志村川辺 縄文弥生

149松 ケ 平 旭 志村新明 縄文

150尾 足 原 旭 志村尾足 縄文弥生

151カメキユウラ 旭 志村尾足弥生

152尾 足 原 大津 町 杉水 縄文

153ワ ク ド 石 大津 町 杉水 縄文

154ワ ク ド 石 大津 町 杉水 縄文

155塔 の 本 大津 町 杉水 縄文

156尾 鶴 大津 町 杉水 縄文

157今 村 大津 町 杉水 縄文

158杉水上ノ原矢鉾 大津 町 杉水 縄文弥生

159中 林 西 原 合 志 町 栄弥生

160中 林 合 志 町 栄 縄文

161中 林 古 墳 合 志 町 栄 古墳

162千 経 塚 合志 町 上庄弥生

163 木 瀬 合志 町 上庄弥生

164虚空蔵横穴 合志 町 上庄 古墳

165八 久 保 合 志 町 竹迫 縄文

166 合志 町 上庄 縄文
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73:f'の不整形で 表面 に は起伏が 目 立つ 。 遺物 は炉の

周 囲 に 土器片 が散在す る 。

[ 出 土遺 物 J(第29図)

l は 、 浅鉢の 口 縁部 で あ る 。 外傾 し て 直線状 に 開

く 胴部 を な し 口 縁 に 到 る 。 口 縁部 は 外面 で稜線 を な

し 直立 ぎ み に 外傾 し 断面 は切 出 状 を 呈す る 。 外面 に

は 2 条 の 沈線が巡 る 。

2 は 、 肩 部 に X 字文 を 有す る 深鉢の胴部であ る 。

器形 は 琴 曲 し て 張 り 出 す胴 部 を な し 、 頚部で 「 く 」

の 字 に 屈 曲 す る 。 肩 部 に 6 条 の 沈線が巡 り 、 さ ら に

X 字文 を 重 ね る 。 口 縁 は 波状 を な す と み ら れ る 。

4 、 9 は 、 ミ ニ チ ュ ア 土 器で あ る 。 前者 は 外傾 し

て 直線状 に 開 く 浅鉢で 、 い わゆ る 鳥 井原式浅鉢の祖

形器形 を 模 し た も の で あ る 。 口 縁部 は や や 肥厚 し 、

外面 に 1 条 の 沈線が暖味 に 巡 る 。 後者 は 深鉢で あ る 。

丸 底 の 底部 を な し 、 頚 部 で 内 面 に は 稜線 を 残 し つ つ

わずか に く ぴれ、 口 縁部 は わ ずか に 内傾 し つ つ 外反

し て 開 く 。 口 縁端部 は 尖 り 外面 に は 1 条 の 沈線が観

察 さ れ る 。

7 は 、 浅鉢の 口 縁部 で あ る 。 屈 折 し 内傾 し て 端部

に 到 る 。 2 条 の 回 線 を 外面 が巡 る 。

8 は 、 外傾 し て 直線状 に 聞 き 、 頚部そ の ま ま 口 縁

部 を な す 浅鉢で あ る 。 口 縁端 部 の 外面 に稜線 を 持 ち

断面が三角 形 を 呈す る 。 外面 は荒い条痕で調整す る 。

1 201 号住居跡(第11図)

X II 区 に 所在す る 。 北半分 は 区外 で あ り 未調査で

あ る 。 平面形態 は 円 形 で あ り 、 そ の 規模 は 直径242字/、

壁 高 は 良好 な 部分で16γ で あ る 。 住居跡の 中 央 に 円

形の炉があ り 内 に 炭化物 を 含 む焼土混 じ り 土 を 充た

す 。 炉 の 規模 は 残存す る 長径 で 52 :}ン 、 深 さ は 6 :f'で

あ る 。 床 面 に は広範囲 に 硬化面があ り 、 柱穴 は 壁 に

沿 っ て 4 カ 所認 め ら れ 、 さ ら に 内側 に は 4 カ 所が炉

の 周 囲 に存在す る が、 必ず し も こ の住居跡 に伴 う も

の か は判然 と し な い 。

出 土遺物 は 土器 の ほ か に 焼成粘土塊が出 土 し た 。

[ 出 土遺 物 ]

81 - 4 は 、 浅鉢の 口 縁部 で あ る 。 外脊 し つ つ 聞 き

頚部の く びれ た位置 に 文様 を 有 し 、 口 縁端部の両面

に 沈線 を 巡 ら す 。

96 - 6 は 、 低火度 の 火 を 受 け た 粘土塊片 で あ る O

破断面が灰白色 を 呈す る こ と か ら 本来 は 大型 の 集塊

か ら 分離 し た 破片 と み ら れ る 。 細か い 粘 土 の 屑 に 交

え て 植物質 の繊維炭化物 を 含 む 。

1 302号住居跡(第12図)

X III 区 に 所在す る 。 南がわ の 一 部 は 調査区外で あ

る 。 平面形態 は南北 に 長 い 楕 円 形 で あ り 、 そ の 規模

は長軸 方 向 は 残存2 0 4 子、 短軸 方 向 189 :}ン、 壁高 は 良

好 な 部分で15 :}" で あ る 。 炉 は確認 さ れ な い 。 住居跡

の 中 央部 の 中 層 か ら 横位で押 し潰れ た 姿 の 深鉢が出

土 し た 。 柱穴 は 23 カ 所検 出 し た が、 い ずれ を 主 た る

柱穴 と す る か は 判 断 し がた い 。 床 面 の 硬化 は宋発達

で あ る 。

[ 出 土遺物J(第30図)

1 は 、 浅鉢で あ る 。 胴部 は 緩 く 内 考 ぎ み に 立 ち 上

が り 、 胴部最大径 よ り 外零 し て 浅 く く びれ 口 縁 に 到

る 。 わずか に 外傾す る 口 縁部 は 外面 に 3 条 の 凹線が

巡 り 、 口 縁端部 の 上 面 は平坦で あ り 山 形突起 を 付 す 。

2 は 、 深鉢で あ る 。 胴 部 は 内 湾 ぎ み に 立 ち 上 が り 、

胴部最大径 に て の 屈 曲 は 弱 く 、 頚部 の 高 い位置 で わ

ず か に く びれ 、 直立す る 口 縁部へ到 る 。 端 面 は 平坦

で あ り 口 縁 の 外面 は 4 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 ま た 胴部

に は 1 条 の 界線が巡 る 。 胴部 は 粗 く 条痕が残 り カ ー

ボ ン が付着す る 。

1 303号住居跡(第13図)

X III 区 に 所在 し 、 13 0 4号住居跡 の 一 部 を 切 っ て 立

地 す る 。 平面形態 は 円 形 で あ り 、 そ の 規模 は 直 径

245γ 、 壁高 は 良好 な 部分で、 8 :}" で あ る 。 炉 は 住居

跡 の 中 央部 に あ り 、 長 軸 方 向44 :f' 、 短軸 方 向 38γ の

楕 円 形で あ る 。 深 さ は 1 O:f' を 測 り 、 焼土 を 充 た す 。

主柱穴 は 4 本 を 有 し 、 硬化面 は 住居跡 の 中 央部 に 主

柱穴 を 取 り 込ん で広範囲 に 分布す る 。 ま た 壁際 に は

安 山 岩 の板石 製 の 台 石 を 据 え る 。

[ 出 土遺物J(第31-39図)

31 - 1 - 7 、 32 - 1 - 1 1 、 39 - 2 は 、 頚部が屈

曲 す る 浅鉢であ る 。 共通す る 特徴 は 次 の と お り で あ

る 。

胴部 は緩 く 内寄 ぎ み に 立 ち 上が り 、 胴部最大径 に
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て 外寄 し て く びれ 口 縁 に 到 る 。 口 縁部 は 外面 に 2 条

の 沈線が巡 り 、 口 縁端部 は 一 般 に 平 縁 で 山 形突起 を

付す も の があ る 。

特徴 の 現 れ や す い 口 縁部 を 観察す る と 3 つ の傾向

がみ ら れ る 。 31 - 1 、 31 - 6 、 32 - 2 、 32 - 3 、 32

- 5 、 32 - 6 は 、 ロ 縁端部が尖 り や や外反 し 、 磨 き

の か か っ た 彫 り の 浅 い沈線であ り 古 い 傾 向 を 残す。

32 - 4 、 32 - 8 は 深 く 鋭 い 沈線で あ る 。 他 は 最 も 多

い 器形で あ る が、 反復 し た 磨 き 込 み に よ る 2 条 の沈

線が巡 り 、 そ の 聞 を 中 高 に 浮彫 り 状 に す る も の で あ

る 。

32 - 9 、 33 - 1 - 3 、 33 - 4 - 6 は 、 頚部での屈

曲 がな く 口 縁端面 に わ ず か に 文様帯 を 有す る か 、 あ

る い は 無文 の 浅鉢で あ る 。

32 - 9 ，  33 - 1 は 、 口 縁端面 に 辛 う じ て 文様帯 を

有す る 。 内傾す る 短 い 口 縁 に 2 条 の 磨 き 込 ま れ た 沈

線 を 有す る 。 前者 は 丸底 か ら 心持 ち S字状 を な し つ

つ 緩 や か に 立 ち 上が り 口 縁 に 到 る 。 後者は大型の土

器で外面 に は 磨 き 残 さ れ た 条痕 が 目 立つ 。 口 縁 は体

部 と 比べ薄手で 、 短 か く 直 角 に 内 に 折 れ 、 2 条 の 浅

い 沈線が巡 る 。 体部 の 高 い位置 に は 内 か ら 穿 た れ た

補修孔があ り 、 傍 ら に 外か ら の未通補修孔がほ と ん

ど接 し て 観察 さ れ る 。

33 - 2 、 33 - 4 、 33 - 5 は無文で碗形 の 浅鉢で あ

る 。 前 2 者 に は 口 縁端部 に極 く わ ず か な 内傾がみ ら

れ る 。

33 - 3 は辛 う じ て 頚部 の 屈 曲 が観察 し う る 体部 を

有す る 浅鉢 で あ る 。 各屈曲部位 の稜線 は 不 明 瞭 で あ

り 、 碗形 の 浅 鉢 に 分類せざ る を 得 な か っ た 。 口 縁端

部 は 尖 る 。

33 - 6 は 小 型 の 皿形 の 浅鉢で 、 分厚 い 丸底 か ら 緩

く 内湾 し て 体部 は 立 ち 上が り 、 口 縁端部 は 薄 く 尖 る 。

内 外面 は よ く 磨 か れ て い る 。

深鉢の資料 は次 の と お り で あ る 。

33 - 8 、 33 - 9 、 34 - 1 - 3 、 35 - 1 - 6 、 36 -

1 - 4 、 37 - 1 - 5 、 38 - 1 - 6 で あ る 。

主流 は 、 胴 部 の 中 位 で 「 く 」 の 字 に 折 れ 、 頚部 は

外湾 し 屈 曲 す る 水平 な 口 縁 を 有す る 器形であ り 、 口

縁 の 形状お よ び沈線 の あ り 方 で 分類が可 能 で あ る 。

こ の種の大半 は 、 沈線 の 数 は 3 本で 多 く は 口 縁が

直立 し 一部が内傾 し 、 口 縁端部 の 断面 の 形状 は 、 平

坦 な も の と 尖 っ た も の 2 種があ り 、 ほ と ん ど は 前 者

で あ る 。 34 - 3 、 35 - 2 、 35 - 4 - 5 、 37 - 1 - 2 

が こ の 類 で あ る 。 後者 は 35 - 1 で あ る 。

沈線が 2 本 の も の は 、 35 - 2 、 35 - 6 、 36 - 4 、

39 - 1 、 39 - 1 - 4 、 39 - 6 で あ る 。 口 縁 は い ずれ

も 直立 し 、 と く に 前 2 者 は 良 く 磨 き 込 ま れ古 い 型式

の特徴 を 持 つ 。 39 - 3 に は 補修孔 を 有す る 。 こ の ほ

か 4 本沈線の も の で は 34 - 1 、 36 - 3 で あ る 。

口 縁が無文 の も の で は 37 - 3 、 37 - 4 で あ る が後

者 は 胴部の屈曲 が弱 い 。 34 - 2 は 口 縁 に 6 カ 所 の 山

形突起 を 有す る 。

そ の他 の 深鉢 の 器種で は 口 縁 に 文様帯 の な い 38 -

1 、 小型で文様帯 の な い 深 鉢38 - 2 、 碗形の深鉢33

- 8 、 38 - 5 で あ る 。

33 - 9 、 38 - 3 は 口 縁 の あ り か た が よ く 分か ら な

い資料で あ る 。

1 304号住居跡(第13図)

x m 区 に 所在 し 、 1303号住居跡 に東がわ の 一 部 を

切 ら れ る 。 平面形態 は 円 形 で あ り 、 そ の 規模 は 長 軸

方 向 228 V、 壁 高 は 良好 な 部 分 で 4 Vで あ る 。 炉 は

住居跡 の 中 央部 に あ り 、 長 軸 方 向42手ン 、 短軸 方 向 38

1 ン の 楕 円形で あ る 。 深 さ は 1 Tt" を 測 り 、 焼土 を 充 た

す。 主柱穴 は 4 本 を 有 し 、 他 に 4 カ 所小柱穴があ る 。

硬化面 は住居跡 の 中 央部 に 主柱穴 の 間際 ま で 広 が る 。

[ 出 土遺物](第40図)

40 - 1 、 40 - 2 は 、 浅鉢の資料であ る 。 前者 は 底

部以外 を 残存す る 良好 な 資料 で あ る 。 胴部 は わ ず か

に外湾 し つ つ 立 ち 上が り 、 最 大径 に て 内 に 折 れ頚部

の く びれ を な し 口 縁 に 到 る 。 口 縁 は 短 く 直立 し 外面

に 2 本 の 沈線が巡 る 。 口 縁端部 は や や尖 り 4 カ 所 に

山形突起 を 有す る 。 後者 は 同 様 の 器形で あ る が頚部

は 内 に 折 れたあ と 強 く 外湾 し 直立 した水平 の 口 縁部

に 到 る 。 口 縁 に は 2 条 の 沈線 を 巡 ら し 、 沈線の集約

す る 部分の 口 縁端面 に へ ラ を 押 し 当 てた凹部 を 有す

る 。

40 ー 3 - 5 、 41 ー 1 - 3 は 深鉢の資料 で あ る 。

40 - 3 、 40 - 4 、 41 - 2 は 、 3 本の 沈線 を 巡 ら す 。

頚部 は 、 胴部最大径 よ り 内傾 し て 立 ち 上 が り 外反 し
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第1 5 図 1 305号住居跡実測 図

て 聞 き 、 内 に 折 れ直立す る 水平 の 口 縁部 に 到 る 。 40

- 5 、 41 - 1 は 沈線 の な い 屈 曲 口 縁 の 深鉢で あ る 。

器厚 は 薄 く 口 縁部 は 短 く 直立す る 。 口 縁端部 は 水平

で断面 は 尖 る 。 41 - 3 は 深 鉢 の 頚部 の み の資料であ

る 。 41 - 3 は 器種不明 の破片 で あ る が注 目 土器の胴

部 の 可能性があ る 。 最大径の部分 に 1 条 の 沈線が

巡 り 器面全体 は 良 く 磨 く 。

1 305号住居跡(第15図)

x m 区 に 所在 し 、 北がわ の 大半が調 査 区外で あ る 。

平面形態 は 円 形 で あ り 、 そ の 規模 は 残存す る 部分で

240γ で あ る 。 壁 高 は 良好 な 部 分 で 1 U'で あ る 。 柱

穴 は 2 本だけがみ え る 。
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2 、 埋聾遺構 と 遺物

401 号埋蜜(第22図)

町 区 に所在す る 。 検 出 状況 は 削 平 に よ り 土器 は 胴

部 よ り 上 の 一 部 を 欠 く 。 掘 り 形 は 詳 ら かで な い が土

器 の 検 出状況 で は ほ ぼ直立 し た 姿勢で深鉢形土器が

据 え ら れ て い た と み ら れ る 。

[ 出 土土器] (第42図)

47 - 1 は 、 文様帯 の な い 大型深鉢で あ る 。 頚部 と

胴部上位 の 一部 を 欠 く 。

底部 は平底だが胴部 と の境界 は 暖 昧 で あ る 。 胴部

は 内奇 し つ つ 立 ち 上が り 最 大径 に て 「 く 」 の 字 に 折

れ た あ と 頚部 で緩 や か な く びれ を な し 、 外反 し て 聞

き 口 縁部 を な す 。 口 縁端部 は 水平 で 断面形 は尖 る 。

頚部 よ り 上 は よ く 磨 か れ て お り 、 胴部内外の下半 に

は カ ー ボンがつ く 。 底部近 く は糧色 の赤変が認め ら

れ る 。

501 号埋聾(第22図)

V 区 に 所在す る 。 掘 り 形 は 長 軸 方 向 61 :}"、 短軸方

向 55�ン の 楕 円 形 で あ る 。 著 し い 削 平 に よ り 土器 は 胴

部 よ り 上 を 欠 く 。 土器の検出状況で は ほ ぼ直立 し た

姿勢で深鉢形土器が据 え る が、 底部 は 見 当 た ら ず、

埋納 の段 階で打ち抜い た 可 能性 も あ る 。

[ 出 土土器] (第43図 )

43 - 2 は， 胴部下位 の み の 深 鉢で あ る 。 外面 は 荒

く 条痕 が残 り カ ー ボンが付着 す る 。

502号埋聾(第23図)

V 区 に 所在す る 。 掘 り 形 は 長軸 方 向 109 :}"、 短軸

方 向 105γ の ほ ぼ円 形 で あ る 。 著 し い 削 平 に よ り 土

器 は 胴 の 上部 を 欠 く 。 土 器 の 検 出 状況 で は ほ ぼ直立

し た 姿勢で深鉢形土器が据 え ら れて い た と み ら れ る 。

[ 出 土土 器] (第43図 )

43 - 1 は 、 大 型 の 深 鉢で あ る 。 頚部の上半か ら 口

縁の接合部 に か け て 欠失 す る 。 底部 は 平底 を な し 胴

部 は 直線状 に 開 く 。 胴 部 の 最大径 に て 「 く 」 の 字 に

鋭 く 折 れ頚部 を な し 、 く びれ を な し た あ と 外反 し て

聞 き 口 縁部 に 到 る 。 口 縁部 は 頚部 の 上端で屈曲 し て

直立す る と み ら れ る が接合面で外れて い る 。

頚部 よ り 上 は よ く 磨 か れ て お り 、 胴部 に は カ ー ボ

ンがつ く 。 底部近 く は樺色 の赤変が認 め ら れ る 。

901 号埋饗(第23図)

E 区 に 所在す る が資料の散逸 に よ り 調査 区 内 で の

位置関係 は 詳 ら かで な い 。

掘 り 形 は 長 軸 方 向 1 10 γ 、 短軸 方 向 98�>の ほ ほ円

形であ る 。 削 平 に よ り 土器 は 頚部の 上半 を 欠 く 。 土

器の検出状況で は ほ ぼ直立 し た 姿勢で そ の ま ま 陥没

し た 姿 の 深鉢形土器が据 え ら れて い た と み ら れ る 。

{ 出 土土器] (第42図 )

42 - 2 は 、 胴部下位 の み の 深 鉢 で あ る 。 外面 は 荒

く 条痕が残 り カ ー ボンが付着す る 。

1 001 号埋聾(第27図)

X 区 に 所在す る 。 出 土状況が不明確 な埋聾で あ る O

削 平 に よ り 掘 り 形 は確 認で き な い が土器片 が潰れた

姿 で 出 土 し た 。

[ 出 土土器] (第44図 )

44 - 1 は 、 深鉢の資料で あ る 。 器高が最大径 と 比

べ低 い 器形で あ る 。 底部 は 浅 く 上 げ底 を な し 、 胴部

は横 に 張 り つ つ 立 ち 上 が り 、 頚部 は や や 深 く 内傾 し

肩 を 張 る 器形 で あ る 。 胴部最大径 に は 1 条 の 浅 く 斜

方 向 のへ ラ 当 て に よ る 沈線 を 描 く 。 口 縁部 は 強 く 内

に 折 れ 3 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 胴 部 の 上 半 に は カ ー ボ

ンが付着 す る 。

1 301 号埋聾(第24図)

X IlI区 に 所在す る 。 土圧 に よ り 押 し潰 さ れ た 状況

で検出 さ れ た 。 ほ と ん ど床 面 す れす れ で削 平 を 受 け

掘 り 形 は確認で き な い 。 土器片 の 広 が り は概ね長軸

方 向 90γ 、 短軸方 向 82γ の 範囲 で あ る 。 土器の検出

状況で は横 に 大 き く 傾斜 し た 姿勢で深鉢形土器が据

え ら れて い た と み ら れ る 。

[ 出 土土器] (第44図 )

44 - 2 は 、 深鉢で あ る 。 底部 は や や 突 出 し た 弱 い

上 げ底 で あ る 。 胴部 は 中 位 ま で は 内湾 し て 立 ち 上が

り 、 さ ら に 上位 は 直立 し て 伸 び る 。 胴部最 大径で は

1 条 の 界線が巡 る も の の 胴部 と 頚部 は ほ と ん ど連続

し 、 頚部 は わ ずか に く ぴれ た あ と や や 外反 し て 聞 き
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口 縁 に 向 か う 。 にヘ ラ を 浅 く 当 て て 描 く 。 器面 は 頚部 に 顕著 な 縦方

内外面 は 全面 に 荒 い 条痕があ り さ ら に 縦方 向 の磨 向 の 磨 き を 有 す る 。 胴 部 の 最大径以 下 の 外面 に は カ

き が若 干 み ら れ る 。 胴部外面 と そ れ の 内面下半 に は ー ボ ン が付着 し 下 半 に は赤変が認め ら れる。

カ ー ボ ン の付 着 があ り 、 ま た 底 部 近 く に は赤変がみ

ら れ る 。

1 302号埋寮 ( 第24 図 )

X III 区 に 所在す る 。 横位 の 姿勢で土圧 に よ り 押 し

演 さ れ た 状況で検 出 さ れ た 。 ほ と ん ど床 面 す れす れ

で 削 平 を 受け掘 り 形 は確認で き な い 。 土器片 の 広 が

り は概 ね 長軸 方 向 140�' 、 短軸 方 向 138�' の範囲 で あ

る 。 土器の検出状況で は横 に 大 き く 傾斜 し た 姿勢で

深鉢形土器が据 え ら れ て い た と み ら れ る 。

[ 出 土土器] (第45図 )

45 - 1 は 、 大 型 の 深鉢で本遺跡で最大の も の で あ

る 。 遊離 し た 同 一 個体 と 思 わ れ る 底部 は 平 底 で あ る 。

胴部の最大径の屈 曲 は 緩慢で稜線 を 辛 う じ て 残す。

口 縁部 は 短 く 直立 し 、 外面 に は 2 条 の 沈線 を 斜方 向

3 、 土墳 と 遺物

601 号土壌 (第25 図 )

VI 区 に 所在 す る 。 平面形態 は 楕 円 形 で あ り 、 長軸

方 向 は69�' 、 短軸 方 向 は 56:j."で あ り 、 深 さ は 15手ン を

測 る 。 主 軸 の 方 向 は N 1 20W で あ る 。 遺 構 の床面 か

ら 縄文時代 の 深鉢 の 大型 の 破 片 を 重 ね 合 わ せ の状態

で 出 土 し た 。 出 土状況か ら み て 埋 蓋 に 類 す る 埋葬遺

構の 可能性が考 え ら れ る 。

【出土土器] (第46図 )

46 - 1 は 、 底部 を 欠 き 縦半 身 の み の 深鉢であ る 。

直線状 に 聞 き つ つ 立 ち 上が る 胴部 を 有 し 、 そ の最大

径 に l 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 口 縁部 は 直立 し 3 条 の沈

線 を 巡 ら す 。 器厚 は 全般 に厚 め で胎土 は砂が多 い 。

外面 は 縦方 向 の 磨 き が施 さ れ る が光沢 に 乏 し い 。 胴

部 の 上半 に は カ ー ボ ン の付着があ る 。

801 号土墳 (第26図 )

珊区 に所在す る 。 平面形態 は 隅 丸 の 正方形であ り 、

長 軸 方 向 は82 γ 、 短軸 方 向 は 72手ン で あ る 。 i奈 さ は 8

1 303号埋饗 (第25 図 )

X III 区 に 所在す る 。 土圧 に よ り 押 し潰 さ れ た 状況

で検出 さ れ、 し か も 削 平 を 受 け掘 り 形 は確 認で き な

い 。 土 器片 の 広 が り は 概 ね 長 軸 方 向 1 30 � ' 、 短 軸 方

向 120�' の 範囲 で あ る 。 土 器 の 検 出 状況で は 底 部 と

胴 部 の 一部 の み の わ ず か に 傾 斜 し た 姿勢の深鉢形土

器が据 え ら れ て い た と み ら れ る 。

[ 出 土土器] (第45図 )

45 - 2 は 、 頚部上端 と 口 縁 を 欠 く 資料 で あ る 。 わ

ずか に 上 げ底 の 底 部 か ら 立 ち 上 が り 胴 部 の 最大径に

て界線 を 1 条 巡 ら し つ つ 内 に 折 れ頚部 と な す 。 口 縁

部 の 姿 は 詳 ら かで な い 。 胴 部 は 荒 く 条 痕 が残 り 頚部

は 良 く 磨 か れ て い る 。 胴 部 に は カ ー ボ ン が付着 す る 。

r を 測 り 、 焼土混 じ り の埋土 を 充 た し 、 若 干 の縄文

土 器 の 微 細 な 破 片 を 含 む 。 長 軸 の 方 向 は N 220  E で

あ る 。 出 土状況か ら み て 炉跡 と み ら れ る 。

802号土壌 (第26図 )

珊 区 に 所在 す る 。 平面形態 は 楕 円 形 で あ り 、 長軸

方 向 は82r 、 短軸 方 向 は 残存70� ン で あ る 。 深 さ は 16

1 ン を 測 り 、 焼土混 じ り の 埋土 を 充 た し 、 若 干 の縄文

土 器 の 微 細 な 破片 を 含 む 。 長 軸 の 方 向 は N 3犯8

あ る 。 出 土状況か ら み て 炉跡 と み ら れ る 。

[ 出 土土器] (第47図 )

47 - 1 は 、 深鉢の 口 縁部 と み ら れ る 破片 で あ る 。

2 条 の沈線 を 磨 き 込 み で描 く 。

803号土境 (第26図 )

咽 区 に 所在 す る 。 平面形態 は 楕 円 形 で あ り 、 長軸

向 は86�' 、 短軸 方 向 は 残存 70� ' で あ る 。 深 さ は 22�'

を 測 り 、 焼土混 じ り の埋土 を 充 た し 、 若 干 の縄文土

器 の 微細 な 破 片 を 含 む 。 古墳 時 代 の 住居 跡 (801 号

住居跡) に 一 部 を 切 ら れ て い る 。 長軸 の 方 向 は N
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804号土墳 (第26図 )

四区 に 所在 す る 。 平面形態 は 楕 円 形 で あ り 、 長軸

方 向 は88γ 、 短軸方 向 は 残存66γ で あ る 。 深 さ は 18

γ を ì�Jj り 、 焼土混 じ り の埋土 を 充 た し 、 若干の縄文

土 器 の 微 細 な 破 片 を 含 む 。 長軸 の 方 向 は N 400 E で

あ る 。 出 土状況か ら み て 炉跡 と み ら れ る 。

[ 出 土土器] (第47図 )

47 - 2 は 、 口 縁 の 破 片 で 3 条 の 沈線 に 重 ね て 羽 状

文 を 描 く 土器片 で あ る 。

47 - 3 は 、 深鉢の 口 縁部 と み ら れ る 破片 で あ る 。

2 条 の 沈線 を 磨 き 込 み で描 く 。

47 - 4 は 、 浅鉢の胴部 と み ら れ、 2 条 の 回線 に 斜

方 向 の 羽 状文 を 描 く 。 は 、 深鉢の 肩 部 で 、 6 条 の

平行沈線 に X 字文 を 重 ね る 。

805号土墳 (第26図 )

咽 区 に所在す る 。 平面形態 は 卵 円 形 で あ り 、 長軸

方 向 は74�� 、 短軸 方 向 は 70γ で あ る 。 深 さ は 6 +� を

測 り 、 焼土混 じ り の埋土 を 充 た し 、 若 干 の 縄文土器

の微細 な 破 片 を 含 む 。 長軸 の 方 向 は N 480W で あ る 。

出 土状況か ら み て 炉跡 と み ら れ る 。

[ 出 土土器] (第47図)

47 - 6 は 、 深 鉢 の 肩 部 で あ る 。 外 に 湾 曲 す る 器形

で あ り 色調 は 明 る い 。 5 条 ま で沈線が数 え ら れ る 。

沈線 に X 字文 を 重 ね る 。

1101号土墳 (第27 図)

X 1 区 に 所在す る 。 平面形態 は 大 型 の 隅 丸 の長方

形で あ る 。 長軸 方 向 は 37 ljン、 短軸 方 向 は 1 94γ で あ

る 。 深 さ は 62+ン を 測 る 。 縄文土器片 に 交 え て 土 師器

を 含 み 後 世 の 遺構 を 包含 し て 切 り 合 っ て い る と み

られる。 長軸の方向はN680Wである。

[ 出 土土器1

48 - 1 は 、 深鉢で あ る 。 頚部 は 縦方 向 に 丁寧 に 磨

く 。 口 縁部 は斜方 向 に ヘ ラ を 当 て た 3 条 の 沈線 を 巡

ら す 。 48 - 2 は 、 や や 深 い 浅鉢で あ る 。 口 縁端部 に

は 2 条 の 沈線が巡 る 。 48 - 3 は 、 文様帯 の な い 浅鉢

で 胴 部 の 屈 曲 は 著 し く 強 く 、 胴部 は頚部 と 比べか な

り 低 い 。 48 - 4 は 、 文様帯 の な い 深鉢であ る 。 48 -

5 は 、 浅鉢の底部 で あ ろ う 。 48 - 6 は 、 直径 5 ミ リ

の補修孔 を 有 す る 破片 で あ る。 48 ー 7 は 、 小型 の 浅

鉢であ る 。 2 条 の 沈線が巡 り 山 形突起 を 有す る 。

87 - 8 は 、 土器の把手 で あ ろ う 。 弓 状 に 曲 が り 断

面 は 楕 円 形 で あ る 。

1204号土墳 (第26 図)

X II 区 の 中 央 に所在す る 。 平面形態 は歪んだ長方

形であ る 。 長 軸 方 向 は 100 主 ン 短軸 方 向 は 91γ で あ る 。

深 さ は9 γ を 測 る 。 遺 物 と し て は 、 埋土 に 微細 な縄

文土器片 を 多数含み 、 ま た焼 け た 粘土塊 1 点 が 出 土

し た 。 埋土 は 床面 に 薄 く 砂が敷 か れ 、 こ れ よ り 上層

は黒褐色 土で あ る 。 長軸 の 方 向 は N 600 E で あ る 。
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第 2表 主要遺精出 土土器計測表

土 器 第28図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

28-1 401 住 浅鉢V -E (214) 84 丸 底 外 に ぶ い 黄色 No10、 包417， 415
内 灰黄色

2 401 住 i采鉢 (100) (65) 外 に ぶ い黄燈10YR 7/4 No12 、 包77， 81 ， 96， 99，
内 褐灰色10YR 6/1 403 

3 401 住 深鉢 (131) (91) 外 糧色 No2， 3， 4 包384， 390， 420， 
内 に ぶい黄櫨7/4 341 ， 413 

4 401 住 i斐鉢 (45) 外 に ぶ い黄樫10YR 6/4 て い ね い な ミ ガキ P-5一括、 包310
内 に ぶ い 黄褐10YR 5/3 

5 401 住 浅鉢 (22) (38) 外 に ぶ い黄褐10YR 5/4 大粒の砂を含む Noll 
内 灰黄褐色10YR 512 

土 器 第29図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

29-1 802 住 i斐鉢ll-A (38) に ぶ い黄燈10YR 6/4 

2 802 住 i采鉢ll-D (71) 外 に ぶ い 黄糧lOYR 5/3 M-23 、 No1
内 に ぶ い黄褐lOYR 6/3 

3 802 住 浅鉢 (153) 外 に ぶ い黄褐 lOYR 4/3 カ ー ボ ン 付着 No8 
内 に ぶ い黄褐lOYR 5/3 

4 802 住 i支鉢ll-A (138) (29) に ぶ い黄2.5YR 6/ 3 ミ ニチュア土器 No21 

5 802 住 深鉢 (30) 外 暗褐色10YR 3/3 No2 
内 i受賞鐙10YR 8/4 

6 802 住 i美鉢 (33) 灰黄褐色10YR 412 No1 

7 802 住 i斐鉢 (22) 外 灰黄褐色lOYR 6/3 
内 に ぶ い 黄糧10YR 6/2 

8 802 住 浅鉢ll-B (104) に ぶい黄褐色10YR 7/4 カ ー ボ ン 付着 M・24.30 、 No3

9 802 住 i菜鉢ll-G 80 70 86 浅黄糧10YR 8/4 ミ ニチュア土器 M.2 1 、 No405

土 器 第30図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

30- 1 1302 f主 i美鉢VIT-E (302) (63) (234) 外 暗褐色 光沢のあ る ミ ガ キ No2168 
内 灰褐色 カ ー ボ ン 付着

一2 1 302 住 i采鉢VIT-C 373 (432) 421 外 に ぶ い黄澄10YR 7/4 カ ー ボ ン 付着
内 に ぶ い 黄糧lOYR 6/4 
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第 3 表 主要遺構出 土土器計測表

土 器 第31 図

器 高 胸 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

31- 1  1303 住 i斐鉢W-E (410) (93) (392) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR6/3 No2168 
内 に ぶ い黄燈 10YR7I 4 

2 1303 住 浅鉢W-E (408) (90) (354) 外 黒褐色 1 0YR312 No260 
内 黒縄色 10YR31l

3 l303 住 i斐鉢VIl-E (382) (74) (330) に ぶ い黄櫨 No191O 

4 1303 住 浅鉢VIl-E (361 ) (77) (324) 明 る いi炎賞褐色 No1389， 2075， 2080， 2319 

5 1 303 住 i支鉢W -E (312) (64) (292) 浅黄色 No989， 1856 

6 l303 住 浅鉢W -D (354) (54) (300) 外 に ぶ い黄櫨 No180， 1 538， 1803 
内 黒斑状の黒色

7 1303 住 浅鉢W-D (300) (71 ) (252) 外 灰黄褐色 10YR5/2 No1320 
内 黒褐色 10YR31 l

土 器 第32図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 ー考 登録番号

mm mm mm mm 

32四l 1303 住 浅鉢VIl -E (190) (92) (352) 空ト ー褐色 2.5Y4/4 口 縁 に文様 No2052 
内 黒褐色 2.5Y312 ミ ガキ

2 1303 住 i斐鉢VIl -D (320) (76) (278) 外 灰黄褐色 10YR412 カ ー ボ ン 付着 No1467 
内 暗褐色 10YR3/3 ミ ガキ

3 1303 住 浅鉢W-E (378) (65) (336) 外 に ぶ い 賛褐 1 0YR4/3 ミ ガキ
内 黒褐色 10YR31 l

4 1303 住 浅鉢W-E (329) (58) (293) 外 に ぶい黄色 2.5Y6/4 光沢あ る ミ ガキ Nol775 
内 に ぶ い黄櫨 1 0YR6/4

5 1303 住 i斐鉢W -E (248) (41) (184) に ぶ い黄櫨 光沢の あ る て い ね い No360 
な ミ ガキ

6 1303 住 浅鉢VIl.D (236) (60) ( 182) 外 黒褐色 2.5Y3/2 口 縁 に 文様 No1045 
内 黒褐色 2.5Y3/2 光沢あ る ミ ガキ

7 1303 住 浅鉢W -E (138) (72) ( 130) 外 に ぶ い黄樫 1 0R7/4 口 縁 に 文様 No927， 928， 86473 
内 に ぶ い黄櫨 10R6/3 光沢あ る ミ ガキ

8 1303 住 i支鉢W-A (164) (55) 黒褐色 光沢の あ る て い ね い 包6276、 No818
な ミ ガキ

9 1303 住 浅鉢W -A (156) 67 丸 底 灰賛褐 10YR412 条痕の上 に ミ ガキ No263 
~黒褐色 10YR312 や や光沢あ り

10 1303 住 i斐鉢VIl -D (321 ) 1 1 1  (276) に ぶ い黄褐 10YR5/4 ミ ガキ NoI802， 2 150， 2426 

1 1  1303 住 浅鉢W -E (44) 黒褐色 7.5YR3/2 ベ ン ガ ラ 付着 No203 
光沢あ リ」一 一
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第 4 表 主要遺構出土土器計測表

土 器 第33図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm 皿m mm 皿m

33・ 1 1303 住 浅鉢VlI - 1  518 (103) 外 灰貧褐色 1 0YR412 補修孔 包4363， 10592
内 に ぶ い黄糧 10YR6/4 ミ ガキ No2338， 2328， 4363 

2 1 303 住 浅鉢祖 国 I 337 (98) 外 に ぶい黄糧 1 0YR6/4 カ ー ボ ン 付着 包526
内 に ぷ い黄橿 10YR6/3 ミ ガキ

3 1303 住 i美鉢VlI -F (226 (88) (218) 外 に ぶ い赤褐 5YR4/4 2 次受熱 NoI837， 1833， 2182， 1850 
内 赤褐色 5YR4/6 

4 1303 住 i美鉢VlI-G (198) (66) 外 に ぶ い黄色 2.5Y6/4 光沢あ る ミ ガキ 包9849、 No783， 2798
内 に ぶ い黄橿 1 0YR6/4

5 1303 住 i斐鉢VlI -G 181 69 に ぶ い黄鐙 ミ ガキ No1483， 1485 ， 1679 

6 1303 住 浅鉢VlI -G (1 16) (35) 外 黒褐色 2.5Y312 No2268 
内 黒褐色 2.5Y312 て い ね い な っ く り

7 1303 住 i斐鉢 (68) (330) 外 に ぶい黄櫨 10R7/4 ミ ガキ No2113 ，  109， 8076， 218， 
内 に ぶ い黄櫨 1 0R6/3 2109， 2456， 1302， 1929 

8 1 303 住 浅鉢VlI -G (140) (81 ) 60 外 黒褐色 2.5Y3/1 包2334， 8369 No883， 886， 
内 浅黄色 2.5Y7/3 8369， 

9 1303 住 深鉢 (65) 74 外 明黄褐色 lOYR6/6 内部 に カ ー ボ ン 付着 No1026， 532， 900 
内 に ぷ い黄樫 1 0YR5/3

土 器 第34図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

34・1 1303 住 深鉢VlI -c 420 (254) 外 に ぷ い黄櫨 1 0YR6/3 て い ね い な ミ ガキ No9， 1889， 1830， 1925， 127 
内 に ぶ い 黄褐 1 0YR5/3

2 1303 住 深鉢VlI -F (287) 62 に ぶい黄褐色 (黒斑) 口 縁 に 8 カ 所の突起 No1836， 2024 
雑 な ミ ガキ

3 1303 住 深鉢N-c 317 (284) 354 外 黒褐色 1 0YR3/1 粗い条痕
内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4

土 器 第35図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm 町田 町田 mm 

35- 1 1303 住 深鉢VlI -c (278) ( 1 17) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR7/4 No890 
内 に ぶ い黄樟 10YR7/6

2 1 303 住 i采鉢 (290) (80) 外 灰褐色 5YR412 No1992 
内 に ぶ い黄糧 10YR7/4

3 1 303 住 深鉢 (249) (78) 外 灰黄褐色 lOYR412 No2350 
内 灰黄褐色 10YR5/2

4 1303 住 i采鉢 (263) ( 1 14) 外 に ぶ い黄澄 10YR6/3
内 樫色 7.5YR7/6

5 1303 住 深鉢 (164) (83) 外 に ぶ い黄糧 10YR6/4 No1974， 1978 
内 に ぶ い黄褐 10YR5/4

6 1303 住 深鉢 (363) (68) 外 灰褐色 7.5YR4/2 No1445 
内 に ぶ い黄褐 10YR4/3
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第 5 表 主要遺構出土土器計測表

土 器 第36図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

36- 1 1303 住 浅鉢 (436) (131 ) 外 櫨 粘土 ク ズ付着 No955 
内 に ぶ い黄櫨 て い ね い な ミ ガキ

2 1303 住 深鉢 (440) (193) 外 褐色 て い ね い な ミ ガキ No3262， 6262， 8178， 9756， 
内 明 る い黄褐 9779， 296， 29770 

3 1303 住 i采鉢VJ[ -D (348) (169) (356) 外 褐灰色 指頭圧痕 No2328 
内 に ぶ い黄澄

4 1303 住 深鉢VJ[ -D (263) (165) (238) 外 灰賞褐色 No41 5  
内 に ぶ い黄褐色

土 器 第37図 1

器 高 腕 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

37-1 1303 住 i菜鉢VJ[-D (244) (76) 外 浅黄色 2.5Y7/4 No2342， 241 1  
内 に ぶい黄 2.5Y6/4

2 1303 住 深鉢VJ[ -D (188) (64) 外 浅黄色 黒斑 No2352， 2369 
内 貧灰色 カ ー ボ ン 付着

3 1303 f主 深鉢 (227) (140) (242) 外 に ぶ い黄 2.5Y6/4 カ ー ボ ン 付着 No265， 248 、
内 浅黄色 2.5Y7/4 包6570， 2408

4 1303 住 i采鉢VJ[ -F (320) ( 199) (218) 外 黄褐色 う す く カ ー ボ ン 付着 No772， 764， 765 出土一括
内 に ぶ い黄

5 1303 住 i梁鉢 (1 54) 外 浅黄色 2.5Y7/4 指頭圧痕著 し い No1212 ， 1 770， 1200， 1303 
内 灰黄色 2.5Y612 

土 器 第38図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

38- 1 1303 住 深鉢VJ[ -G (429) (121 ) (427) に ぶ い賞 2.5Y6/3 指あ と No1 1 90， 1 191  
カ ー ボ ン 付着

2 1303 住 深鉢VJ[-C (124) (306) 外 に ぶ い黄褐 l OYR5/4 No9841 ， 1046 
内 に ぶ い黄澄 lOYR6/3

3 1303 住 i美鉢VJ[ -F (101 ) (334) 外 に ぶ い 黄櫨 l OYR6/3 胴部 に 2 条 の 沈線 No1 50， 149 
内 灰黄 lOYR4/2 ミ ガキ

4 1303 住 i采鉢 1 1 8  90 124 外 褐灰色 lOYR41l  カ ー ボ ン 付着
内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 胴部 に 沈線

5 1303 住 浅鉢VJ[-G 140 (104) 166 20 外 黒褐色 lOYR31l う す い カ ー ボ ン 付着 No1512 ， 2 1 12 ， 1926， 2530 
内 灰黄褐色 lOYR4/2 

6 1303 住 深鉢 (204) 64 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/4
内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4
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第 6 表 主要遺構出 土土器計測表

土 器 第39図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

39-1 1 303 住 深鉢 (87) 外 黒褐色 10YR31 1 粗い ミ ガキ No2343 
内 に ぶ い貧褐 lOYR5/4 胎土 に砂多 い

2 1303 住 深鉢 (48) 外 に ぶ い黄褐 10YR5/3 羽状文 No326， 403 
内 黒色 lOYR2I l

3 1303 住 深鉢 (102) 外 黒褐色 10YR212 孔あ り No677， 67 
内 に ぶ い黄褐 1 0YR4/3 粗い ミ ガキ

4 1303 住 i采鉢 (305) (72) 外 黒褐色 10YR3/ 1 No1907， 1474 
内 に ぶ い黄褐 lOYR5/3

5 1303 住 深鉢 (293) (83) 外 に ぶ い黄褐 10YR5/4 カ ー ボ ン 付着 No2216， 2218 
内 に ぶ い褐 7.5YR5/4

6 1303 住 深鉢Vll -c (283) (85) (305) 外 灰黄褐色 1 0YR412 雑 な調整であ る No2054， 2506， 2500 
内 に ぶ い黄糧 1 0YR6/4

土 器 第40図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

40・ 1 1304 住 浅鉢Vll -E 281 1 1 2  264 に ぶい黄褐色 黒斑 No23， 39， 131 ， 140， 141 ， 174 
包52， 133， 533， 9522， 9533

2 1304 住 浅鉢 (220) (6 1) (219) 外 黒褐色 2.5Y3 / l 光沢の あ る ミ ガキ No21 2  
内 暗褐色 2.5Y4/2  

3 1304 住 深鉢Vll -c (147) (75) 外 黒褐色 7.5YR2I2 光沢の あ る ミ ガキ No564， 477 
内 褐灰色 7.5YR4/ 1

4 1 304 住 i采鉢Vll -c (272) (78) 外 に ぶ い黄 6/3 黒斑 No21 ，  7036， 7030， 712， 4269 
内 に ぶ い黄 7/3

5 1304 住 i架鉢Vll -c (306) (72) 外 に ぶ い黄澄10YR7/4 光沢の あ る て い ね い No380 
内 灰黄褐色 1 0YR4/2 な ミ ガキ

土 器 第41 図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

41-1  1304 住 i采鉢Vll -c (299) (172) (314) に ぶ い黄櫨 ミ ガキ No384， 466， 380， 55 

2 1304 住 i采鉢Vll -c (244) (140) に ぶ い黄櫨 粗い ミ ガキ No526 、 包1 1027

3 1304 住 i采鉢 (126) 外 に ぶ い褐色 7.5YR5/4 カ ー ボ ン 付着 No547， 495 、 包8915
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/4

4 1304 住 深鉢 (47) (135) 外 に ぶ い黄褐 10YR5/3 カ ー ボ ン 付着 No513 、 包10981
内 灰貧褐色 10YR4/2」 一一」
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第 7 表 主要遺構 出土土器計測表

土 器 第42図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

42-1 4 0 1 号 深鉢V[.G 395 475 391 外 浅黄櫨 lOYR8/3 て い ね い な っ く り
埋愛 内 浅黄 2.5Y7/3 

2 I 9 0 1 号 深鉢 185 に ぶ い賞授 lOYR7/4 砂多 い
埋斐 器面の調整雑

土 器 第43図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

43- 1 5 0 2 号 深鉢v .c (427) 400 78 外 に ぶ い赤褐色l OYR7/3
埋愛 内 に ぶ い黄櫨 lOYR7/3

2 I 5 0 1 号 深鉢 (106) 外 に ぶ い 黄糧 lOYR7/3 上部 は削平 に よ る 欠
埋斐 内 黒褐色 失

土 器 第44図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

44-1 1001号 深鉢N.c 275 (316) (351 ) 80 明j炎黄褐色
埋婆

2 I 1301号 i采鉢V[ .G (395) (304) 65 外 に ぶ い黄澄 l OYR5/4 外面 は 条痕著 し い
埋愛 内 に ぶ い黄極 l OYR5/3

土 器 第45図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

45-1 1302号 深鉢v[ .c 498 (381 ) (495) 外 褐色 7.5YR4/3  て い ね い な ナ デ
埋斐 内 に ぶ い黄褐 lOYR7/4

2 I 1301号 i采鉢v[ .c (501 ) 474 77 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR6/4 カ ー ボ ン 付着
埋斐 内 に ぶ い黄燈 lOYR7/4

土 器 第46図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

46- 1 6 0 1 号 深鉢 v[ .c (386) (435) (445) 外 に ぶ い 黄櫨 l OYR6/4 貝 殻条痕の あ と ナ デ
土墳 内 灰黄褐色 lOYR6/2

2 I 9 0 1 号 i采鉢 (255) (60) 外 に ぶ い黄褐色 l OYR5/3 著 し い カ ー ボ ン 付着
土壌 内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 穿孔あ り 流入遺物
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第 8 表 主要遺構出 土土器計測表

土 器 第47図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 受録番号

mm mm mm mm 

47-1 8 0 2 号 深鉢 II -D (26) に ぶ い褐色 7_5YR5/4
土墳

2 I 8 0 4 号 i菜鉢 II -D (34) 外 褐灰色 lOYR4/ 1 羽状文
土横 内 灰黄褐 lOYR512 

3 I 8 0 4 号 深鉢 E 司D (28) 外 に ぶ い黄澄 lOYR6/3 粗い沈線
土墳 内 灰黄褐 lOYR6/2 

4 I 8 0 4 号 浅鉢ill -C (22) 外 に ぶ い黄澄 l OYR712 羽状文
土瀦 内 灰黄褐 lOYR5/2 て い ね い な ミ ガキ

5 I 8 0 4 号 i架鉢 II -D (41 ) 外 灰黄褐 lOYR412 擦消縄文
土墳 内 に ぶ い黄櫨 lOYR7/4

6 I 8 0 5 号 深鉢 II -D (39) 外 に ぶ い黄櫨 lOYR6/3 や や て い ね い な ミ ガ
土墳 内 に ぶ い褐 7_5YR5/3 キ一 一 ーーー」ーー

土 器 第48図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 f歪 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

48- 1 1 101号 i采鉢V -D (159) ( 178) (132) 外 に ぶ い黄褐 7.5YR5/3 う す い カ ー ボ ン No19 ， 2 1 、 包1771
土繍 内 に ぶ い黄緑 lOYR7/4 ミ ガキ

2 I 1 101号 浅鉢V -E (234) ( 136) (240) に ぶい黄櫨 カ ー ボ ン 付着 No20 
土繍 て い ね い な ミ ガキ

3 I 1 101号 i采鉢V -'D (314) (89) (331) 外 褐色 7.5YR4/6 カ ー ボ ン付着 No125， 126， 17  
土横 内 に ぶ い褐色 7.5YR5/4 条痕， 胎土 に砂多 い

4 I 1 101号 深鉢V -G (184) (97) 外 黒褐色 No48， 49， 141 ， 479 
土壊 内 灰黄褐

5 I 1 101号 浅鉢 (27) 40 外 に ぶ い糧 7.5YR6/4 光沢の あ る て い ね い No29， 30， 3 1 、 包1665
土績 内 黒褐色 7.5YR21 2  な ミ ガキ

6 I 1 101号
土墳

7 I 1101号 浅鉢V -D (36) 黒褐色 5YR2Il 光沢の あ る て い ね い No154 
土墳 な ミ ガキ

土 器 第49図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

49-1 四 区 浅鉢町-A (373) (68) 灰黄褐色 lOYR4/2 カ ー ボ ン 付着 M・3

2 I X II 区 i斐鉢N-A (274) (67) (244) 外 黒褐色 7.5YR 3 1 1 全体に カ ー ボ ン 付着 包1361 ， 1362
内 黒褐色 7.5YR312

3 vm 区 i采鉢N-A 144 (67) 黒褐色 7.5YR3/2  光沢あ る ミ ガキ No182 

4 I X 1 区 i采鉢N-A (260) (57) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/3 光沢あ る ミ ガキ 包356
内 灰黄 lOYR412

5 珊 区 浅鉢N-A (270) (66) 外 に ぶ い 黄褐 lOYR5/4 光沢あ る ミ ガキ M-35 
内 褐灰色 5YR411 

6 I X II 区 浅鉢N-A (296) (43) 外 に ぶい黄褐 lOYR5/4 光沢あ る ミ ガキ 包2952
内 灰黄褐色 lOYR5/2

7 vm 区 浅鉢町-A (230) (75) (214) 外 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 カ ー ボ ン 付着 No169， 206 
内 に ぶ い黄褐 lOYR5/3

aaτ
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4 、 包含層 か ら の 出土土器

遺構以外 で 出 土 し た 縄文土器で あ る 。 拓本で表 し

た 遺物 に つ い て は 編 集 の 都 合 上 、 別 途 に 後半 で ま と

め て 掲 げた 。

浅鉢 (第49 - 53 図 )

浅鉢は 口 縁部 の 形状 に よ り 2 種 に 分 け ら れ 、 口 縁

部 の 文様帯 の 有 無 で さ ら に 2 種 に細分で き る 。 こ れ

か ら 浅鉢 を 大別 す る と 次の 通 り で あ る 。

胴部がわずか に 外反 し で ほ ぼ直線状 に 立 ち 上が り

胴部で折れ、 頚部 の く びれがな く 外湾す る 口 縁部 を

付 し こ こ に 文様帯 を 有 す る も の (49 - 1 - 50 - 6 ) 。

同 じ く 口 縁 部 が無 文 で 胴 部 に 文 様 を 有 す る も の

(50 - 8 ) 。

胴部が内脊 し て 立 ち 上 が り 、 頚部 で く びれ る も の

(51 - 1 - 53 一 7 ) 。

次 い で各土器 を 通観 し て み よ う 。

49 - 1 は 、 口 縁部 が直線状 に 外反 し て 開 き 、 外面

に は 数条 の 沈線 を 施 し 、 ま た 口 縁端部 の 内 面 に 1 条

の沈線 を 有す る 。 49 - 2 は 、 口 縁部 は 外琴 し無文で

胴部最大径 の 部位 に 2 条 の 沈線 を 有 す る 。

49 - 3 - 50 - 3 は 、 外湾 す る 口 縁部 を な し 2 条 の

回線 を 有 し 端部 は 尖 る 。 49 - 3 、 49 - 5 、 50 - 1 、

50 - 3 に は 2 カ 所の 凹 点 が、 49 - 6 に は 1 カ 所 の 凹

点がみ え る 。

50 - 4 - 50 - 5 は 、 口 縁部の外寄が弱 く 、 口 縁端

部が尖 ら な い も の で あ る 。 前者 は 凹 線が 3 本 で あ る 。

50 - 6 は 、 ミ ニ チ ュ ア の 土 器 で 鳥 井 原 式 の 浅鉢の

祖形特徴 を 表現 し て い る 。 手担 ね で作 り 口 縁端部 は

わず か に 内 に 折 れ沈線 ら し い文様が描 か れ る 。

50 一 7 は 、 直線状 に 開 く 口 縁部 の み の資料で あ る

が大型 の 浅鉢で あ ろ う 。 口 縁端 部 の 上 面 に は ご く 浅

く 刻 み 目 を 施す。 外面 は 、 粗 く 横方 向 に 条痕 が残 る 。

50 - 8 は 、 上 げ底 の 底 部 を な し 、 胴 部 は 直線状 に

開 く 。 口 縁部 は 外零 し て 聞 き 端部 は 尖 り 、 そ の 内面

に は 1 条 の 沈線があ り 、 胴 部 の 最大径部位 に は暖昧

な l 条 の 沈線が巡 る 。

51 - 1 は 、 波状 口 縁 に 近 い 山 形突起 を 有 す る 資料

で あ る 。 突起部分 は 内傾す る が他 の 部 分 は 外反す る

口 縁部 で あ り 、 2 条 の 凹 線 を 巡 ら す 。

51 - 2 は 、 直立す る 口 縁端部 に 磨 き 込 み に よ る 2

条 の 沈線 を 施す 。

51 - 3 は 、 口 縁端部 は 短 く 直立 し 磨 き 込 み に よ る

2 条 の 沈線 を 施す 。

51 - 4 は 、 短 く 外反す る 口 縁端 部 の 外面 と 内 面 に

1 条 の沈線 を 施す 。

51 - 5 は 、 山形突起 を 有 し 、 口 縁端部 は や や 短 く

外反 し 磨 き 込 み に よ る 2 条 の 沈線 を 施す 。

51 - 6 は 、 山 形突起 を 有 し 、 口 縁端部 は 直立 し 磨

き 込 み に よ る 2 条 の 沈線 を 施す 。

51 一 7 は 、 口 縁端部 は 直立 し 磨 き 込 み に よ る 2 条

の沈線 を 施す 。

52 - 1 は 、 胴部 に 比べ短 い 口 縁部 を 有 し 、 口 縁端

部 は わ ず か に 内 面 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

52 - 2 は 、 口 縁端部 は外反 し て 聞 き 先端 は 尖 る 。

胴 部 の 最大径 に は 1 条 の 沈線が巡 る 。

52 - 3 は 、 口 縁端部 は や や 外反 し て 短 く 尖 り 、 外

面 に は 1 条 の 沈線が巡 る 。

52 - 4 は 、 胴 部 の 最 大 径 で 「 く 」 の字 に 屈 曲 し 、

強 く 内傾す る 。 口 縁端部 は や や 外反 し て 聞 き 、 外面

に は l 条 の 沈線が巡 る 。

52 - 5 - 6 は 、 丸底 の 浅鉢で あ る 。 口 縁端部 は 外

反 し て 聞 き 、 内外面 に は 各 1 条 の 沈線が巡 る 。

52 - 7 は 、 凹 点 の 付 く 山 形突起 を 有す る 小型 の 浅

鉢であ る 。 口 縁端部 に は 2 条 の 沈線 を 胴部 の 最大径

部位 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

52 - 8 は 、 口 縁部 が端部 に か け て 著 し く 圧縮 さ れ

た 器形の浅鉢であ る 。 口 縁端部 の 内外面 に は 各 I 条

の沈線 を 巡 ら す 。

52 - 9 は 、 胴 部 で の 屈 曲 角 が緩 く 、 口 縁部 が立 ち

上がる 器形の 浅鉢であ る 。 口 縁端部 に は 内傾 し 山 形

突起があ り 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

53 - 1 は 、 口 縁端部 は 外反 し て 聞 き 、 外面 に は 2

条 の 沈線 を 巡 ら す 。 口 縁端部 に は 弱 い 凹 点 の あ る 山

形突起 を 有す る 。

53 - 2 は 、 口 縁端部 は 外反 し て 内 考 ぎ み に 聞 き 、

外面 に は 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 口 縁端部 に は 山 形突

起お よ び凹 点 を 有す る 。
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53 - 3 は 、 口 縁端部 は 外反 し て 聞 き 、 外面 に は 2

条 の 沈線 を 巡 ら す 。 胴 部 の 最 大径部位 に は l 条 の沈

線 を 巡 ら す。

53 - 4 は 、 著 し く 反 り 返 っ た 口 縁端部 を 有す る 浅

鉢 で あ る 。 外面 に は 2 条 の 沈線 を 巡 ら す。 山 形突起

は は と ん ど省 略 さ れ 、 わ ず か に 沈線 の 集約部分が山

形 に 描 か れて い る 。

53 - 5 は 、 口 縁端部 は 外反 し て 聞 き 、 先 端 は 尖 る 。

外面 に は 磨 き 込 み に よ る 2 条 の 沈線 を 巡 ら す。

53 - 6 は 、 口 縁端部 は 短 く 、 外反 し て 開 き 、 外面

に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 ま た 胴部 の 最大径部位 に

は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

53 - 7 は 、 胴 部 で の 屈 曲 角 が緩 く 、 口 縁部が立 ち

上がる 器形の 浅鉢 で あ る 。 口 縁端部 に は直立 し 山 形

突起があ り 2 条 の 沈線 を 有 す る 。

53 - 8 は 、 口 縁 部 の み の資料であ る 。 外反 し て 開

き 端部 の 内 面 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す。 ま た 胴部の

最 大径部位 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

53 - 9 は 、 胴 部 の み の 資料であ る 。 大 型 の 浅鉢で

あ る 。

深鉢 (第54 - 65 図 )

口 縁部 に 文様帯 を 有 す る も の と 、 そ う で な い も の

の に 分 け ら れ る 。

前者 は 54 - 1 - 62 - 2 、 64 - 6 お よ び65 - 6 で あ

り 、 後者 は 63 - 1 - 64 - 5 、 65 - 1 - 65 - 4 お よ び

65 - 7 - 65 - 1 1 で あ る 。

各遺物 の概要 は 次 の 通 り で あ る 。

54 - 1 - 3 は 、 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢であ

る 。 い ず れ も 磨 き 込 み に よ る 3 条 の 沈線 を 有 す る 。

54 - 3 は著 し く 内傾 し 先端が尖 る 口 縁部 で あ る 。

54 - 4 は 、 や や 外反 し て 聞 き ぎ み の 口 縁部 で あ る 。

外面 に 3 条 の 沈線 を 有す る 。

54 - 5 は 、 内傾す る 直線状の 口 縁部 を 有す る 深鉢

で あ る 。 外面 に 3 条 の 回線 を 有す る 。 胴 部 は 最大径

部位で深 く r < J の字 に 折 れ込 む 。

55 - 1 は 、 や や 内傾す る 口 縁部 を 有 す る 深鉢であ

る 。 外面 に は 磨 き 込 み に よ る 3 条 の 沈線 を 有す る 。

55 - 2 は 、 内傾す る 短 い 口 縁部 を 有す る 深鉢であ

る 。 外面 に は 磨 き 込 み に よ る 2 条 の 沈線 を 有 し 先端

は尖 る 。

55 - 3 は 、 わずか に 内傾す る 口 縁部 で あ る 。 外面

に は磨 き 込 み に よ る 3 条 の 沈線 を 有 し 先端 は尖 る 。

55 - 4 は 、 や や 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢 で あ

る 。 外面 に は 磨 き 込 み に よ る 3 条 の 沈線 を 有す る 。

55 - 5 は 、 直立す る 口 縁部 を 有す る 深鉢 で あ る 。

外面 に は 3 条 の 沈線 を 有す る 。 胴部 の 最大径部位 は

緩 く 屈 曲 し 外面 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す。

56 - 1 は 、 や や 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢 で あ

る 。 外面 に は 強 い 磨 き 込 み に よ る 回 線 を 有す る 。 胴

部の 最大径部位 は 強 く 屈 曲 し 、 丸 み を 持つ や や 肩 の

張 る 器形で あ る 。 器壁 は 薄 い 。

56 - 2 は 、 強 く 内傾す る 直線状の 口 縁部 を 有す る

深鉢であ る 。 外面 に は 強 い 磨 き 込 み に よ る 凹線 を 有

し 、 楕 円 形 の 凹 点 を 2 カ 所有す る 。

56 - 3 は 、 平 底 の 底 部 か ら 内 琴 し つ つ 胴 部 は 立 ち

上が り 、 ロ 縁部 は 直立 す る 。 胴 部 の 最 大径部位 に は

1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

57 - 1 は 、 や や 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢 で あ

る 。 外面 に は 強 い 磨 き 込 み に よ る 3 条 の 沈線 を 有す

る 。 口 唇 の 内 面 に も 暖昧 な 沈線が 1 条認 め ら れ る 。

57 - 2 は 、 や や 外反 ぎ み の 口 縁部 を 有す る 深鉢で

あ る 。 外面 に は 磨 き 込 み に よ る 沈線 を 有す る 。 口 縁

部の外面下 端 は 若 干突 出 を 見せ る 。 胴 部 の 最 大径部

位の屈 曲 は 緩 や か で あ る 。

器壁 は 薄 い 。

57 - 3 は 、 直立 す る 口 縁部 を 有 す る 深鉢 で あ る 。

外面 に は 磨 き 込 み に よ る 2 条 の 沈線 を 有す る 。

縁部の外面下端 は 若 干突 出 を 見せ る 。

57 - 4 は 、 直立 す る 口 縁部 を 有 す る 胴 部 の 中 位以

上 を 残す深鉢で あ る 。 外面 に は 磨 き 込 み に よ る 2 条

の沈線 を 有す る 。 胴 部 の 最 大径部位 に は 1 条 の 沈線

を 巡 ら す 。

58 - 1 は 、 わずか に 内傾す る 口 縁部 を 有 す る 大型

の深鉢で あ る 。 外面 に は 磨 き 込 み に よ る 3 条 の 浅 い

沈線 を 有す る 。 胴 部 の 最 大径部位 に は 1 条 の 沈線 を

巡 ら す 。 横方向 の 条 痕 の 上 半 に 縦方 向 の 磨 き を 施す。

58 - 2 は 、 口 縁部 の 上半 と 底部 を 欠 く 大型 の 深鉢

の資料で あ る 。 全面 に 条痕 が残 り 、 下 位 は 特 に 荒 い 。
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59 - 1 は 、 直立 す る 口 縁部 を 有 す る 深鉢であ る 。

外面 に は 磨 き 込み に よ る 2 条 の 沈線 を 有 す る 。 胴部

の 最大径部位 に は l 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

59 ー 2 は 、 内 傾す る 短 い 口 縁部 を 有 す る 深鉢であ

る 。 外面 に は 細 い 2 条 の 沈線 を 有す る 。

59 - 3 は 、 内傾す る 短 い 口 縁部 を 有す る 深鉢であ

る 。 ロ 縁部 の 下端 は 突 出 す る 。 外面 に は 2 条 の 沈線

を 有す る 。

59 - 4 は 、 や や 内傾す る 口 縁部 を 有 す る 深鉢であ

る 。 先端 は 尖 り 、 文様 を 欠 く 。

線 を 有す る 。

59 - 5 は 、 や や 内傾す る 口 縁部 を 有 す る 深鉢であ

る 。 文様 を 欠 く 。 外面 に は 口 唇 に 近 い 部分に 1 条 の

沈線 を 有す る 。 口 縁 と 頚部 の 境 界 は 稜線が暖味 で あ

る 。

59 - 6 は 、 直立 す る 短 い 口 縁部 を 有す る 小型の深

鉢であ る 。 文様 を 欠 き 、 凹線状 の 窪 み が巡 る 。

59 一 7 は 、 直 立す る 口 縁部 を 有す る 小型 の深鉢で

あ る 。 文様帯 は雑 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

59 - 8 は 、 直立す る 口 縁部 を 有す る 小型 の 深鉢で

あ る 。 上端 は 尖 る 。 外面 に は 3 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

60 - 1 は 、 内 傾す る 口 縁部 を 有す る 大型 の 深鉢で

あ る 。 外面 に は 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

60 - 2 は 、 内傾す る 短 い 口 縁 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

胴部の 最大径 は 鋭 く 屈 曲 す る 。

60 - 3 は 、 わ ず か に 内 傾 す る 口 縁部 を 有す る 深鉢

で あ る 。 外面 に は 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

60 - 4 は 、 強 く 内 傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢であ

る 。 外面 に は 不 明 瞭 な 3 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

60 ー 5 は 、 わ ず か に 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢

で あ る 。 外面 に は く っ き り し た 3 条 の沈線 を 巡 ら す 。

61 - 1 は 、 わ ず か に 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢

で あ る 。 外面 に は 2 条 の 沈線 を 巡 ら し 、 下端 は わ ず

か に 突 出 す る 。

61 - 2 は 、 わ ず か に 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢

で あ る 。 外面 に は 3 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

61 - 3 は 、 わ ずか に 内傾す る や や 短 い 口 縁部 を 有

す る 深鉢で あ る 。 外面 に は 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

61 - 4 は 、 内傾す る や や 長 い 口 縁部 を 有す る 大型

の深鉢で あ る 。 文様 を 欠 く 。

61 - 5 は 、 内 傾す る 口 縁部 を 有 す る 深鉢 で あ る 。

先端 は や や 尖 る 。 外面 に は 明 瞭 な 3 条 の 沈線 を 巡 ら

す。

61 - 6 は 、 内傾す る 口 縁部 を 有す る 深鉢 で あ る 。

外面 に は 雑 な 3 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

文様 を 欠 く 。

62 - 1 は 、 口 縁部 は 屈 曲 が な く 、 わ ず か に 外面 の

下 端 に 稜線 を な し つ つ も ほ ぼ 口 縁部 と 同 様 に 直 立す

る 。 胴部 も 屈 曲 が著 し く 弱 く 全体 に 抑揚 の な い 器形

で あ る 。 器壁 は 薄 く 、 口 縁部 の 外面 に は 3 条 の 不 明

瞭 な 沈線 を 有す る 。

62 - 2 は 、 内 傾す る 短 い 口 縁部 を 有 す る 深鉢 で あ

る 。 先端 は や や 尖 り 、 下端 は 突 出 し て 尖 る 。 外面 に

は 明 瞭 な 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

62 - 3 は 、 口 縁部 と 胴部 の 下半 を 欠 く 深鉢で あ る 。

胴部の最大径部位 に I 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

は 明 瞭 な 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

62 - 4 は 、 文様帯の な い 深鉢で あ る 。 わ ずか に 口

縁部 の 外面 に 稜線が認め ら れ 、 口 唇部 は 尖 る 。 器面

は 荒 く 調整がな さ れ粘土紐 を 積 ん だ成形痕が窺 え る 。

63 - 1 は 、 頚部が く ぴれ文様帯 の な い 深 鉢 で あ る 。

口 唇部 の 内 面 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

63 - 2 - 3 は 、 口 縁部 に 文様帯 を 欠 き 頚部が く び

れ る 深鉢で あ る 。 口 縁 部 は 外湾 し つ つ 開 く 。 後者 は

胴 部 の 最大径部位 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

63 - 4 - 5 は 、 大型 の 、 口 縁部 に 文様帯 を 欠 き 頚

部が く びれ る 深鉢 で あ る 。 後者 は 口 縁部 が直立 し て

伸 び る 器形 で あ る 。

64 - 1 - 2 は 、 口 縁部 に 文様帯 を 欠 き 頚部が く び

れ る 深鉢 で あ る 。 後者 は 口 縁部 が や や 直線状 に 聞 き 、

先端 は平坦 で あ る 。

64 - 3 は 、 胴 部 の み の 資料で あ る 。 胴 部 の 最 大径

部位 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 大 型 の 深 鉢で あ る 。

64 - 4 - 5 は 、 口 縁部 に 文様帯 を 欠 く 深 鉢で あ る 。

いずれ も 口 縁部 の 破片 で あ る 。 前 者 は 先端 が尖 る 。

64 - 6 は 、 小 型 の 深 鉢 で あ る 。 器形 は 、 口 縁 部 に

文様帯 を 欠 く 深鉢 に 類似 し 、 口 唇部 に 荒 く 沈線状 の

文様 を 付 け る 。 胴 部 の 最大径部位 の 屈 曲 は 深 く 外面

に 鋭 い 稜線 を 有す る 。

65 - 1 - 4 は 、 口 縁部 に 文様帯 を 欠 く 小型 の 深鉢
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で あ る 。 前 2 者 は 上端 が反 り 返 り 尖 る 。 65 - 2 は胴

部 の 最大径部位 に 2 条 の 沈線が巡 る 。

65 一 7 - 1 1 は 、 口 縁部 に 文様帯 を 欠 く 小型の深鉢

で あ る 。 多 く は 胴 部 の 最大径部位 に 暖 昧 な 1 条 の 沈

線 を 巡 ら す 。

65 - 5 は 、 器形 の 詳 ら かで な い土器の胴部であ る 。

1 な い し 2 条 の 沈線 を 巡 ら し 、 こ れ に 弧状の沈線 を

付す。

65 - 6 は 、 尖底 の小型 の 深鉢で あ る 。 体部 は底部

か ら 直線状 に 外反 し て 聞 き 、 外面 に わ ず か な 稜線 を

な し つ つ 区画 さ れ 口 縁部 を な す 。 口 縁部 は わずか に

外寄がみ ら れ 、 外面 に は 4 条 の 沈線 を 巡 ら し 、 上下

2 点 の 凹 点 が90度 ご と に 付 す 。 そ の 下位 に は斜方向

の 羽 状文 が巡 り 、 こ れ の90度 ご と に 4 か所 に は さ ら

に 羽 状文が垂 れ下 が る 。

65 - 12 は 、 碗形土器の 口 縁部 で あ る 。 外面 に わ ず

か な 稜線 を な し 口 縁部 を 形成 す る 。 文様 は み ら れ な

し 、 。

66 - 1 は 、 碗形土器で あ る 。 浅 く 立 ち 上が り 、 器

高 の 高 い 位置 で わ ずか に 内 考 し 口 縁 に 到 る 。 内湾す

る 部位 の 外面 に は微か に 稜線が認 め ら れ る 。

66 - 2 、 66 一 7 は 、 碗形土器で あ る 。 日 縁部の上

端 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 前者 は 、 器高が低 く 、 後

者 は 、 丸底の縁辺 に わ ず か に 稜線 を な し 体部 は 立 ち

上が る 。 器高が高 い 。

66 - 3 は 、 碗形土器で あ る 。 体部 の 高 い位置 に わ

ず か に 外面 に稜線で区画 し 口 縁部 ら し き 部分が形成

さ れ る 。 口 縁部 の 上端 は尖 る 。

66 - 4 は 、 碗形土器 で あ る 。 器高 が低 く 、 平底 を

な し 体部 は 立 ち 上が り 、 口 縁部 は わ ずか に 窪 み を 巡

ら し 先端 は や や 聞 き 尖 る 。

66 - 5 は 、 手控 ね の 皿状 の 土 器で あ る 。 浅 い碗形

土器かあ る い は 未 製 品 の土器の底部で あ ろ う 。 内外

面 に は指痕が残 る 。

66 - 8 は 、 小型 の 深 鉢 の 器形で あ る が口 縁部 を 欠

く 。 上 げ底 の 底部 を な し 、 胴 部 の 最 大径部位で、屈 曲

す る が接合面で擬 口 縁 の ま ま 制 作 を や め た碗形土器

で あ る 。

66 - 6 、 66 - 9 は 、 楕 円 形の碗形土器 と さ れ る 土

器 で あ る 。 前者 は 完形 で 、 底部 は 分厚 く 、 や や 不安

定 な レ ン ズ状の底面 を な す 。 体部 は 底 部 の 縁辺 よ り

や や 内側 か ら わ ず か に 外反 し て 直線状 に 開 く 。 底部

の側面 に は l 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 底面 は 、 良 く 磨 か

れ光沢があ る 。 後者 は 、 破片 で あ る 。 底面 は平坦で

あ る 。 こ れ ら の 土器 は 、 こ こ で は 碗形土器 に 分類 し

た が、 底面が磨 か れ て い る こ と 、 底 面 の 座 り が悪 い

こ と か ら 、 伏せ ら れて 器台 と し て 用 い ら れ た 可能性

があ る 。

浅鉢

頚部の く びれがな く 胴 部 の 最 大 径 で屈 曲 し 外反 し

て 開 く 口 縁部 を な す器形 (67 - 1 - 68 - 14 、 76 - 1 、

80 - 3 ) は 、 回 線 に 羽 状文 を 有 す る も の と 、 回 線 の

み の も の に 細分 さ れ る 。

前者 は 、 67 - 1 、 67 - 3 、 67 - 6 、 68 - 5 、 68

1 0-68 - 13で あ る 。 後者 は こ れ以外の遺物 で あ る 。

各土器 を 概説す る と 次の 通 り で あ る 。

67 - 1 は 、 綾杉状 の 羽 状文 を 有 す る 2 条 の 凹 線 を

巡 ら し 口 縁部 の 上 端 は 尖 る 。

67 - 2 は 、 2 条 の 回 線 を 巡 ら し 口 縁部 の 上端 は鈍

く 尖 る 。

67 - 3 は 、 右 下 が り の 羽 状文 を 有 す る 3 条 の 凹 線

を 巡 ら し 口 縁部 の 上端 は平坦で あ る 。 補修孔があ る 。

67 - 4 は 、 3 条 の 回線 を 巡 ら し 口 縁部 の 上端 は 狭

い平坦 を な す 。

67 - 5 は 、 3 条 の 回 線 を 巡 ら し 口 縁部 の 上端 は 尖

る 。

67 - 6 は 、 左 下 が り の 羽 状文 を 有す る 3 条 の 回線

を 巡 ら し 口 縁部 の 上 端 は 尖 る 。

67 一 7 は 、 3 条 の 回 線 を 巡 ら し 口 縁部 の 上端 は 平

坦であ る 。 山 形突起 の 部 分 で あ り 、 回 線 の 稜が X 字

状 を な す 。

67 - 8 は 、 3 条 の 回 線 を 巡 ら し 口 縁部 の 上 端 は 尖

る 。 回線の稜上 に 円 形の 凹 点 を 有 す る 。

67 - 9 は 、 3 条 の 回 線 を 巡 ら し 口 縁部 の 上端 は 平

坦で あ る 。

67 - 10 は 、 3 条 の 凹 線 を 巡 ら し 口 縁 部 の 上端 は 平

坦であ る 。 回線の稜上 に 2 カ 所 の 楕 円 形 の 凹 点 を 有

す る 。
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67 - 11 は 、 2 条 の 回 線 を 巡 ら し 口 縁部 の 上 端 は 平

坦 で あ る 。

67 - 12 は 、 小型 の 浅鉢 で あ る 。 口 縁部 は 短 く 伸 び、

2 条 の 回線 を 巡 ら し 上端 は 平坦 で あ る 。

68 - 1 は 、 2 条 の 鋭 い 回 線 を 巡 ら し 、 さ ら に 水平

2 連 の 円 形 の 凹 点 を 有す る 。 口 縁 の 上 端 は 狭 く 平坦

で あ る 。

68 - 2 - 4 は 、 2 条 の 回 線 を 巡 ら し 、 口 縁部 の 上

端 は 尖 る 。

68 - 5 は 、 右 下 が り の 羽 状文 を 有 す る 3 条 の 凹線

を 巡 ら し 、 口 縁部 の 上端 は 尖 る 。

68 - 6 は 、 3 条 の 凹 線 を 巡 ら し 、 口 縁部 の 上端 は

や や 尖 る 。

68 一 7 は 、 2 条 の 回 線 を 巡 ら し 、 口 縁部の上端 は

や や尖 る 。 回 線 の 稜上 に 楕 円 形 の 1 カ 所 の 凹 点 を 有

す る 。

68 - 8 は 、 綾杉状 の 羽 状文 を 付す 3 条 の 回 線 を 巡

ら し 、 さ ら に 円 形 の 凹 点 を 4 カ 所 山 形 に 重 ね て 付す。

口 縁端部 の 内面 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 上端 は尖

る 。

68 - 9 は 、 2 条 の 回線 を 巡 ら し 、 口 縁端部 の 内 面

に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 口 縁 の 上端 は 尖 る 。

68 - 10 は 、 右 下 が り の 羽 状文 を 付す 3 条 の 回 線 を

巡 ら し 、 口 縁 の 上端 は 尖 る 。

68 - 11 は 、 右 下 が り の 羽 状文 を 付 す 3 条 の 凹 線 を

巡 ら し 、 口 縁 の 上 端 は 狭 く 平坦 で あ る 。

68 - 12 は 、 左 下 が り と 綾杉状の 羽 状文 を 付す 3 条

の 凹線 を 巡 ら し 、 口 縁 の上端 は 平坦 で あ る 。

68 - 13 は 、 右下が り の 羽 状文 を 付す 2 条 の沈線 を

口 縁 の 基部 に 巡 ら し 、 ま た 口 縁端部 の 上端 内 面 に は

1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 口 縁 の 上端 は 尖 る 。

68 - 14 は 、 楕 円 形 の 凹 点 を l カ 所重 ね た 2 条 の 回

線 を 巡 ら し 、 口 縁 の 上端 は尖 る 。

76 - 1 は 、 三 万 田 式 の 浅鉢で あ る 。 外反 し て 聞 く

口 縁部で あ る 。 基部近 く に 2 条 の 回線 に 右 下 が り の

羽状文 を 重 ね 、 さ ら に 縦 に 2 連 の 凹 点 を 付す。 口 縁

端部 の 内 面 に は l 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

80 - 3 は 、 直立す る 口 縁部で あ る 。 2 条 の 回 線 を

有 し 、 先端 は尖 る 。

頚部が く びれ る 浅鉢の類 で は 、 山 形突起 を 有 す る

も の 、 同 じ く 持 た な い も の に 細 分 で き る 。 以 下 、 各

遺物 を 通観す る 。

69 - 1 は 、 山形突起 を な し 、 内 傾 し て 尖 る 口 縁部

に 2 条 の 凹線 を 有 し 、 胴 部 の 最 大径部位 に は l 条 の

沈線 を 巡 ら し 、 さ ら に 凹 点 を 1 カ 所重 ね る 。

69 - 2 は 、 外反 し て 先端 が尖 る 口 縁部 に 2 条 の 凹

線 を 有 し 、 さ ら に 凹 点 を 1 カ 所重 ね る 。 胴 部 の 最 大

径部位 に は 凹 点 を l カ 所付 し 、 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

69 - 3 は 、 山 形突起部分の み の 口 縁部 の 資 料 で あ

る 。 2 条 の 回 線があ り 、 う ち 1 条 が 山 形 を な す 。 口

縁部 は 内傾 し 先 端 が尖 る 。

69 - 4 は 、 山 形突起部分の み の 口 縁部 の 資 料 で あ

る 。 2 条 の 回 線があ り 、 う ち 1 条 が 山 形 を な し さ ら

に 凹 点 を 1 カ 所重 ね る 。 先端 は 平坦で あ る 。

69 - 5 は 、 低 い 山 形突起 を 有す る 口 縁部 の 資料で

あ る 。 1 条 の 回線があ り 、 山形突起の 部 分 に 縦 に 2

連 の 凹 点 を 付す 。

69 - 6 は 、 山 形突起 を 有 す る 内傾 し た 口 縁部 の 資

料 で あ る 。 2 条 の 凹線があ り 、 そ れぞ れ 山 形 を な す 。

分 に 縦 に 2 連 の 凹 点 を 付す 。 先端 は 平 坦 で あ る 。

69 - 7 は 、 内傾 し た 口 縁部 の 資料で あ る 。 2 条 の

回線があ り 、 先端 は平坦で 、 下端 は 突 出 し て 尖 る 。

69 - 8 は 、 低 い 山 形突起 を な し 細 い 口 縁部 の 内 外

に 各 2 条 の 沈線 を 巡 し 、 外面 に は 凹 点 を 1 カ 所付 す 。

胴部の 最大径部位 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら し 、 水平 2

連 の 凹 点 を 添 え る 。

69 - 9 は 、 内傾す る 短い 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 沈

線が巡 る 。 胴 部 の 最大径部位 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら

し 、 口 縁部 の 半 ば に 補 修孔 を 1 カ 所有 す る 。 先端 は

平坦であ る 。

69 - 10 は 、 直立す る 短 い 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 凹

線が巡 る 。 胴 部 の 最大径部位 に は l 条 の 沈線 を 巡 は

す。

70 - 1 - 2 は 、 山 形突起 を 有 す る 直立 す る 短 い 口

縁部 の 外面 に 2 条 の 沈線が巡 る 。 胴部 の 最 大径部位

に は l 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 い ずれ も 凹 点 を 1 カ 所付

す。

70 - 3 - 4 は 、 低 い 山 形突起 を 有 し 、 直立す る 短

い 口 縁部 の 外面 に 1 条 の 沈線が巡 る 。 前者 は 、 凹 点

を 1 カ 所付す。
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胴 部 の 最 大径部位 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら し 、 水平 2

連 の 凹 点 を 添 え る。

69 - 9 は 、 内傾する短 い 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 沈

線が巡る。 胴 部 の 最 大径部位 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら

し 、 口 縁部 の 半 ばに補修孔 を 1 カ 所有する。 先端 は

平坦である。

69 - 10 は 、 直立する短 い 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 凹

線が巡る。 胴 部 の 最 大径部位 に は l 条 の 沈線 を 巡 は

す 。

70 - 1 - 2 は 、 山 形突起 を 有する直立する短い 口

縁部 の 外面 に 2 条 の 沈線が巡る。 胴 部 の 最 大径部位

に は l 条 の 沈線 を 巡 ら す。 い ずれ も 凹 点 を 1 カ 所付

す 。

70 - 3 - 4 は 、 低 い 山 形突起 を 有 し 、 直立する短

い 口 縁部 の 外面 に 1 条 の 沈線が巡る。 前者 は 、 凹 点

を 1 カ 所付す。

70 ー 5 は 、 直立する口 縁 部 の 外面 に 磨 き 込 ま れ た

2 条 の 沈線が巡る。 胴 部 の 最 大径部位 に は 1 条 の 沈

線 を 巡 ら す 。 先端 は 丸 み の ある平坦である。

70 - 6 は 、 内傾する短 い 口 縁部 の 外面 に 磨 き 込 ま

れ た 2 条 の 沈線が巡る。 先端 は 尖る。

70 一 7 は 、 内傾する短 い 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 沈

線が巡る。 先端 は 平坦 で ある。

70 - 8 は 、 山 形突起 の部分で ある。 直立する短い

口 縁部 の 外面 に 2 条 の 沈線が巡る。 先端 は鈍 く 尖る。

70 - 9 は 、 や や 内傾する短 い 口 縁部 の外面 に 2 条

の 沈線が巡る。 先端 は 平坦 で ある。

70 - 10 は 、 山 形突起 の部分で ある。 直立する口縁

部 の 外面 に 2 条 の 沈線が巡る。 凹 点 が縦 に 2 カ 所あ

り 、 先端 は平坦で ある。

70 - 1 1 は 、 わ ずか に 内 に 折 れる小 さ い 口 縁部 を な

し 内 面 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

70 - 12 は 、 外反する 口 縁 部 の 外面 に l 条 の 浅 い 沈

線 を 巡 ら す。 山形突起 は な く 沈線の み が山 形 を な し

口 唇 に わ ず か な 窪 み を 有する。

71 - 1 は 、 内傾する口 縁 部 の 外面 に 2 条 の 沈線 を

巡 ら す 。 山形突起 の 部 分 に は 1 カ 所 の 凹 点 を 付す。

先端 は平坦で ある。

71 - 2 は 、 強 く 内傾する 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 回

線 を 巡 ら す 。 先端 は平坦で、 下端 は 突 出 し て 尖る。

71 - 3 は 、 直立する口 縁部 の 外面 に 2 条 の 回 線 を

巡 ら す。 先端 は 平坦で ある。

71 - 4 は 、 直立する短 い 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 沈

線 を 巡 ら す 。 先端 は 平坦で ある。 山形突起 に は 凹 点

を l カ 所付す。

71 - 5 は 、 山 形突起 の み の資料で ある。 内傾する

口 縁部 の 外面 に 2 条 の 沈線が山 形 を な し 、 そ の 下 位

に 1 カ 所 凹 点 を 付す 。

71 - 6 - 8 は 、 山 形突起 の み の資料である。 口 縁

部の外面 に 2 条 の 沈線が山 形 を な し 、 さ ら に 1 カ 所

凹 点 を 付す 。 い ず れ も 上端 は平坦で ある。

71 - 9 は 、 山 形突 起 の み の資料である。 直立する

口縁部の外面 に 1 条 の 沈線が山 形 を な す 。

71 - 1 0 - 1 1 は 、 低 い 山 形突起の み の 資料 で あ る。

口 縁部 の 外面 に l 条 が巡 り 、 山 形 の 頂部 に は刻 み 目

が施 さ れ、 後者 は 凹 点 が 1 カ 所 ある。

72 - 1 は 、 短 く 直立する 口 縁 部 の 外面 に l 条 の 沈

線 を 巡 ら す 。 先端 は平坦で ある。

72 - 2 は 、 短 く 外反する 口 縁部 の 外面 に 2 条 の 凹

線 を 巡 ら す。 先端 は 尖る。

72 - 3 は 、 短 く 外反する 口 縁部 の外面 に 2 条 の 沈

線 を 巡 ら す。 低 い 山 形突起があ り 凹 点 1 カ 所 を 付 す 。

72 - 4 は 、 短 く 直立 する 口 縁部 の 外面 に 1 条 の 沈

線 を 巡 ら す。 先端 は平坦で ある。 凹 点 l カ 所 を 付す。

72 - 5 は 、 や や 外反する 口 縁部 の外面 に 2 条 の 沈

線 を 巡 ら す。 低 い 山 形突起があ り 、 凹 点 を 1 カ 所付

す 。 先端 は 尖る。

72 - 6 は 、 短 く 直立する口 縁 部 の 外面 に 1 条 の 沈

線 を 巡 ら す 。 先端 は 尖 り 、 下端 は 突 出 する。

72 一 7 は 、 短 く 外傾する口 縁 部 の 外面 に l 条 の 沈

線 を 巡 ら す 。 先端 は 丸 い 。

72 - 8 は 、 短 く 外傾する口 縁部 の 内 外面 に 各 l 条

の沈線 を 巡 ら す 。 先端 は 丸 い 。 胴 部 の 最大径部位 に

は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

72 - 9 は 、 短 く 直立する口 縁部の外面 に 1 条 の 沈

線 を 巡 ら す 。 先端 は 尖る。

72 - 10 は 、 直立する口 縁部 の 外面 に 2 条 の 回 線 を

巡 ら す。 先端 は鈍 く 尖る。 胴部 の 最 大径部位 に は 1

条 の 沈線 を 巡 ら す 。

72 - 11 は 、 短 く 内傾する口 縁 部 の 外面 に 2 条 の 凹

線 を 巡 ら す。 先端 は 平坦 で、 あ る。

73 - 1 は 、 口 縁部 は 強 く 屈 曲 し て 短 く 、 口 縁部 は
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73 - 8 は 、 口 縁部 の 屈 曲 は 退化 し わ ず か に 回線で

表現す る 。 口 縁部 の 文様帯 が退化 し て 短 く 、 内 外面

に 各 l 条 の 沈線 を 巡 ら す。 山 形突起の部分 は 口 唇 に

凹 点 を 付 す 。

73 - 9 は 、 口 縁部が外反 し て 開 き 、 内外面 の 各 l

条 の 沈線 で 区 画 さ れ貧弱 な 口 縁部 を 形成 す る 。 山 形

突起 は低 く 凹 点 を 1 カ 所付す。

73 - 10 は 、 口 縁部が胴 部 の 最 大径部位 に て 内 に 折

れ、 口 縁部 は 強 く 外反 し て 聞 き 、 そ の 内 面 に は 1 条

の沈線F巡 る 。 山 形突起 は 低 く 凹 点 を 1 カ 所付す。

73 - 1 1 は 、 口 縁部 が胴部 の 最 大 径部位 に て 強 く 内

に 折 れ込 み 、 口 縁部 は 内 に 窪 み を な し つ 外面 に l 条

の沈線 を 巡 ら し 、 先端 は 尖 る 。

73 - 12 は 、 ほ と ん ど碗形 を な す器形で あ る 。 器高

の上端 に わ ず か に 折 れ込み 、 口 縁部 を な す 。 先端 は

尖 る 。

73 - 13 は 、 体部 の 高 い位置 で 内 に 折 れ 口 縁部 を 形

成す る 。 口 縁端部 の 内 面 に は 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

76 - 4 は 、 直立す る 口 縁部 に 3 条 の 沈線 を 有す る 。

先端 は尖 る 。 補修孔が 1 カ 所 あ る 。

76 - 5 は 、 ほ と ん ど碗形の土器で あ る 。 わ ず か に

山 形突起 を な し 、 2 条 の 沈線が内傾す る 口 縁部 に 巡

る 。

80 - 1 は 、 体部 の 高 い位置 で 内 に 深 く 折 れ込み短

い 口 縁部 を 形成 す る 。

深鉢 (74 - 1 - 75 - 9 ) 

74 - 1 は 、 口 縁部がわずか に 外反 し て 開 き 、 先端

は や や 尖 る 。 外面 に は 磨 き 込 ま れ た 3 条 の 沈線 に 上

下 2 連 の 凹 点 を 付 す 。

74 - 2 は 、 口 縁部が直立 し 、 先端 は 切 出 し 状 に 尖

る 。 外面 に 磨 き 込 ま れ た 3 条 の 沈線 を 有す る 。

74 - 3 は 、 口 縁部がや や 内傾 す る 。 先端 は 平坦で、

あ る 。 外面 に 2 条 の 回 線 を 有 す る 。

74 - 4 は 、 口 縁部 は や や 内傾 す る 。 先端 は 平坦で

分厚 い 。 外面 に は 2 条 の 沈線 を 有す る 。

74 - 5 は 、 口 縁部が直立 し 、 そ の基部の屈 曲 は 著

し く 弱 い 。 先端 は 平坦 で 、 外面 に は 4 条 の沈線 を 有

す る 。

7 4 - 6 は 、 口 縁部が著 し く 内傾 し て 直立 し 、 そ の

先端 は平坦で あ る 。 外面 に は 3 条 の 回 線 に 1 カ 所 の

凹 点 を 重 ね る 。

74 - 7 は 、 口 縁部が著 し く 内 傾 し 短 く 直立す る 。

そ の 先端 は平坦で あ る 。 外面 に は 3 条 の 回 線 に 1 カ

所 の 凹 点 を 重 ね る 。

74 - 8 は 、 口 縁部 は わ ず か に 内 傾 す る 。 そ の 先端

は平坦で、 あ る 。 外面 に は 3 条 の 沈線 を 有す る 。

74 - 9 は 、 口 縁部がわ ず か に 内 傾 す る 。 そ の 先端

は 平坦 で あ る 。 外面 に は 4 条 の 細 く 粗雑 な 沈線 を 有

す る 。

75 - 1 は 、 口 縁部が内傾 し 、 そ の 先端 は 平坦 で あ

る 。 外面 に は 4 条 の 沈線 を 有す る 。

75 - 2 は 、 口 縁部 が直立 し 、 そ の 先端 は や や 平坦

で あ る 。 外面 に 繊細 な 3 条 の 沈線 を 有 す る 。

75 - 3 は 、 口 縁部が内傾 し 、 そ の 先端 は 丸 い 。 外

面 に 2 条 の 沈線 を 有す る 。

75 - 4 は 、 短 い 口 縁部 が直立 し 、 そ の 先端 は 丸 い 。

内外面 に 各 1 条 の 沈線 を 有 す る 。

75 - 5 は 、 口 縁部 が短 く 内 傾 し 、 そ の 先端 は 平坦

で あ る 。 外面 に 2 条 の 沈線 を 有 す る 。

75 - 6 は 、 口 縁部がわ ず か に 外寄 し つ つ 直立 す る 。

そ の 先端 は 尖 る 。 外面 に は 2 条 の 回線 を 有 す る 。

75 - 7 は 、 口 縁部 が わ ず か に 外寄 し つ つ 直立 す る 。

そ の 先 端 は 尖 る 。 外面 に は 2 条 の 凹 線 を 有す る 。

75 - 8 は 、 口 縁部が内傾 し 、 そ の 先端 は や や 尖 る 。

外面 に は 2 条 の 回 線 に 1 カ 所 の 凹 点 を 重 ね る 。

75 - 9 は 、 口 縁部がや や 内傾 し 、 そ の 先端 は 尖 る 。

外面 に は 2 条 の 磨 き 込 み に よ る 太 い 沈線 を 有す る 。

76 - 2 は 、 口 縁 に 文様帯が な い 深 鉢で あ る 。 口 縁

端部 は外寄 し 、 胴 部 の 最大径部位 に 1 条 の 沈線 を 巡

ら す 。

79 - 1 は 、 口 縁部が内傾 し 、 そ の 先 端 は 尖 る 。 外

面 に は 2 条 の 回線 を 有す る 。

79 - 2 は 、 口 縁部が直立 し 、 そ の 先端 は 平坦 で、 あ

る 。 外面 に は 2 条 の 沈線 を 有 し 、 山 形突起 を な す 。

79 - 4 は 、 口 縁部 が内傾 し 、 そ の 先端 は 平坦 で あ

る 。 外面 に は 2 条 の 回 線 を 有 し 、 口 縁部 の 下 端 は 鋭

い 突 出 を な す 。

80 - 5 は 、 口 縁部が内傾 し 、 そ の 先端 は 尖 る 。 外

面 に は 3 条 の 沈線 を 有 し 、 口 縁 部 の 下 端 は 鋭 い 突 出

唱EA。。



を な す。

そ の他 の 土器片

76 - 3 は 、 胴部の破片 で あ る 。 よ く 磨 か れ 、 強 く

内 に 湾 曲 し て お り 、 偏 平 に 張 る 注 目 土器の 胴部であ

ろ う 。 頚部 に 2 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

76 - 6 は 、 深 鉢 の 胴 部 の 破片 で あ る 。 補修孔が表

裏 の 双方 向 か ら 穿孔 し て い る 。

76 - 7 は 、 同 じ く 深鉢 の 胴部の破片 で あ る 。 補修

孔がみ ら れ る 。

76 - 8 は 、 箱形 に 胴 を 張 る 注 目 土器か深鉢の網部

最大径部位の 破片 で あ る 。 2 条 の 回 線 と こ れ を は さ

み 2 条 の 綾杉状の 羽状文 を 稜線 の 上 に付す 。

77 ー l は 、 西平式の擦消縄文 を 有す る 土器であ る 。

内 毒 す る 胴部 を な し 、 そ の 上端 に 、 刺 突文 を 配 し た

6 条 の 沈線 を 巡 ら す。 口 縁部 は 欠 く が波状 口 縁で あ

ろ う 。

77 - 2 は 、 深 鉢 の 肩 部 あ る い は頚部で あ ろ う 。 沈

線 で 区 画 さ れ た擦消縄文 を 有す る 。

77 - 3 は 、 深鉢 の 肩 部 で あ ろ う 。 沈線で 区画 さ れ

た擦消縄文 を 有す る 。

77 - 4 、 10 、 1 1 、 80 - 2 は 、 深鉢の頚部で あ る 。

平行沈線 に 大 き な X 字状 の 沈線 を 重 ね る 。

77 - 5 は 、 深鉢の 口 縁端部 で あ る 。 縦方 向 の 沈線

で 区 画 し 沈線 を 2 条横 位 に 描 き 、 端部 に 対 向 す る X

字状文 を 重 ね る 。

77 - 6 は 、 内傾す る 口 縁端部 で あ る 。 波状部分で

2 条 の沈線で区画 し擦消縄文 を 施す。

77 一 7 は 、 深鉢の 口 縁部 で あ る 。 聞 に 斜方 向 の刺

突文 を 配す る 2 条 の 沈線の沈線 を 2 組重 ね 、 そ の 下

位 に 弓 状 の 沈線で区画 さ れ た擦消縄文 を 施す。

77 - 8 は 、 外反 し て 聞 く 小 さ い 口 縁部で あ る 。 2

条 の 沈線で 区画 し 擦消縄文 を 施す。

77 - 9 は 、 深鉢の 口 縁部 で あ る 。 2 条 の 沈線の下

位 に 斜方 向 の 刺 突 文 を 配す る 。

77 - 12 は 、 深鉢の頚部で あ る 。 3 条 の沈線 と 斜方

向 の 刺 突文 を 配す る 。

78 - 1 は 、 深鉢の 口 縁部 で あ る 。 や や 内傾す る 口

縁部の基部 に 近 い位置 に 2 条 の 沈線 と 綾杉文 を 有す

る 。

78 - 2 は 、 器種不 明 の 土 器片 で あ る 。 胴 部 の 最 大

径部位 と そ の 下 半 で あ ろ う 。 2 条 の 回線 と 右傾 す る

羽状文 を 有す る 。

78 - 3 、 10 は 、 浅鉢の頚部で あ る 。 大柄 な 弧状 の

連続す る 沈線が巡 る 。

78 - 4 は 、 小型の碗形の深鉢で あ る 。 胴 部 は 低 い

位置で丸 み を な し 、 わ ずか に 内 電 し つ つ 直立 し て 立

ち 上が り 、 口 縁端部 は や や 内傾 し て 尖 る 。 胴 部 の 中

央で肥厚 す る 。 外面 に は い わ ゆ る 滋賀 里式 に特徴的

な 木 の 葉紋 を 有す る 。 上下 に 数条 の 沈線 を 巡 ら し 、

こ の 聞 に 上下双方 か ら 対 向 し て 連続す る 弧状 の 沈線

を 施す。

78 - 5 は 、 深鉢の底部 で あ る 。 水平 な 底面 を な し

板 目 圧痕が残 る 。

78 - 6 は 、 深鉢あ る い は 注 目 土器 の 胴 部 の 最大径

部位 で あ ろ う 。 2 条 の 回線 と 綾杉文 を 有す る 。

の沈線 と 綾杉文 を 有す る 。

78 - 7 は 、 器種不 明 の土器片 で あ る 。 T 字形 に 沈

線 を 施 し 、 こ れ に 重 ね て 羽 状文 を 有す る 。

78 - 8 は 、 外零 し て 聞 く 浅鉢の 口 縁部 で あ る 。 口

縁端部 の 内 面 に l 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 外面 に は 、 2

条の 回線が巡 り 、 縦 に 3 列 の 凹 点 を 付す 。

78 - 9 は 、 外反 し て 直線状 に 聞 く 浅鉢の 口 縁部 で

あ る 。 口 縁 の 基部 に は 水平 に 2 連 の 小 さ い 穿孔 を 有

す る 。

78 - 1 1 は 、 深 鉢 の 肩 部 で あ る 。 4 条 を 有す る 。 口

縁の基部 に は 水平 に 2 連 の 小 さ い 穿孔 を 有す る 。

78 - 12 は 、 深鉢 の 肩 部 で あ る 。 編 み 目 状 の 細 い 沈

線 を 有す る 。

78 - 13 は 、 器種不 明 の 土 器片 で あ る 。 斜交す る 細

い沈線 を 有す る 。

78 - 14 は 、 浅鉢の底部 に 近 い 胴 部 で あ る 。 い わ ゆ

る 滋賀 里式 の 特徴で あ る 文様 を 有す る 。 き わ め て 繊

細 な 連続す る 弧状文 を 巡 ら す 。

79 - 5 、 6 は 、 刻 目 突帯 を 有 す る 深鉢で あ る 。 断

面が三 角 形 の 突帯 を 外面 に 張 り 付 け る 。 前 者 の 外面

に は 荒 い 条痕 を 有す る 。 後者 は 口 縁端部 に も 刻 み 目

文 を 有す る 。

80 - 2 は 、 深鉢の肩 部 で あ る 。 平行沈線 に X 字形

の沈線文 を 重 ね て 描 く 。
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81 - 1 、 2 は 、 深鉢の胴部で あ る 。 最大径 の部位

は 丸 み を な し て 屈 曲 し 、 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

81 - 3 は 、 浅鉢の 口 縁部 で あ る 。 口 縁 の 基部 に 近

い部位 に 2 条 の 沈線 を 巡 ら し 、 そ の 下位 に は右傾す

る 羽 状文 を 有す る 。

81 - 4 は 、 浅鉢の 口 縁部 で あ る 。 口 縁端部 の 内外

面 に は 各 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 口 縁 の 基部 に 近 い 部

位 に は 、 対 向 す る 半 弓 状 の 沈線 を 配す る 1 条 の 沈線

と そ の下位 に 右傾す る 羽状文 を 有す る 。

底部の み の 資料 は82 - 1 - 83 - 21 で あ る 。 底部の

形態 は 、 上 げ底 と 平底 の 2 種あ り 、 前 者 は 天井部が

平坦 な も の と 、 丸 み の あ る も の に 細 分 さ れ る 。

ミ ニ チ ュ ア 土器 ( 第84 図)

84 ー l は 、 医 区 で 出 土 し た 頚 部 の く びれた 口 縁部

を 有 す る 浅鉢で あ る 。 口 縁部 の 外面 に 1 条 の 沈線 を

巡 ら す 。

84 ー 2 は 、 x m 区 で 出 土 し た 文様帯 の な い 深鉢で

あ る 。 口 縁部 は 外奪 し て 端部 は 尖 る 。

84 - 3 は 、 x m 区 で 出 土 し た 頚 部 の く びれ た 深鉢

で あ る 。 口 縁部 は 短 く 外反す る 。 か な り 粗雑 な 作 り

で あ る 。

84 - 5 は 、 x m 区 で 出 土 し た 胴 部 の 最 大径部位で

直立す る 口 縁部 を な す 、 頚 部 の く びれの な い 浅鉢で

あ る 。 2 条 の 凹線 を 巡 ら す 。

84 - 6 は 、 咽 区 で 出 土 し た 担鉢形 の 浅鉢で あ る 。

器壁 は 薄 く 、 口 縁端部 は 尖 る 。

84 - 7 は 、 x m 区 で 出 土 し た 頚部が く ぴれ 口 縁部

の屈 曲 す る 浅鉢 で あ る 。 丁 寧 に 作 ら れ 口 縁部 は 直立

し 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

84 - 8 は 、 x m 区 で 出 土 し た 口 縁部 に 文様帯 の な

い 深鉢で あ る 。 や や粗製であ り 、 実用 さ れ外面 に カ

ー ボ ン が付着す る 。 口 縁部 は 直立 し 端部 は わ ず か に

外湾 す る 。

84 - 9 は 、 x m 区 で 出 土 し た 口 縁部 に 文様帯 の な

い深鉢で あ る 。 口 縁部 は 外面 に 縦方 向 の 著 し い 磨 き

の痕跡が残 る 。 口 縁端部 は わ ず か に 外湾 す る 。 わず

か に カ ー ボ ン が付着す る 。

84 - 10は、 x m 区 で 出 土 し た 口 縁部 に 文様帯の な

い深鉢で あ る 。 丁寧 な 作 り で あ る 。 口 縁端部 は わ ず

か に 外湾 し 先端 は 尖 る 。 わ ずか に カ ー ボ ン が付着 す

る 。

84 - 11 は 、 x m 区 で 出 土 し た 深鉢 の 胴 部 の 最 大径

部位 の み の資料であ る 。 沈線 ら し い 表現が認め ら れ

る 。 器壁 は 分厚 い 。

84 - 12 は 、 x m 区 で 出 土 し た 口 縁部 に 文様帯 の な

い深鉢で あ る 。 口 縁端部 は わ ず か に 外寄 し 先端 は 尖

る 。 胴部 は 表面 剥 離 が著 し く 火 を 受 け た 可能性があ

る 。

84 - 13 は 、 珊 区 で 出 土 し た 口 縁部 に 文様帯の な い

深鉢で あ る 。 丸底 を な し 胴 部 は 丸 み の あ る 縁 辺 か ら

内青 し つ つ 立 ち 上 が る 。 口 縁端部 は わ ず か に 内 青 し

先端 は 尖 り l 条 の 沈線 を 巡 ら す 。 内外面 は よ く 磨 く 。

84 - 14 は 、 x m 区 で 出 土 し た 浅鉢 の 底部 で あ る 。

上 げ底 を な し 、 縁辺か ら 直線状 に 外反 し て 聞 く 。 丁

寧 に 作 ら れ 内 外面 は よ く 磨 く 。

84 - 15 は 、 咽 区 で 出 土 し た 鉢 の 底 部 で あ る 。 わ ず

か に 上 げ底 を な し 、 縁辺か ら 直線状 に 外反 し て 立 ち

上がる 。

84 - 16 は 、 x m 区 で 出 土 し た 碗形の 浅鉢で あ る 。

口 縁端部 は平坦で や や う ね り があ る 。

外反 し て 立 ち 上 が る 。

84 - 17 は 、 咽 区 で 出 土 し た 浅鉢であ る 。 体部 は 直

線状 に 低 く 立 ち 上 が り 聞 く 。 口 縁部 は わ ず か に 文様

帯 を な し 、 沈線状の擦痕があ る 。 丁寧 に 作 ら れ 内 外

面 は よ く 磨 く 。

84 - 18 は 、 x m 区 で 出 土 し た 碗形の浅鉢で あ る 。

体部 は 内 青 し て 立 ち 上 が り 、 口 縁端部 は 尖 る 。 外面

は粗雑で成形の時 の粘土紐 の あ と が残 り 、 内 面 は 丁

寧 に 磨 か れ る 。

84 ー 19 は 、 珊 区 で 出 土 し た 浅鉢で あ る 。 底部 は 上

げ底 を な し 、 低 く 胴部 は 立 ち 上 が る 。 外面 は よ く 磨

く 。

注 目 土器 (第85 - 86 図 )

85 - 1 は 、 X 田 区 で 出 土 し た 注 口 部 で あ る 。 わ ず

か に 下 に 反 り 、 上斜方 向 に 開 口 す る 。 断面 は 円 形 で

あ る 。 先端 は下位が尖 る 。 内 面 に は ベ ン ガ ラ が付着

す る 。
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85 - 2 は 、 表面採集 し た 注 目 部 で あ る 。 直線状 に

伸 び、 先端 は わ ず か に 上斜方 向 に 開 口 す る 。 断面 は

円 形 で あ る 。 外面 は 縦方 向 に 磨 く 。

85 - 3 は 、 x n 区 で 出 土 し た 注 口 部 で あ る 。 直線

状 に 伸 び、 先端 は わ ず か に 上斜方 向 に 開 口 す る 。 断

面 は 楕 円 形で あ る 。 外面 は 縦方 向 に 磨 き 、 注 目 基部

の 下 面 に は 沈線で 弓 状 の 文様 を 描 く 。

85 - 4 は 、 x m 区 で 出 土 し た 短 い 注 目 部 で あ る 。

直線状 に 伸 び、 先 端 は 平 坦 な 関 口 部 で あ り 断面 は 円

形で あ る 。

85 - 5 は 、 表面採集 し た 注 目 部 で あ る 。 わ ず か に

上 に 反 り 、 先端 は わ ず か に 上斜方向 に 開 口 し 、 断面

は 円 形で あ る 。 外面 は 縦 方 向 に 磨 く 。

85 - 6 は 、 表面採集 し た 注 目 部 で あ る 。 わずか に

下 に 反 る 。 先端 は わ ず か に 下斜方 向 に 閉 口 し 、 断面

は 円 形 で あ る 。 外面 は 縦方 向 に 磨 く 。

85 一 7 は 、 x m 区 で 出 土 し た や や 小 さ い 注 口 部 で

あ る 。 わ ずか に 下 に 反 り 、 先端 は わ ずか に 下斜方向

に 閉 口 し 、 断面 は 円 形 で あ る 。 外面 は縦方 向 に 磨 く 。

85 - 8 は 、 咽 区 で 出 土 し た 長 大 な 注 目 部 で あ る 。

下 に 反 り 、 先端 は 上斜方 向 に 開 口 し 、 断面 は 円形で

あ る 。 外面 は 縦方 向 に 磨 く 。

86 - 1 は 、 X 区 で 出 土 し た 注 目 土器の胴部 で あ る 。

箱形 に 突 出 す る 胴 部 の 最大径部位 に は 3 条 の 凹 線 を

有 し 、 縦 2 連 の 凹 点 を 付す 。

86 - 2 は 、 咽 区 で 出 土 し た 注 口 土器の胴部上半で

あ る 。 胴 部 の 最大径部位 は 箱 形 に 突 出 し 、 稜線の上

面 に 2 条 の 磨 き 込 ま れ た 沈線 を 有す る 。

86 - 3 は 、 x m 区 で 出 土 し た 注 目 土器の肩部であ

る 。 階段状 に 回 線 が 5 条 あ り 、 最 上 の 凹 線 に は わ ず

か に 羽状文が重 な る 。

86 - 4 は 、 E 区 で 出 土 し た 注 口 土器か異形土器の

口 縁部 で ろ う 。 口 縁部 は 内 湾 し 袋状 を 呈す る 。 外面

には 4 条の階段状 に 凹 線 を 有 する。

86 - 5 は 、 珊 区 で 出 土 し た 注 口 土器の胴部 で あ る 。

上 げ底 の 底 部 か ら 立 ち 上 が り 、 口 縁部 は 直立 し 6 条

の 回 線が巡 る 。 回 線 開 の稜線上 に は 円 形あ る い は 半

円 形 の 刺 突文 を 付す 。

86 - 6 は 、 咽 区 で 出 土 し た 注 口 土器の胴部であ る 。

底部の縁辺か ら や や 外傾 し て 直立す る 。

高杯形土器 ( 第87図)

87 - 1 - 4 は 、 高杯形土器で あ る 。 87 - 1 - 2 は 、

小型の高杯形土器の 脚 部 で あ る 。 前者 は 、 や や粗製

で あ り 、 内部が中 空 で 、 わ ず か に 透 か し 穴 が窺 え る 。

後者 は 、 中 位 に 円 形 の 透 か し 穴 を 有 し 、 杯部 の 基部

に は 断面 が三 角 形 の突帯 を 巡 ら す 。 脚部下端 は 裾 の

張 り 出 し の剥 離 し た接着痕が残 る 。

87 - 3 は 、 高杯形土 器 の 波状 を な す 口 縁部 の 一部

で あ る 。 外面 に は 綾杉状の 羽 状文 を 内 面 に は 口 縁端

部 に 1 条 の 沈線 を 巡 ら す 。

87 - 4 は 、 大型 の 高杯形土器の脚 部 で あ る 。 下端

は縁辺が張 り 出 し 端部 は 丸 み があ る 。 脚 部 の 中 央 に

は 箆先で鋭 く X 字状 に 文様 を 彫 り 込 み 、 交点 は さ ら

に 穿孔 し て 透 か し 穴 と す る 。

異形土器 ( 第87図)

87 - 5 - 8 は 、 土器 の橋状把手 で あ る と 思 わ れ る

が、 本体の器形お よ び接 合 の 有 り 方 は 詳 ら かで な い 。

87 - 5 は 、 断面 は 円形で丁寧 に 作 ら れ 、 背面 に 羽状

文 に 挟 ま れ た 沈線 を 有す る 。 87 - 6 は 、 断面 は 半 円

形で、 平坦 な 背面 に は 荒 い 羽 状文 と 沈線 を 有す る 。

87 - 7 は 、 断面 は長方形で 、 磨 き 込 ま れ た 3 条 の 沈

線 を 有す る 。 87 - 8 は 、 断面が楕 円 形 を な し 、 粗製

で無文 で あ る 。

87 - 9 は 、 器種不 明 の土器で あ り 、 把手で あ ろ う 。

断面 は 楕 円 形 を な し 、 先端 に は 貫通す る 穿孔 を 有す

る 。 87 - 10 は 、 器種お よ び部位不 明 の土器 で あ る 。

波状 口 縁 の 突 出 す る 一 部 と も 思 わ れ る 。 器壁 は 分厚

く 、 縦方 向 に 2 条 の 浅 い 回線があ り 、 こ れ に 重 ね て

交差あ る い は斜方 向 の 羽状文 を 付す 。
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土 器 第50図

番号 出土地点 器種

50- 1  田 区 浅鉢N-A

2 1 X III 区 浅鉢N-A

3 1 X III 区 i斐鉢N-A

4 四 区 浅鉢N-A

5 vm 区 浅鉢N-A

6 1 X III 区 i斐鉢 II -G

7 田 区 i斐鉢 VIl - 1

8 1 X III 区 浅鉢V -F

土 器 第引 図

番号 出土地点 器種

51-1  田 区 浅鉢 皿 -0

2 1 X III 区 浅鉢V -E

3 1 X III 区 i美鉢VIl -E

4 1 X III 区 i美鉢VIl -E

5 1 X III 区 浅鉢V -E

6 1 X III 区 i美鉢VIl -E

7 1 X 1 区 i斐鉢VIl-E

土 器 第52図

番号 出土地点 器種

52-1 X III 区 浅鉢V -E

2 四 区 浅鉢N-o

3 1 X III 区 浅鉢 V -E

4 1 X III 区 浅鉢 V -E

5 四 区 浅鉢V -E

6 1 X III 区 浅鉢 V -E

7 1 X III 区 i美鉢VIl-E

8 1 X III 区 浅鉢V -E

9 1 X III 区 浅鉢V -E

器 高
口 径 残存高
mm mm 

(226) (62) 

(222) (75) 

212  (76) 

(230) (91) 

(200) (45) 

(322) (7 1) 

(200) (139) 

器 高
口 径 残存高
mm mm 

(55) 

(356) ( 127) 

324 (64) 

(340) (40) 

(330) (8 1) 

270 (68) 

(272) (81)  

器 高
口 径 残存高
mm mm 

(320) (57) 

(260) (56) 

( 127) (70) 

(224) (42) 

(221) (96) 

( 138) (450) 

( 174) (52) 

(210) (72) 

( 157) (165) 

第 9 表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

胴 部
最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号
mm 皿皿

外 に ぶ い褐 7.5YR6/3 光沢の あ る ミ ガキ
内 に ぶ い褐 10YR5/3 刺突文の押点
外 にぶ い 黄 2.5Y6/3 光沢の あ る て い ね い 包3065 ， 1 570， 5573
内 に ぶ い黄燈 10YR7/4 な ミ ガキ
外 に ぶ い黄櫨 10YR7/4 て い ね い な ミ ガキ 包296
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/3

(227) 外 黒褐色 1 0YR2/2 光沢あ る ミ ガキ
内 灰黄褐色 10YR4/6
外 に ぶ い黄 2.5Y6/ 3  て い ね い な ミ ガキ No173 
内 灰黄色 2.5Y612 

外 に ぶ い黄澄 1 0YR7/3 条痕のあ と ナ デ
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/2

(166) 43 外 灰黄褐色 1 0YR412 No30， 544， 545， 161  
内 褐色 7.5YR4/3

胴 部
最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号
mm mm 

外 黒褐色 10YR2Il 著 し い カ ー ボ ン 付着
内 褐灰色 7.5YR4 / 1  

(310) 外 黄灰 2.5Y4/1 著 し い カ ー ボ ン付着 包9994
内 黒褐色 2.5Y 3 / l  て い ね い な ミ ガキ

(300) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR7/4 て い ね い な ミ ガキ 包600， 2793
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/4 ヘ ラ 状工具圧痕

(320) 外 黒褐色 7.5YR2I2 ミ ガキ 包10704
内 黒褐色 7.5YR3/ l  

(282) 外 褐灰色 1 0YR5/1 て い ね い な っ く り 包3426， 6536， 8419
内 灰黄褐色 lOYR4/2 光沢の あ る ミ ガキ

250 外 暗灰貧色 2.5Y5/2 カ ー ボ ン 付着 包9985
内 黄灰色 2.5Y4 / l  

(278) 外 に ぶ い黄褐 1 0YR5/4 ロ 縁 にベ ン ガ ラ 付着 包135， 166
内 黒褐色 10YR312 

胴 部
最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号
mm mm 

(318) 外 に ぶ い 貧褐 光沢の あ る ミ ガキ
内 暗褐色

(238) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/4 光沢の あ る て い ね い No121  
内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/3 な ミ ガキ

(244) 外 に ぶい黄燈 1 0YR6/3 光沢の あ る ミ ガキ 包9071
内 黒褐色 1 0YR3/2 

(234) 外 に ぶ い黄極 1 0YR6/4 て い ね い な ミ ガキ 包2164
内 黒褐色 10YR3/ 1 

(218) 外 に ぶ い黄櫨 て い ね い な ミ ガキ 包318， 500
内 灰黄褐色

(130) ミ ガキ 包10158， 1402

(172) 外 黒褐色 2.5Y3/1  ベ ン ガ ラ 付着 包7260
内 黒色 2.5Y2/1  

( 194) 外 黒褐色 光沢の あ る ミ ガキ 包10701
内 黒色

(320) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR712 ミ ガキ 包11207
内 浅黄櫨 10YR8/3 

- 124 -



第 1 0表 包含層 か ら の 出土土器計測表

土 器 第53図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

53-1 X III 区 浅鉢Vll -E (372) (62) (334) 外 に ぶ い黄燈 l OYR712 て い ね い な ミ ガキ 包10473
内 黒褐色 10YR311 

2 1 X III 区 浅鉢 V -E (374) (40) 黒褐色 光沢の あ る て い ね い 包4206
な ミ ガキ

3 1 X III 区 浅鉢Vll -D (244) (70) ( 190) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/3 ミ ガキ 包6659
内 に ぶ い黄燈 10YR6/4

4 I 1301号講 浅鉢 V -E (227) (54) 外 灰黄褐色 1 0YR612 て い ね い な っ く り 包7121 ， 9199
内 灰黄褐色 10YR5/2 光沢あ る ミ ガキ

5 1 X III 区 浅鉢Vll -E (305) (50) (255) 外 暗灰黄色 2 目5Y4/2 光沢あ る ミ ガキ 包409
内 黒褐色 10YR311  

6 I 801 号構 浅鉢Vll -E (320) (35) (268) 外 黄灰 2 .5Y4/ 1 
内 暗灰色 2.5Y512  

7 1 X III 区 i采鉢Vll -D (278) (1 l9) (294) 外 に ぶ い 黄褐 ミ ガキ 包9520， 9526
内 黄褐色

8 1  X III 区 浅鉢 (188) (45) 外 灰黄褐色 10YR5/2 て い ね い な ミ ガキ No1075 
内 に ぶ い黄櫨 10YR71 1

9 1 X III 区 浅鉢 (72) (406) 外 褐灰色 10YR41 1 光沢あ る ミ ガキ 包2895， 2898， 2899
内 灰黄褐色 10YR4/2 て い ね い な っ く り

土 器 第54図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

54-1 X III 区 深鉢N-c (420) ( 149) 外 明黄色 1 0YR7/6 包10535 ， 1053 1 ， 10532
内 に ぶ い黄横 1 0YR5/3

2 N 区 j采鉢N-c (145) ( 1 l4) 外 に ぶ い 黄樟 1 0YR6/4 カ ー ボ ン付着 包123， 100， 397 ， 102， 74， 73，
内 に ぶ い黄燈 10YR6/3 93， 94， 89 

3 珊 区 深鉢N-c 244 ( l l )  外 に ぶ い赤褐 2-4 
内 灰黄褐色

4 1 X n 区 浅鉢N-c (275) (71 ) 外 灰黄褐色 カ ー ボ ン 付着 包1353
内 褐灰色

5 四 区 深鉢N-D (292) ( 188) (337) 外 に ぶ い黄櫨 lOYR7/4
内 に ぶ い賞燈 10YR6/4

土 器 第55図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

55-1 X III 区 深鉢N-c (278) ( 1 24) 外 暗灰色 2 . 5Y412  P .29包2942
内 に ぶ い黄 2.5Y6/3 

2 1 X III 区 浅鉢V -c (348) (68) 外 に ぶ い 貧糧 包2470， 2661
内 黒褐色

3 1 X III 区 i采鉢V -c (339) (85) 外 暗褐色 7.5YR3/3 カ ー ボ ン f寸着 包2651
内 灰黄褐色 lOYR4/2 

4 1 X III 区 深鉢V -c (264) ( 105) 外 に ぶ い褐色 7.5YR5/3 包8834
内 灰褐色 7.5YR4/ 2  

5 1 X III 区 浅鉢V -c 155 (160) 339 に ぶ い黄褐 1 0YR5/4 包8430
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第 1 1 表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第56図

器 高 胸 部
番号 出 土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm E田1

56-1 咽 区 深鉢V .D (268) (155) (298) 暗黄褐色 M. 28.359 、 No90

2 四 区 i采鉢 (145) (90) 外 灰黄褐色 10YR6/4 
内 黒褐色 10YR3/ 1 

3 1 x m 区 i采鉢Vll .C 368 463 468 55 外 極色 7.5YR616 う す い カ ー ボ ン 付着 包2798， 2799
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/3

土 器 第57図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

57司1 x m 区 深鉢 V .C (303) (206) 外 に ぶい黄糧 1 0YR6/4 No199， 2214、 包3900
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/4

2 I X II 区 深鉢V .C 382 (140) 380 外 灰黄褐色 1 0YR5/2 カ ー ボ ン 付着
内 暗褐色 10YR2/3 

3 1 901 号溝 i采鉢 (380) (98) 外 浅黄櫨 lOYR8/4 条痕 No1 
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/4

4 N 区 i采鉢V .C (317) (215) (329) 外 に ぶ い黄櫨 う す い カ ー ボ ン 付着 No264， 271 ， 272， 268， 281 
内 に ぶい黄褐 284， 304 

土 器 第58図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

58-1 X 田 区 i采鉢Vll .C 434 (198) 456 外 浅黄櫨 l OYR8/4 雑 な っ く り 包9509
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/4

'2 x m 区 深鉢Vll .C (282) 272 外 に ぶ い黄様 1 0YR6/4 カ ー ボ ン 付着 包10794， 10780， 10757，
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/ 3 10778 

土 器 第59図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

59-1 x m 区 深鉢 V .C 240 (145) 外 黒褐色 lOYR3/2 
内 黒色 10YR2/ 1 

2 1 X 皿 区 深鉢 (235) (77) 外 浅黄色 2.5Y7/3 カ ー ボ ン 付着 No75 
内 浅黄色 2.5Y7/4

3 I 801 号溝 深鉢 (1 33) 澄色 7.5YR6/6 No4， 3 

4 四 区 深鉢 (243) (76) 外 に ぶ い黄燈 10YR6/3 
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/ 3 

5 1 X 1 区 i采鉢V .F 260 (99) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR6/4 カ ー ボ ン 付着 包2249
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/3 ふ き こ ぼれ痕

6 四 区 i采鉢V .F (188) (80) (200) 外 に ぶ い 黄櫨 1 0YR6/4 No147 
内 灰黄褐色 10YR51 2 

7 1 X II 区 深鉢 V .F (168) ( 101) (179) 外 黄褐色 2.5Y5/3 包2589， 2590， 2697 ， 2725
内 に ぶ い黄色 2.5Y6/3

8 田 区 深鉢V .F (190) (176) 179 にぶい黄褐 1 0YR5/3 カ ー ボ ン付着 M.28 .26 .58 
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第 1 2表 包含層 か ら の 出土土器計測表

土 器 第60図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

60-1 X III 区 j菜鉢VlI-c (420) ( 155) 外 暗黄褐色 包2918
内 に ぶ い黄櫨

2 1 X III 区 i采鉢VlI -c (290) ( 1 53) (344) 外 明褐色 7.5YR5/6 No59、 M- 1 9. 20 . 26
内 樫色 7.5YR6/6 

3 1 X III 区 i采鉢VlI-c (332) (15 1) 外 に ぶ い黄褐 l OYR5/3 指圧痕 包2912， 2918
内 灰黄褐色 lOYR5/2 

4 1 X III 区 深鉢 (320) (57) 外 明褐色 2 .5YR5/6 胎土 に赤 み 包5419 ， 5417
内 に ぶ い赤褐 2.5YR5/3 て い ね い な っ く り

5 田 区 深鉢VlI-c (265) (148) (276) 外 に ぶ い 黄褐 l OYR5/4 カ ー ボ ン 付着 No200 
内 に ぶ い黄櫨 lOYR7/4 

土 器 第61 図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

61-1  X III 区 深鉢VlI-c 226 (107) 外 黒褐色 2.5YR3 1 l  カ ー ボ ン付着 包8452， 6567
内 に ぶ い黄栂 lOYR6/4

2 1  X III 区 深鉢VlI -D (270) ( 1 1 6) (290) 外 黒褐色 2.5Y3/l  包8914， 10640， 10635
内 暗灰色 2.5Y 5 1 2  

3 1 X III 区 i采鉢 (308) (63) 外 褐灰色 lOYR41 l 包10552， 8354
内 に ぶ い黄櫨 lOYR5/3 

4 1 1304号様 深鉢 (392) (80) 外 明黄褐色 lOYR7/6 
内 に ぶ い賞褐 lOYR5/3 

5 1  X III 区 i采鉢VlI -c (291 ) (54) 外 褐灰色 l OYR41l No609 
内 灰黄褐色 lOYR4/2 

(280) ( 137) (340) 外 に ぶ い黄梅6 四 区 i采鉢VlI -c M-8. 1 1 、 N.8 、 No37， l72
内 灰黄褐色

土 器 第62図

器 高 月間 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

62-1 X III 区 i采鉢VlI -c (306) (212)  (318) 外 灰褐色 包7049， 7056， 9307， 9308
内 に ぶ い褐色

2 1 X III 区 i采鉢 (276) (99) 外 に ぶ い褐色 7.5YR5/3 う す い カ ー ボ ン 付着 包8459
内 に ぶ い褐色 7.5YR5/4

3 1  X 1 区 i采鉢 (160) (298) 黒褐色 2.5Y 3 1 2  カ ー ボ、 ン 付着 包2212 ， 221 1 ， 1995， 2062，
2127 ， 2125 ， 2013， 1993， 2126 

4 VIII 区 深鉢 (235) ( 177) に ぶ い黄褐色 lOYR4/3 口 縁 に 歪 み ( う ね り M.2 5 . 10  
カ ー ボ ン 付着

'--
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第 1 3表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第63図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

63-1 1401号溝 深鉢 (340) (68) 外 明褐色 7.5YR5/6 
1304号瀞 内 明黄褐色 10Y宜6/6

2 1 X 1 区 i采鉢 (256) (92) 外 に ぶ い黄褐 1 0YR5/4 指頭痕 包344， 388
内 に ぶ い黄褐 10YR5/3

3 1 X II 区 i采鉢V .G (245) (90) 外 黒褐色 10YR31 1 光沢あ る ミ ガキ 包2550
内 灰黄褐色 lOYR412 

4 1 X II 区 i采鉢 (340) (66) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/4 指頭痕 包2398， 2379
内 に ぶ い黄櫨 10YR5/4 

5 1 x m 区 i菜鉢VJI-D (286) (200) (310) 外 黒褐色 7.5YR312  貝 殻条痕 包5975， 8667， 8521 ， 8675，

内 灰黄褐色 10YR5/2 323， 5962， 531 1 ， 5301 

土 器 第64図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

64- 1  X 1 区 i采鉢 (286) ( 121) 外 黒褐色 2.5Y 3 1 1  包1499， 1 567， 1601 ， 16日，
内 黄灰色 2.5Y 4 / 1  1 341  

2 1 X II 区 i采鉢 (334) ( 139) 外 黒褐色 10YR31 1 全体に カ ー ボ ン 付着 包361 2
内 黄褐色 2.5YR5/3 胎土 に砂多 い

3 1 x m 区 深鉢 (1 24) (406) 外 黒褐色 7.5Y R 3 1 1  No183， 915 ，  1956 
内 に ぶ い褐色 7.5YR6/3

4 四 区 深鉢 (218) (60) 外 に ぶ い黄褐 1 0YR4/3 No158 
内 に ぶ い 黄褐 1 0YR5/4 

5 1 X II 区 i采鉢 (230) (1 l9) 外 黒褐色 10YR3/1 著 し い カ ー ボ ン 付着 包3077
内 に ぶい黄褐 10YR4/3 て い ね い なっ く り

6 VIII 区 深鉢N.G (161) ( 1 56) ( 167) 外 に ぶ い褐色 て い ね い な っ く り M.23，3 5 ， 37  
内 明褐色

土 器 第65図. 
器 高 胴 部

番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号
mm mm mm mm 

65-1 x m 区 浅鉢V -F (178) (78) (183) 外 に ぶ い黄澄 1 0YR6/3 カ ー ボ ン 付着 包2622
内 褐灰色 10YR41 1 擬口 縁

2 1 x m 区 浅鉢N.F (175) (82) (187) 外 明褐色 7.5YR5/6 全体に カ ー ボ ン 付着 包2006
内 に ぶ い黄褐 10YR5/4 擬口 縁

3 1 x m 区 i受鉢 (1 52) (64) 外 暗褐色 1 0YR3/3 
内 に ぶ い黄褐 10YR5/4 

4 1 X II 区 i采鉢VJI .D (172) ( 1 34) (168) 外 に ぶい黄櫨 10YR6/4 稚拙 な っ く り 包2554， 3406 ， 3236， 3407，
内 褐色 7.5YR4/3 3408， 3406， 3233， 2554 

5 N 区 浅鉢 m .c (42) (200) に ぶ い黄褐色 1 0YR5/3 や や て い ね い な っ く 包375
り

6 1 X 1 区 深鉢 m .B (1 l9)  (98) (106) 外 黒褐色 1 0YR312 4 対の文様集約部あ 包224
内 に ぶ い 黄褐 10YR6/4 り 羽状文

7 VJI 区 浅鉢 (197) (81) ( 193) 外 に ぶ い櫨色 7.5YR6/4
内 に ぶ い黄綬 10YR6/4 

8 I 801 号講 i美鉢VJI .F (206) (93) (210) 外 に ぶ い 黄極 1 0YR6/3 カ ー ボ ン 付着
内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 て い ね い な ミ ガキ

9 四 区 浅鉢 (130) (100) (143) 外 赤褐色 5YR4/6 カ ー ボ ン付着 M.25 
内 に ぶ い 黄褐 10YR5/4

10 X II 区 i美鉢VJI.F (158) (64) (132) 外 黒褐色 7.5YR31 1 包1444
内 灰褐色 7.5YR5/2 

1l  x m 区 浅鉢 (124) (100) ( 126) 外 に ぶ い黄褐 10YR5/3 カ ー ボ ン 付着 No4， 5， 652 
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/3

12  田 区 i斐鉢 (268) (49) (270) 外 暗褐色 10YR3/3 M.35 
内 に ぶ い黄褐 10YR5/4
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第 1 4表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第66図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

66-1 x m 区 浅鉢V (294) (91 )  (301) 外 に ぶ い褐 7.5YR5/4 カ ー ボ ン 付着 包7415
内 灰黄褐色 10YR4/2 

2 1 X 1 区 浅鉢 (180) (60) ( 190) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/4 包1352
内 灰黄褐色 lOYR5/2 

3 1 x m 区 浅鉢 (178) (74) (189) 外 灰黄褐色 10YR5/2 包9041
内 に ぶ い黄燈

4 1 x m 区 浅鉢 V .G (123) (66) ( 124) 外 褐色 7.5YR4/4 カ ー ボ ン付着 包10286
内 暗褐色 10YR3/3 

5 1 x m 区 浅鉢 (100) 30 浅黄櫨 10YR8/4 底部未製品 包5420

6 1303 住 浅鉢 V .H (48) に ぶ い黄櫨 lOYR7/4 
底 浅黄櫨 lOYR8/4 

7 1 x m 区 浅鉢V .G 226 1 19  156 外 褐色 7.5YR4/4 カ ー ボ ン 付着 包1869
内 灰褐色 7.5YR412 ほ ぽ 完形

8 珊 区 浅鉢 (70) ( 1 19) 外 資褐色 lOYR5/4 て い ね い な ミ ガキ 包193
内 灰黄褐色 lOYR512 

9 1 x m 区 浅鉢V .H (109) 540 に ぶ い黄糧 10YR6/4 包8073

土 器 第67図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

67-1 四 区 浅鉢 m .A (65) 外 に ぶ い黄褐 l OYR4/3 羽状文 M.28 
内 褐色 7.5YR4/4 

2 四 区 i斐鉢N.A (44) 外 褐色 10YR41 1 カ ー ボ ン 付着 包173
内 灰黄褐色 10YR412 

3 1 X 田 区 浅鉢 皿 A (44) 黒褐色 lOYR312 羽状文 包808
穿孔あ り

4 四 区 浅鉢N.A (40) 外 灰黄褐色 lOYR5/2 て い ね い な ミ ガキ M・28
内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/3

5 WI 区 浅鉢N.A (41) 外 に ぶ い黄燈 10YR7/4 P. 1 3 ， 1 4  
内 灰黄褐色 lOYR512 

6 1 x m 区 浅鉢 m .A (20) 黒褐色 2.5Y3 1 1  羽状文 包6409

7 1 x m 区 浅鉢N.A (33) 外 灰黄褐色 10YR612 包5146
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/3

8 1 X m 区 浅鉢N.A (34) 外 褐灰色 lOYR4/ 1 カ ー ボ ン 付着 包8274
内 灰黄褐色 10YR412 

9 I 802 号講 浅鉢N.A (34) 外 灰黄褐色 10YR4/2 
内 灰黄褐色 10YR6/2 

10 田 区 浅鉢N.A (53) 外 褐灰色 l OYR6/ 1 包206
内 灰黄褐色 lOYR512

1 1  x n 区 浅鉢N.A (46) 外 に ぶ い黄櫨 lOYR6/3 小型の コ ネ 鉢形 包50
内 に ぶ い黄穫 lOYR6/4

12 四 区 i斐鉢N.A (24) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/4 穿孔あ り 包81
内 糧色 5YR6/6 
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第1 5表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第68図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mrn mrn mrn mrn 

68-1 X ill 区 浅鉢N-A (75) 外 暗褐色 7.5YR2 I 3  て い ね い な ミ ガキ 包17， 18， 1842
内 灰褐色 5YR4/2 

2 田 区 i支鉢町 -A (30) 外 黒褐色 10YR3/ 1 光沢の あ る ミ ガキ 包142
内 に ぶい黄櫨 10YR6/4

3 1 X ill 区 i美鉢N-A (50) 外 褐灰色 10YR41 1 て い ね い な ミ ガキ 包5011
内 灰黄褐色 10YR4/2 

4 咽 区 i支鉢N-A (28) 外 灰賞褐色 10YR412 包155
内 に ぶい黄褐 1 0YR5/4 

5 浅鉢 ill .A (27) 外 に ぶい黄糧 10YR7/4
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/3

6 WI 区 i采鉢N-A (41) 外 に ぶ い黄櫨 7.5YR4/ 2 て い ね い な ミ ガキ
内 灰褐色 7.5YR4/2 

7 VJI 区 i斐鉢N-A (54) 外 褐灰色 10YR5/ 1 羽状文 包180
内 灰黄褐色 10YR512 押点文

8 VJI 区 i斐鉢 ill -A (23) 外 灰黄褐色 10YR5/2 て い ね い な ミ ガキ 包116
内 黒褐色 10YR51 1 

9 1 X ill 区 i斐鉢N-A (20) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/3 包237
内 浅黄櫨 10YR8/4 

10 田 区 浅鉢 ill -A (22) 外 に ぶい黄櫨 10YR6/3
内 に ぶ い賞燈 10YR5/3

1 1  1002号 i美鉢 ill -A (31) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR7/3
土 嬢 内 に ぶ い黄櫨 10YR7/4

12  1304号溝 i采鉢 ill .A (44) に ぶ い黄櫨 10YR6/4 羽状文 No70 

13  X ill 区 i斐鉢 ill -A (19) 黒色 10YR2Il  光沢あ る て い ね い な 包6295
ミ ガキ

土 器 第69図

器 高 1同 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mrn mm mrn 

69-1 801 住 浅鉢N-D (71 ) に ぶ い黄褐色 10YR5/3 て い ね い な ミ ガキ 包613

2 1 X 1 区 浅鉢町ーD (46) 外 灰黄褐色 10YR4/2 て い ね い な ミ ガ キ 包2274
内 に ぶ い黄褐 l OYR7/3

3 1 X II 区 浅鉢N-D (30) 外 黒褐色 10YR3/ 1 て い ね い な ミ ガキ 包2892
内 灰黄褐色 10YR412 

4 1 X ill 区 浅鉢 (21) 外 黒褐色 10YR3/2 カ ー ボ ン 付着 包1598
内 黒褐色 10YR2Il 

5 1 X ill 区 浅鉢 (27) 外 黄灰色 2 . 5 Y 4 / l  包11219
内 黒褐色 2 . 5Y 3 / 1  

6 1 X 1 区 浅鉢V -E (23) 外 黒褐色 5YR31 1 包2068
内 灰褐色 5YR412 

7 I 805 号 j梁鉢 (39) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/3 て い ね い な ミ カ"キ
土 墳 内 に ぶ い褐色 10YR5/3

8 咽 区 浅鉢 (31) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/3 胎土 に砂多 い 包41
内 黒褐色 10YR3/ 1 

9 1 X ill 区 浅鉢V -E (29) 外 褐灰色 1 0YR6/3 包5777
内 に ぶ い黄褐 10YR5/3

10 WI 区 浅鉢V -E (48) 黒褐色 5YR31 1 光沢あ る ミ ガキ
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第1 6表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第70図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

70-1 x m 区 浅鉢 V .E (40) 外 に ぶ い黄褐 1 0YR5/3 て い ね い な ミ ガキ 包3305
内 灰黄褐色 10YR4/2 

2 1  x m 区 浅鉢 V .E (53) 外 灰黄褐色 包4072
内 に ぶ い黄燈 lOYR7/4

3 1  X 田 区 浅鉢V .E (41 ) 外 黒褐色 1 0YR31l  て い ね い な ミ ガキ 包4029， 4181
内 暗褐色 lOYR3/3 

4 珊 区 浅鉢 V .E (42) 外 に ぶ い黄燈 1 0YR7/4
内 褐灰色 lOYR2/1 

5 1 x m 区 浅鉢 V .E (32) 外 褐灰色 1 0YR41l  包6678
内 灰黄褐色 10YR4/2 

6 1 X 皿 区 浅鉢 V .E (41 )  外 黒褐色 7.5YR 3 / 1  て い ね い な ミ ガキ 包5852
内 に ぶ い褐色 7.5YR5/3

7 1 x m 区 浅鉢 (22) 外 に ぶ い黄櫨 lOYR6/3 て い ね い な ミ ガキ 包6498
内 に ぶ い黄櫨 l OYR6/4

8 1 x m 区 浅鉢 (33) 外 褐灰色 lOYR41 l 包8391
内 褐灰色 7.5YR4 / 1  

9 田 区 浅鉢 V .E (22) 外 褐灰色 l OYR5/1 包138
内 褐灰色 lOYR41l  

10 X II 区 浅鉢 (38) 外 黒褐色 7.5YR212 カ ー ボ ン 付着 包671
内 黒褐色 7.5YR312 

1 1  x m 区 浅鉢N.D (22) 外 褐灰色 lOYR41 l 光沢あ る ミ ガキ 包2701
内 灰黄褐色 lOYR5/2 

12 x m 区 i美鉢 (28) 外 黒褐色 2 .5 Y 3 / l  光沢あ る ミ ガキ 包1994
内 暗 オ リ ー ブ褐 2.5 Y3 / 3 L 

土 器 第71 図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

7l-1  x m 区 浅鉢 V .E (49) 黒褐色 l OYR3/1 光沢あ る て い ね い な 包2420
ミ ガキ

2 咽 区 深鉢 V .E (40) 外 日昔灰黄色 2 .5Y5 12  光沢あ る て い ね い な
内 黒褐色 2.5 Y 3 / l  ミ ガキ

3 1 x m 区 浅鉢 V .E (46) 外 灰黄褐色 l OYR412 包5496， 1673
内 黒褐色 lOYR31 l 

4 1  X 1 区 浅鉢 (74) 暗灰黄色 2.5Y5/2  包627， 867， 904， 980

5 1  x m 区 浅鉢 (22) 外 暗褐色 lOYR3/3 カ ー ボ ン 付着 包4157
内 黒褐色 lOYR212 

6 1  x m 区 浅鉢 V .E (45) 黒褐色 l OYR31l  て い ね い な ミ ガキ 包9960
や や雑 な っ く り

7 浅鉢 (32) 外 黄櫨 lOYR8/6 文様部分 は稚拙
内 に ぶ い黄糧 lOYR7/ 3

8 1  X 1 区 深鉢 V .C (32) 外 褐灰色 l OYR41l  カ ー ボ ン 付着
内 灰黄褐色 lOYR4/2 

9 珊 区 深鉢 V .C (38) 黄灰褐色 l OYR512 

10 x m 区 浅鉢 (55) 外 灰黄褐色 lOYR4/2 て い ね い な ミ ガキ 包6830
内 に ぶ い黄褐 lOYR5/3

1 1  x m 区 i斐鉢 (45) 外 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 包10609
内 に ぶ い黄褐 lOYR5/3

唱'Anぺυ噌E4



第1 7表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第72図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

72-1 X III 区 浅鉢 (55) 外 貨灰色 2.5Y 4 / 1  包4585
内 黒褐色 2.5Y3 / 1  

2 1 X 111 区 。 (33) 外 灰黄褐色 lOYR5/2 て いね い な ミ ガキ 包3162
内 に ぶい黄褐 10YR5/3

3 1 X 111 区 イシ (6 3) 外 黒褐色 10YR31 1 包3498
内 褐灰色 10YR4/ 1 

4 I 802 号溝 。 (65) 外 褐灰色 10YR4/ 1 
内 灰黄褐色 lOYR5/2 

5 1 X 111 区 ク (33) 黄灰色 2.5Y41 1 包9185

6 I 1 102号議 。 (22) 外 極色 7.5YR7/6 て い ね い な ミ ガキ
内 澄色 7.5YR6/6 

7 1 X 111 区 イシ (44) 外 褐灰色 lOYR4/ 1 包10798
内 灰黄褐色 1 0YR4/ 1 

8 1 X 111 区 。 (32) 外 灰黄褐色 10YR4/2 て い ね い な ミ ガキ 包4514
内 黒色 lOYR2/ 1 

9 1 X 111 区 。 (55) 外 灰黄褐色 10YR4/2 て い ね い な ミ ガキ 包6830
内 褐灰色 10YR41 1 

10 X III 区 。 V -E (71 ) 外 にぶ い黄褐 1 0YR512 カ ー ボ ン 付着 包991
内 灰黄褐色 lOYR412 

11 四 区 。 (23) 黒褐色 10YR212 光沢あ る て い ね い な
ミ ガキ

土 器 第73図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

73-1 咽 区 浅鉢咽 E (54) 黒褐色 5YR31 1  

2 1 X II 区 イシ 咽 -E (38) 外 黒褐色 7.5YR2I2 カ ー ボ ン 付着 包679， 691
内 黒褐色 7.5YR312 

3 四 区 。 VIlI -E (32) 外 黒褐色 1 0YR311 包176
内 黒褐色 10YR2/2 

4 I 802 号溝 イシ VIlI -E (52) 外 褐灰色 1 0YR41 1  
内 黒褐色 10YR5/2 

5 1 X 111 区 。 珊 -E (26) 外 黒褐色 1 0YR3/ 1  包4375
内 褐灰色 10YR4/1  

6 四 区 " (34) にぶ い 黄櫨 1 0YR7/3 No67 

咽 区 (30) 外 に ぶ い黄櫨 10YR7/37 。 Nol77 
内 灰黄褐色 1 0YR4/2 

8 1 X 111 区 ク \lII -E (22) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR6/3 包6517
内 黒褐色 1 0YR41 1 

9 1 X 111 区 。 VIlI -E (14) 黒褐色 2.5Y3 1 1  光沢あ る ミ ガキ 包4499

10 咽 区 。 四 -E (32) 外 灰黄褐色 1 0YR612 て い ね い な ミ ガキ No144 
内 黒褐色 10YR3/ 1 

1 1  X III 区 イシ (25) 外 オ リ ー プ黒 1 0Y 3 1 1  光沢あ る て い ね い な 包11204
内 黒色 5Y2I1  ミ ガキ

12 咽 区 ク VIlI -E (43) 黒褐色 1 0YR3/ 1  No303 

13 1001号溝 。 VIlI-E (46) 黒褐色 5YR2/1  光沢あ る て い ね い な Nol O  
ミ ガキ

ηF“

 

qa

 

噌EA



第 1 8表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第74図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

74-1 E 区 深鉢 (30) 灰黄色 2.5Y6/2 胎土 に砂多 い 包222

2 1 X III 区 深鉢v .c (54) 外 に ぶ い黄樫 10YR5/3 包8343
内 に ぶ い黄棒 10YR6/4

3 四 区 浅鉢N.A (40) 褐灰色 lOYR41 1 No145 

4 N 区 深鉢v -c (35) 外 浅黄糧 10YR8/4 
内 に ぶ い貧糧 lOYR7/3

5 珊 区 。 VlI -c (65) 外 灰 オ リ ー ブ 5Y5/2 
内 灰黄色 2.5Y6/2 

6 珊 区 (23) 浅黄櫨 lOYR8/4 

7 四 区 i采鉢 (43) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/3 カ ー ボ ン 付着 No98 
内 灰黄褐色 lOYR5/2 

8 田 区 イシ VlI -c (94) 外 に ぶ い 黄褐 lOYR5/3
内 に ぶ い黄褐 lOYR5/4

9 1 X III 区 '" VlI -c (82) に ぶ い黄櫨 l OYR7/4 胎土 に砂多 い No25， 包1 1025，

土 器 第75図

器 高 腕 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

75-1 X III 区 i菜鉢VlI -c (272) (86) 外 に ぶ い黄褐 l OYR5/4 カ ー ボ ン 付着 包9864
内 に ぶ い賛褐 l OYR5/3

2 1 X III 区 ク VlI -c (294) (73) 外 日音灰黄色 2.5Y5/2 包520
内 黄褐色 2.5Y5/2 

3 1303 住 。 (65) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/3 No674 
内 に ぶ い 黄褐 lOYR7/3

4 802号溝 浅鉢 (59) 外 に ぶ い黄糧 lOYR6/3
内 に ぶ い黄糧 lOYR7/4

5 1 X III 区 i采鉢 (41) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/3 包2137
内 褐灰色 lOYR41 1 

6 四 区 。 (31 ) に ぶ い黄褐色 lOYR5/3 

7 。 (37) 外 に ぶ い賞糧 lOYR5/2 包3840
内 灰黄褐色 l OYR5/3 

8 802号溝 浅鉢N .A (40) 外 に ぶ い黄褐 l OYR5/3 カ ー ボ ン 付着
内 に ぶ い黄桜 lOYR6/3

9 \1lJ 区 深鉢N-c (47) 外 に ぶ い黄樫 l OYR6/3 No151  
内 に ぶ い貧燈 lOYR6/4

qa
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第 1 9表 包含層 か ら の 出土土器計測表

土 器 第76図

器 高 胴 部
番号 出 土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

76-1 x m 区 浅鉢 m -c (60) 外 に ぶ い黄褐 1 0YR4/3 羽状文 730 
内 褐色 10YR4/6 カ ー ボ ン 付着

2 珊 区 i斐鉢VIl-F (51 ) 黄褐色 2.5Y5/4 

3 1 x m 区 注 口 土器 (35) 黒褐色 10YR3/2 包2349

4 1 X 1 区 i受鉢 (51) 灰黄褐色 10YR412 包693

5 咽 区 イシ (36) に ぶ い黄櫨 10YR6/3 包120

6 四 区 。 (39) 外 黒褐色 10YR31 1 M55 
内 に ぶ い黄褐 10YR5/3

7 四 区 深鉢 (38) 外 に ぶ い黄櫨 10YR7/3 包563
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/4

8 四 区 浅鉢 m -A (37) 外 褐灰色 10YR61 1 羽状文 包5
内 浅黄櫨 lOYR8/4 

土 器 第77図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

77-1 x m 区 深鉢 I -A (76) ( 144) 外 に ぶ い黄櫨 10YR7/3 刺突文、 磨消文 包3052， 3892， 3886， 6257，
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/3 7962， 8022， 8036 

2 匝 区 i采鉢 (35) に ぶ い黄色 2.5Y6/4 磨消縄文 包1

3 医 区 (43) に ぶ い黄櫨 10YR6/4 

4 1 X m 区 i采鉢N -C (29) 外 に ぶ い黄櫨 1 0YR6/3 カ ー ボ ン 付着
内 に ぶ い黄樫 10YR6/4

5 501号 i架鉢lX - 1  (64) 外 明赤褐色 5YR5/6 No2 
土 横 内 に ぶ い赤褐 5YR5/4 

6 医 区 浅鉢 (28) に ぶ い黄色 2.5Y6/ 3  磨消縄文 包10

7 四 区 (43) 外 に ぶ い黄櫨 10YR712 No183 
内 に ぶ い黄櫨 lOYR7/3

8 1 X m 区 (19) 日音褐色 10YR3/3 磨消縄文 包3088

9 1 x m 区 i采鉢 (24) lこ ぶ し 、黄櫨 10YR7/4 羽状文 包3203
カ ー ボ ン 付着

10 x m 区 i采鉢 (32) 外 に ぶ い樫 7.5YR6/4 包10177
内 浅黄櫨 10YR8/4 

1 1  田 区 深鉢 (53) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/3
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/4

12  匝 区 深鉢 (55) 外 H音灰黄色 2.5YR5/2  No130 
内 浅黄色 2.5YR7/3 

- 1 34 -



第 20表 包含層 か ら の 出土土器計測表

土 器 第78図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器穣 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

78-1 x m 区 浅鉢 (32) 外 褐灰色 10YR4/ 1 羽状文 包9704
内 に ぶ い黄褐 10YR4/3

2 1 x m 区 i支鉢 m .A (35) 外 に ぶ い黄褐 10YR4/3 羽状文 包1064， 1080
内 に ぶ い 黄燈 lOYR6/3 

3 四 区 深鉢 (62) に ぶ い黄櫨 10YR7/3 包248

4 VIT 区 i支鉢VIT -} (75) (66) ( 102) 外 灰黄褐色 1 0YR412 NolO 
内 灰黄褐色 10YR512 

5 1 x m 区 i菜鉢 (16) 灰黄色 2.5Y612  板 目 圧痕 包4916

6 1 x m 区 浅鉢 (20) 外 褐灰色 10YR411 羽状文 包3214
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/3

7 1 1301号溝 i菜鉢 (25) 外 褐灰色 7.5YR41 1  光沢あ る ミ ガキ
内 黒褐色 7.5YR3 1 1  羽状文

8 I 1301号溝 i斐鉢 (41) 外 灰褐色 7.5YR4/2 光沢あ る て い ね い な
1304号構 内 灰黄褐色 10YR412 ミ ガキ

9 1 X n 区 (28) 浅黄褐色 10YR8/3 穿孔あ り P. 1 6  

10 x m 区 深鉢 (55) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/4 包3840
内 灰黄褐色 10YR4/2 

1 1  x m 区 。 (28) に ぶ い黄褐色 10YR5/3 平行文 包8667
カ ー ボ ン 付着

12 珊 区 深鉢 (29) 外 lこぶ し 、黄褐 10YR5/3 斜交文
内 浅黄櫨 10YR8/4 

1 3 X II 区 浅鉢 (20) 外 に ぶ い燈 7.5YR7/4 線刻 あ り 包260
内 に ぶ い糧 7.5YR6/4 

14 801住 浅鉢 (28) (35) 外 に ぶ い黄櫨 10YR7/3 木葉文
内 灰黄色 2.5Y612  」一 一

土 器 第79図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 {精 考 登録番号

mm mm mm mm 

79- 1 町 区 浅鉢 (51) 外 に ぶ い黄櫨 10YR7/3 包365， 380
内 に ぶ い黄糧 10YR6/3

2 1 X 1 区 i采鉢 (53) に ぶ い黄色 2.5Y6/3 包328

3 I 802 号海 浅鉢 (42) 灰黄褐色 10YR512 て い ね い な ミ ガキ

4 I 302 号議 浅鉢 (27) 黒色 10YR21 1 光沢あ る て い ね い な
ミ ガキ

5 1 X II 区 i采鉢IX - 1  (91 ) 外 貨灰色 2.5Y41 1 刻 目 突帯文 包2355
内 淡黄色 2 . 5 Y8/4 

6 1 X II 区 ク IX - 1 (67) 外 に ぶ い燈 7.5YR6/4 刻 目 突帯文 包2209
内 に ぶ い黄樫 10YR6/4

phυ
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第 21 表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器 第80図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

80- 1 X ill 区 浅鉢VllI -E (56) 外 灰黄褐色 1 0YR512 No78 
内 に ぶ い黄褐 10YR5/3

2 1301 住 i采鉢 (26) 外 黒褐色 10YR3/2 
内 灰褐色 1 0YR412 

3 1 301 住 浅鉢N -E (40) 外 に ぶ い黄糧 1 0YR6/3 て い ね い な ミ ガキ No46 
内 黒褐色 10YR3/2 

4 1301 住 浅鉢 (56) 外 黄灰色 2.5Y 4 / 1  No69 
内 灰黄色 2.5Y612 

5 1301 住 浅鉢N.A (36) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/4 て い ね い な ミ ガキ No89 
内 明黄褐色 10YR6/6 一

土 器 第81 図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 底 径 色 調 備 考 登録番号

残存高 最大径

81-1  X ill 区 i菜鉢 V -D (92) (296) 外 糧色 7.5YR6/6 光沢あ る て い ね い な 包10080， 1 1485
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/4 ミ ガキ

2 1 X 1 区 。 V -D (1 50) (456) 外 浅黄櫨 10YR8/3 包1434， 1436， 1509， 1540
内 灰 白 色 10YR8/2 

3 1 X ill 区 i斐鉢 ill -C (46) (238) 外 浅黄色 2.5Y7/4 羽状文 P- 1 25 . l 26 
内 浅黄糧 10YR8/4 

4 1201 住 i采鉢 皿 -c (253) (56) 黒褐色 1 0YR2I2 光沢あ る て い ね い な No4， 15  
ミ ガキ'--. 

- 136 一



第 22表 包含層 か ら の 出土土器計測表

土 器 第82図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

82-1 x m 区 浅鉢 (31) 61  外 に ぶ い槍 5YR7/4 カ ー ボ ン 付着 包3440， 8431
内 黒褐色 5YR2I l 

2 801号瀞 。 (38) 54 外 明黄褐色 lOYR7/6 No20， 30， 71 
内 黒色 lOYR71 l 

3 1  x m 区 。 (31 ) 70 灰黄色 2.5Y612 て い ね い な ミ ガキ

4 1 X 田 区 。 (24) 71 外 に ぶ い樟 7.5YR7/4 砂粒多 い 包2942
内 灰黄褐色 lOYR4/2 

5 802号議 。 (22) 34 外 に ぶ い黄櫨 lOYR7/4 て い ね い な ミ ガキ
内 灰黄色 2.5Y612 

6 1 x m 区 。 (24) 45 外 積色 7.5YR7/6 カ ー ボ ン 付着 包7373
内 灰黄褐色 lOYR5/2 

7 I 1 101号溝 浅鉢 (25) 34 外 に ぶ い黄櫨 lOYR6/3 カ ー ボ ン 付着 No49 
内 浅黄色 2.5Y7/3 

8 1  x m 区 i采鉢 (42) 56 外 に ぶ い樫色 7.5YR6/4 包8363
内 に ぶ い褐色 7.5YR5/3

9 1 X m 区 。 (47) 44 に ぶ い黄樫色 lOYR6/3 て い ね い な ミ ガ キ 包8380

10 X 1 区 。 (46) 78 外 に ぶ い糧 7.5YR6/4 
内 に ぶ い褐 7.5YR5/3  

1 1  801号構 。 (33) 82 外 に ぶ い黄燈 lOYR7/4 No51 5  
内 褐灰色 lOYR61 l 

12 ク (28) 69 外 撞色 5YR6/6 砂粒多 い
内 に ぶ い黄燈 lOYR6/3

13 W 区 イシ (97) 90 にぶ い 黄櫨 lOYR7/4 NolO 

14 珊 区 ク (28) 107 外 に ぶ い黄櫨 lOYR7/4 角 閃石多 い No293， 378 
内 に ぶ い黄櫨 lOYR712

15  X 1 区 。 (29) 74 外 明賞褐色 lOYR6/6 包388
内 に ぶ い黄燈 lOYR7/4

16 X 1 区 。 (14) 80 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/4 包390
内 に ぶ い黄燈 lOYR6/3

17 X 1 区 。 (40) 70 外 に ぶ い糧 7.5YR6/4 カ ー ボ ン 付着 包919
内 に ぶ い黄燈 lOYR7/3

18 801 住 。 (37) 77 外 に ぶ い褐色 7.5YR5/3 内面 に砂粒付着 No779 
内 に ぶ い黄櫨 lOYR7/ 4 

19 珊 区 イシ (35) 59 外 に ぶ い黄燈 lOYR7/4 光沢あ る ミ ガキ M38， 4 2， 46  
内 灰褐色 7.5YR5/2 

20 X 1 区 ク (26) 60 外 糧色 7.5YR6/6 包850
内 に ぶ い黄褐 lOYR5/3

21 x m 区 。 (42) 72 外 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4
内 に ぶ い黄様 lOYR7/3

22 x m 区 イシ (31) 84 外 に ぶ い燈色 7.5YR7/3 包6570
内 に ぶ い極色 7.5YR7/4

23 x m 区 。 (24) 80 外 に ぶ い按色 7.5YR7/4 P45 
内 に ぶ い黄櫨 lOYR7/3」 ー
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第 23表 包含層 か ら の 出土土器計測表

土 器 第83図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

83- 1  x m 区 深鉢 (83) 90 外 明褐色 7.5YR5/6 カ ー ボ ン 付着 包4030， 6410
内 に ぶ い黄褐 10YR5/4

2 1 X m 区 。 (69) 82 外 灰黄褐色 10YR512 条痕 包2254
内 に ぶ い賞褐 10YR5/ 3 

3 1 X m 区 4シ (37) 93 外 明黄色 10YR7/6 カ ー ボ ン 付着 包2917
内 に ぶ い黄 2.5Y6/3

4 1 X m 区 。 (55) 65 に ぶ い褐色 7.5YR5/4 包72， 79， 80

5 1 X 1 区 。 (34) 91 外 に ぶ い黄援 10YR6/4 包452
内 灰黄褐色 10YR6/2 

6 1 X 田 区 イシ (20) 91 外 浅黄櫨 10YR8/4 包6187
内 明褐灰色 7.5YR7/2

7 1 X m 区 。 (20) 98 外 明褐色 7.5YR5/6 包8748
内 に ぶ い 黄褐 10YR5/4

8 1 x m 区 イシ (24) 76 外 に ぶ い黄褐 10YR5/4 て い ね い な ミ ガキ 包8267
内 黄褐色 2.5Y5/4 

9 I 1306号講 。 (34) 58 外 明黄褐色 1 0YR6/8 カ ー ボ ン 付着 No801 ， 545 
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/3 

10 x m 区 。 (3 1) 68 外 に ぶい黄櫨 10YR6/3 包8846
内 に ぶ い黄褐 10YR5/3 

1 1  X 1 区 。 (29) 93 外 糧色 7目5YR7/6 包830， 832
内 灰褐色 7.5YR5/2 

12  。 (20) 85 外 積色 7.5YR7/6 て い ね い な ミ ガキ
内 に ぶ い黄鐙 10YR6/3

13 x m 区 。 (24) 63  外 樫色 7.5YR6/6 て い ね い な ミ ガキ 包7651
内 灰黄褐色 10YR6/2 

14 X 1 区 。 (77) 72 外 明赤褐色 2.5YR5/6 包619， 680， 1 1 23
内 灰黄褐色 10YR412 

15 x m 区 イシ (25) 98 外 に ぶ い黄褐 10YR4/3 包6410
内 褐灰色 10YR41 1 

1 6  四 区 。 (33) 51 外 に ぶ い樫 2.5YR6/4 て い ね い な ミ ガキ No565 
内 浅黄櫨 10YR8/3 

17 X 1 区 。 (29) 65 外 明黄褐色 10YR6/6 包1903
内 燈色 5YR6/6 

18 x m 区 ク (20) 60 外 明黄色 10YR6/6 包8891
内 黒褐色 10YR3/ 1 

19 X 1 区 。 ( 19) 75 外 i支黄澄 10YR8/4 て い ね い な っ く り 包1881
内 褐灰色 1 0YR4/ 1 

20 x m 区 。 ( 19) 65 外 に ぶ い褐色 7.5YR5/4 砂粒多 い 包8445
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/3

21 x m 区 イシ (66) 69 外 樫色 7.5YR7/4 
内 浅賞授 7.5YR8/4 
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第 24表 包含層 か ら の 出土土器計測表

土 器 第84図

器 高 胴 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

84-1  x m 区 浅鉢 (159) (30) ( 135) 外 に ぶ い黄褐 10YR5/3 黒彩 包4649
内 黒褐色 10YR2/2 

2 1 x m 区 深鉢 (125) (54) ( 135) に ぶ い黄櫨 10YR7/4 て い ね い な ミ ガキ 包269

3 1  x m 区 。 ( 101)  (41)  ( 105) 浅黄色 2.5Y7/4 No4513， 9176， 10916  

4 1 x m 区 浅鉢 (41) 黒褐色 7.5YR1 I2  カ ー ボ ン 付着 包828

5 1 x m 区 。 (70) ( 19) (66) 外 に ぶ い黄糧 lOYR7/3 包11502
内 灰黄褐色 10YR512 

6 四 区 ク ( 109) (33) lこぶ し 、黄櫨 10YR6/4 

7 1  X m 区 i采鉢 (141)  (48) に ぶ い賞者登 10YR6/4 包116

8 1 x m 区 ク ( 134) (49) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/4 胎土 に砂多 い 包4123
内 に ぶ い賞授 10YR6/ 3 

9 1 x m 区 。 ( 108) (74) ( 1 1 6) に ぶ い黄櫨 10YRí 1 4 包142

10 x m 区 イシ (87) (28) 外 に ぶ い黄櫨 10YR7/4 包2798
内 に ぶ い黄糧 10YR6/ 3 

1 1  x m 区 ク (33) (62) 外 に ぶ い黄燈 1 0YRí1 4 包5276
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/4

12 IIll 区 イシ (82) (67) (70) 外 に ぶ い黄櫨 10YR6/4
内 に ぶ い黄褐 lOYR5/4

13 802 住 イシ II -G (80) (70) (86) 浅黄樫 10YRS/4 手づ く ね No405，M2 1 

14 x m 区 浅鉢 (28) 55 外 に ぶ い黄燈 10YR7/4 包2075
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/3

15 珊 区 深鉢N-A (22) 38 に ぶ い黄櫨 10YR7/4 No26 

16 x m 区 深鉢 (1 14) (28) 灰黄褐色 10YR4/2 包8208

17 802 住 浅鉢 II -A (138) (29) に ぶ し 、黄色 2.5Y6/3  て い ね い な っ く り No21 

18 x m 区 鉢 (88) (26) 外 に ぶ い黄樫 10YR71 4 包28
内 に ぶ い黄橿 10YR6/4

19 咽 区 浅鉢 (26) 31 外 に ぶ い黄 2.5Y6/4 精製 の胎土 No372 
内 黒色 2.5Y2 I l  」

土 器

器 高 目阿 部
番号 出土地点 器種 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

85- 1  X 皿 区 注 口 土器 10 (68) に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 ベ ン ガ ラ 付着 包3405

2 。 12  (80) (47) 暗褐色 7 .5YR31 光沢あ る ミ ガキ

3 1 X II 区 。 14 (72) (58) に ぶ い褐色 7.5YR5/4 ヘ ラ 状の押圧引圧痕 包892

4 1 x m 区 。 5 (25) (21 ) に ぶ い黄褐 lOYR7/4 長石， 砂粒多 い 包601

5 。 24 (71 ) (42) に ぶ い黄褐 10YR6/4 

6 。 22 (67) (38) に ぶ い黄燈 10YR7/4 黒 い砂粒多 い

7 1 X II 区 ク (45) に ぶ い貧様 10YR7/4 カ ー ボ ン 付着 包423

8 1 x m 区 イシ 21 (108) (54) 浅黄褐色 10YRS/4 No127 
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第 25表 包含層 か ら の 出 土土器計測表

土 器

器 高 目岡 部
番号 出 土地点 器種 口 径 底 径 色 調 備 考 登録番号

残存高 最大径

86-1  I 区 注 口 土器 (43) (201 )  外 黒褐色 10YR212 包 1 1
内 に ぶ い黄褐 10YR5/3 

2 VIlI 区 。 (41) 外 黒褐色 10YR3/2 波状 口 縁 M3 
内 に ぶ い黄櫨 10YR7/4

3 1 X 111 区 4シ (37) 外 褐灰色 lOYR41 1 羽状文 包1613
内 黒褐色 10YR3/2 

4 901号 。 ( 102) (50) 外 に ぶ い黄褐 lOYR5/3
土域 内 浅黄糧 lOYR8/4 

D 四 区 。 ( 1 24) ( 1 28) ( 1 24) 外 に ぶ い赤褐 5YR5/4 M4，5 ，8. 1 63， 1 64 
内 灰褐色 7.5YR4/2 

6 田 区 。 (76) 外 に ぶ い黄様 10YR7/3 指頭圧痕多 し
内 灰黄褐色 10YR612 

土 器

器 高 胴 部
番号 出土地点 器穏 口 径 残存高 最大径 底 径 色 調 備 考 登録番号

mm mm mm mm 

87・1 X III 区 長 さ 中高 厚 孔直径 i炎黄色 2.5Y8/3 包8122
(58) (53) 7 13  

2 1 X 111 区 高 杯形 (58) 28 淡黄色 2 .5Y8/3 包8122
土器

3 I 1301号溝 イシ (22) 外 灰褐色 7.5YR4/2 光沢あ る て い ね い な
内 暗褐色 7.5YR3/3 ミ ガキ

4 長 さ 中国 厚 浅黄色 2 .5Y7/3  穿孔あ り
(65) (68) (36) 

5 長 さ 中高 厚 に ぶ い黄櫨 10YR712 て い ね い な っ く り
(33) (25) 15 

6 四 区 異形土器 長 さ 中高 厚 黄櫨色 10YR8/6 羽状文 M.25 
(36) ( 17) 10 

7 四 区 把手 長 さ 厚 黒褐色 7.5YR312  光沢あ る ミ ガキ P.2 3 
(57) (24) (23) 

8 I 1101号 異形土器 長 さ 幅 厚 浅黄色 2.5Y7/4  
土 墳 (63) (28) 14 

9 珊 区 長 さ 中高 厚 に ぶ い黄櫨 10YR7/4 
(57) (31 ) 24 

10 1302 住 深鉢 (33) に ぶ い黄褐 波状 口 縁 No240 
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5 、 土偶 ( 第88、 89...... 91 図 )

26点 出 土 し 、 出 土 地点 で は 、 珊 区 で 6 点 、 X 区で

l 点 、 X 1 区 1 点 、 X II 区 4 点 、 x m 区 10点 、 出土

地点不明 4 点 で あ る 。 こ の う ち 1 1 点 は 出 土状況が詳

ら か で な い 。

出土部位で は 、 腕 5 点 、 胴 部 6 点 、 脚部 1 1 点 、 頭

部 4 点 で あ る 。

88 は 、 出 土地点不 明 の土偶 の 胴 部 で あ る 。 四 肢 と

頭部 を 欠 く 。 乳房 を 表現す る が何故 か腹部 は平常の

姿 で あ る 。 背面 は 中 央部 を 縦 に 凹 面 に 指 で挟 る 。 両

脇 は や や 指押 さ え で絞 る が腰 の 張 り 出 し は 乏 し い 。

脚部 の破損面 は 器面 と 同 じ 撞色 を 呈す る 。

89 - 1 は 、 珊 区 出 土 の土偶 の 胴 部 で あ る 。 腰 よ り

上 と 両脚 を 欠 く 。 骨 盤 の 体側 へ の 張 り 出 し は デ フ ォ

ル メ し て 強調 し 、 腹部 は 妊 娠 の 相 を リ ア ル に 手控ね

で造形す る 。 背面 は 、 瞥部 と の境 を 段 を な し て 盛 り

上 げて 表現す る 。 腹部 の左側 に は ご く わ ず か に ベ ン

ガ ラ が付着す る 。

89 - 2 は 、 X II 区土 の 大 型 の 土 偶 の 胴 部 で あ る 。

腰 よ り 上 と 両脚 を 欠 く 。 腰 は く ぴ、れ骨盤の体側への

張 り 出 し を 著 し く 強調 し 、 臓 を 有 す る 腹部 は 、 臨 月

を 表現 し 、 背面 は 、 脅部 を リ ア ル に 造形す る 。 接合

面 を 観察す る と 、 両脚 、 腹部前面 は 別 々 の 粘土塊で

つ く ら れ表面 は 腰 の 両 側 に 指押 さ え 痕があ り 、 そ の

他 は 箆 で縦方 向 に 短 い タ ッ チ で 磨 か れ る 。

89 - 3 は 、 x m 区 1303号住居跡 出 土 の 土偶の腕で

あ る 。 著 し く そ の 表現 に 乏 し く 、 肩 か ら 内 湾 し て 垂

れ る 短 い 腕 の 先 は と が り 、 そ の 内側 に は 手 の 平 と 思

わ れ る 平坦面があ り 、 指 先 の 表現 は な い 。 表面 は縦

方向 に 磨 か れ 、 わ ず か に ベ ン ガ ラ の 付着がみ ら れ る 。

89 - 4 は 、 珊 区 出 土 の 土偶 の 腕 と 思 わ れ る が土製

の 勾 玉 の 可能性 も あ る 資料 で あ る 。 内 寄 し て 垂 れ る

細 い 棒状で先 は 尖 り 、 表面 は 若 干 の 縦 方 向 に 撫で ら

れ る 。

89 - 5 は 、 x m 区 出 土 の 土偶 の右腕 で あ る 。 肩 か

ら 内湾 し て 垂 れ先端 を 欠 く 。 表面 は 縦方 向 に 磨 か れ

光沢 を 有す る 。 肩 の基部 に わ ず か な 盛 り 上が り が観

察 さ れ、 こ れが乳房 の 一部 分 と す れ ば右側 の腕 と 判

断 さ れ よ う 。

89 - 6 は 、 X II 区 出 土 の 土偶 の左腕 で あ る 。 著 し

く 短 く 水平 ぎ み に 肩 か ら わ ずか に 内 湾 し て 聞 き 、 先

端 は 尖 る 。 表面 は 先端 に 向 け て 縦方 向 に 磨 か れ る 。

肩 の 付 け根 の わ ず か な 盛 り 上が り か ら 観察 す れ ば左

の腕で あ ろ う 。

89 - 7 は 、 x m 区 出 土 の 土 偶 の 左 腕 で あ る 。 肩 か

ら 内 湾 し て 垂 れ先端 は 鈍 く 尖 る 。 肩 に は 文様があ り 、

浅 い 窪 み を 作 り そ の 周 囲 に 花弁状 に 箆 を 押 し 当 て て

造形す る 。 先端 は 衣 服 の 袖 かが り を 思 わ す 箆 を 押 し

当 て た斜方 向 の 羽 状文があ り 、 さ ら に 指 を 表現す る

と み ら れ る 5 条 の 縦方 向 の 沈線がみ ら れ る 。 表面 は

縦方向 に 丁寧 に 磨 か れ光沢 を 有 す る 。 肩 の 付 け根 に

み え る わ ずか な 盛 り 上 が り か ら 観察す れ ば左側 の腕

であ ろ う 。

90 ー 1 は 、 X II 区 出 土 の 土偶 の 右脚 で あ る 。 爪先

と 腫 の表現があ る 。 足首 に は l 条 の 沈線が巡 る 。 縦

方向 に 丁 寧 な 磨 き があ り 、 腔 の 左 面 の 磨 き が疎 ら で

あ る こ と か ら 右脚 で あ る と 判 断す る 。 器面 に ベ ン ガ

ラ の付着がみ ら れ る 。

90 - 2 は 、 出 土 地 点不 明 の 土偶 の 脚 部 で あ る 。 爪

先 と 腫 の 表現があ り 、 足首 は 強 く く ぴれ 腔 の 正 面 に

は脚半 を 思 わ せ る T 字形の 沈線文があ り 、 足 首 に 巡

ら し た 沈線 と 結 ぶ 。 縦 方 向 に 磨 き があ る 。 断面 に は

渦巻 き 状の素材粘土 の 丸 め た 痕跡がみ ら れ る 。 器面

は 断面 と 同 色 の 鈍 い 黄櫨色 で あ る こ と か ら 破損後 に

火 を 受 け た 可能性があ る 。

90 - 3 は 、 豆 町 区 よ り 出 土 し た 土偶 の 脚 部 で あ る 。

足首以下 を 欠 く 、 縦方 向 に 磨 き がみ ら れ る 。

90 - 4 は 、 表面採集 の 土偶 の 脚 部 で あ る 。 器面 は

後世の耕作 に よ る 傷 が多 い 。 爪先部分 を 欠 く 、 縦方

向 に 磨 き がみ ら れ る 。

90 - 5 は 、 X 皿 区 よ り 出 土 し た 大型 の 土偶 の 脚 部

で あ る 。 爪先 と 腫 の 表現 は ほ と ん ど な く 、 わ ず か に

爪先 ら し き 突 出 が 申 し 訳 け に 付 い て い る 。 足首 と み

ら れ る 部分 に 羽状文 を 円 周 の 3 分 の 2 ま で 巡 る 。 器

面 に は縦方向 に 磨 き があ り ベ ン ガ ラ の 付着がみ ら れ

る 。

90 - 6 は 、 珊 区 表土 よ り 出 土 し た 小 型 の 土 偶 の 脚

部 で あ る 。 爪先 と 躍 の 表現 は ほ と ん ど な く 、 わ ず か

に 爪先 ら し き 突 出 が見 え る 。
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90 一 7 は 、 X 区 よ り 出 土 し た 土 偶 の 脚 部で あ る 。

爪先 と 腫 の 表現 は 乏 し く わ ずか に 爪先 ら し き 突 出 が

見 え る 。 器面 に は 縦方 向 に 磨 き があ り ベ ン ガ ラ の付

着 がみ ら れ る 。

90 - 8 は 、 X II 区 よ り 出 土 し た土偶の脚部で あ る 。

爪先 の部分 の み の資料であ る 。 三 角 形 に 突 出 し 器面

は平滑 に 撫で ら れ 、 わずか に ベ ン ガ ラ の付着がみ ら

れ る 。

90 - 9 は 、 珊 区 よ り 出 土 し た 土 偶 の 脚 部 で あ る 。

足首部分 は 強 く 絞 ら れ以下 を 欠 く 。 器面 は縦方 向 に

磨 か れ 、 わ ず か に ベ ン ガ ラ の付着がみ ら れ る 。

90 - 10 は 、 咽 区 よ り 出 土 し た 土 偶 の 左脚 で あ る 。

爪先 と み ら れ る 突 出 が表現 さ れ 、 足首部分 に は 雑 な

沈線が巡 る 。 器面 は 縦方 向 に 磨 か れ 、 わずか に ベ ン

ガ ラ の付着がみ ら れ る 。 断面 は 器面 と 同 色 の 浅 い 黄

櫨色 で あ り 破損後 に 火 を 受 け た と み ら れ る 。

90 - 1 1 は 、 X II 区包含層 出 土 の 土 偶 の 脚 で あ る 。

爪先 と み ら れ る 突 出 がみ ら れ る が他 の 部分 を 欠 く 。

器面 は 縦 方 向 に 磨 か れ る 。

91 - 1 は 、 X 田 区 よ り 出 土 し た 土偶 の頭部背面で

あ る 。 頭 部 の 約 4 分の l が残存 し 半 面 は 剥 離 に よ り

失 う 。 器面 は よ く 磨 か れ 、 側 面 に 2 条 の沈線 を 巡 ら

し 、 ま た 器表 に は 結 い 上 げた頭髪 と み ら れ る 2 条 の

沈線 を 2 組左右か ら 寄せ合 わせ て 描 く 。

91 - 2 は 、 X 1 区 よ り 出 土 し た 土偶 の頭部で あ る 。

顔面 は 、 平坦で、 よ く 磨 か れ光沢 を 有 し 、 目 、 鼻 な ど

の 表現 は 省 略 さ れて い る 。 後頭部 は半球状 を な す 。

首 は 短 く 断面 は 円 形で あ る 。 器面 に は ベ ン ガ ラ の付

着 がみ ら れ る 。

91 - 3 は 、 X II 区 よ り 出 土 し た土偶 の頭部 で あ る 。

偏 平 で厚 み の 少 な い 円 形で表裏が は っ き り し な い 。

頚部 と の境 と み ら れ る 部位 に は わ ずか に 箆 を 押 し 当

て た と み ら れ る 沈線 ら し き も の がみ え 、 頚部 の 断面

に は 制 作 時 に 竹 ひ ご状 の も の 刺 し 入 れ た と み ら れ る

穴が頭部の 中 央 ま で達 し て い る 。

91 - 4 は 、 X III 区 よ り 出 土 し た 土偶 の頭部破片 で

あ る 。 本 来 の 器形 は 顔面が平坦で後頭部が半球状 を

な す と み ら れ る 。 顔面 は よ く 磨 か れて お り 、 後頭部

は成形の 時 の ひ び割 れがみ ら れ る 。

91 - 5 は 、 X 田 区 よ り 出 土 し た 土偶 の胸部 で あ る 。

完形の左腕 を み る と 、 内 に や や 湾 曲 し て 短 く 垂 れ 、

先端 は 丸 み を 以 て 尖 り 、 両 肩 音uこ は 2 条 の 浅 い 沈線

が前面 の み に 描 か れ る 。 乳房 は頂部以下 を 欠 き 、 脇

か ら 乳房 の 頂 部 に か け て 2 条 の 沈線がみ ら れ る 。 胸

と 腹部 の 聞 は 別 々 の粘土塊で成形 し た と み ら れ接 合

面が観察 さ れ る 。 破損 し た 断面 は 器面 と 同 色 の 鈍 い

黄櫨色 を 呈す る 。

91 - 6 は 、 X III 区 よ り 出 土 し た 土偶 の 胴部破片 で

あ る 。 胸 部 は 左 の 乳房があ り 腹部 は 臨 月 を 表現す る 。

腰 は く ぴれ骨盤が張 り 出 す 。 背面 は や や 凹 面 を な す

と み ら れ る 。 器面 は ナ デで仕上 げ ら れ 、 断面 に は 成

形時 に 刺 し 入 れ た 竹 ひ ご状 の 骨 材 の圧痕が観察 さ れ

る 。

91 一 7 は 、 珊 区 よ り 出 土 し た 土 偶 の 胴 部 で あ る 。

両腕 と 頭部 を 欠 く 。 乳房 と 膨張 し た 腹部 を 表現す る 。

腰 は く ぴれ骨盤が張 り 出 す 。 背面 は逆 T 字形の 陰刻

があ り 、 脚部 は膝位以下 で や や 絞 り 足首 に は わ ずか

に沈線 ら し き も の がみ え る 。 頚部上面 の破損面 は 他

の器面 と ほ と ん ど 同 質 で あ り 、 頭 部 は 弱 く 接着 し て

い た と み ら れ る 。

6 、 土製 円 盤 (第92図)

3 点 出 土 し た O い ずれ も 縄文土器の深鉢の破片 を

素材 と す る 。

92 - 1 は 大 型 で、 厚 手 の 土 製 円 盤 で あ る 。 素 材 の 土

器片 に は 条痕 がみ ら れ る 。 周 囲 を 打 ち 欠 き や や 角 ば

っ た 円 形 に 仕 上 げ る 。 92 ー 2 は X II 区 出 土 の 土 製 円

盤 で あ る 。 素材 の 土器片 の 周 囲 を 打 ち 欠 い だ あ と 磨

き 、 形状 は不整 円 形で あ る 。 92 - 3 は X III 区 出 土 の

土製 円 盤 で あ る 。 土器片 の 周 囲 を 打 ち 欠 い だ あ と わ

ず か に 磨 き 、 形状 は 楕 円 形 で あ る 。

7 、 焼成粘土塊 (第93-96図)

ほ と ん どが X III 区 よ り 出 土す る 。 本遺物 は土器制

作過程で廃棄 さ れ た 偶 然 的 な 産物 で あ る た め 、 形状

と 大 き さ お よ び、焼成 の 程度 ま ち ま ち で あ る 。

93 - 1 は 、 X II 区 で 出 土 し た 大 型 の 粘土塊で あ る 。

上面 に は 使 い か け の ま ま 廃棄 さ れ た と み え 、 粘土 を
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掴 み か け た 無数の指頭圧痕が残 り 、 下位 に は 貯蔵 さ

れて い た土器の底部の庄痕がみ ら れ る 。 ま た 注 目 す

べ き は土器 と 粘土塊 の 聞 に は 敷 い た と み ら れ る 木の

葉の圧痕が 5 カ 所 あ り 、 当 時 の 貯蔵 の 姿 を 知 る 良 い

資料で あ る 。

94 - 1 は 、 X 1 区付 近 で表面採集 し た や や 大型の

粘土塊で あ る 。 全体 に 稜 角 は 丸 み があ り 、 表面 に は

大 き な 鍍が刻 ま れ 、 一 端 は ち ぎ ら れ て い る 。 焼成 は

良好で あ る 。

94 - 2 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 細長

い平紐状で あ り 、 掌 中 で握 っ て ち ぎ ら れ 、 リ ボ ン 状

の振 れ を 生 じ て い る 。 焼成 は 良好で、 あ る 。

94 - 3 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊で あ る 。 掌 中

で握 り 丸 め ら れ 、 指痕がつ く 。 焼成 は 良好で あ る 。

94 - 4 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 偏平

な 不整形ち箆状工具で担ね ま わ し た 圧痕がみ ら れ る 。
/、

焼成 は 良好であ、る 。

94 - 5 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊で あ る 。 細 か

い織があ り 、 一部 は 欠 け て い る 。 焼成 は不 良で軟質

で あ る 。

94 - 6 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る O 小 さ

く 丸 6 ら れ る が元 は 細 長 い 平紐状で あ る 。 焼成 は 良

好であ る 。

94 - 7 は 、 X II 区 で 出 土 し た 粘土塊で あ る 。 小 さ

く 丸 め ら れ る が元 は細 長 い 平紐状で あ る 。 焼成 は不

良 で 軟 質 で あ る 。 細 い 繊維質の庄痕 を 残す。

94 - 8 は 、 X II 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 小 さ

い粘土塊 を 纏 め て 丸 め た も の で あ ろ う 。 焼成 は 良好

で あ る 。

94 - 9 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 小 さ

い チ ッ プ状 の 粘土塊で あ る 。 砂粒 を 胎 土 に 多 く 含 む 。

焼成 は 良好であ る 。

94 - 10 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊で あ る 。 大 型

の粘土塊 の破片 と み ら れ一方 の 面 が剥 離 し や や 未焼

成 で あ る 。

95 - 1 は 、 X II 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 フ レ

ー ク 状の小 さ い粘土片 を 多 く 含 む 集塊 で 、 細 か い 炭

化物 を 噛 み 込 む 。 焼成 は 不 良 で 、 大 型 の 粘土塊の破

片 と み ら れ る 。 集塊の 中 に は 粘 土紐 の 原 料 ら し い 角

柱状 の粘土塊 も 含 ま れ る 。

95 - 2 は 、 X II 区 で 出 土 し た 粘土塊で あ る 。 フ レ

ー ク 状の 小 さ い粘土片 の 集塊 で 、 焼成 は 悪 く 、 大型

の粘土塊か ら 分離 し た も の で あ ろ う 。

95 - 3 は 、 X II 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 大型

の粘土塊か ら 分離 し た も の と み ら れ焼成 は 悪 い 。 団

塊状の粘土 を 集 め 圧着 し た も の で あ る 。

95 - 4 は 、 X II 区 で 出 土 し た 焼成 の 良好 な 粘土塊

で あ る 。 団塊状 の粘土 に フ レ ー ク 状 の 粘土 を 集 め 、

握 り 固 め た 圧 着 し た さ い の 指痕が残 る 。 ま た ハ イ ガ

イ と み ら れ る 二枚貝 の圧痕があ る 。

95 - 5 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 焼成

の 良好 な 表面 に は 箆 に よ る 圧 痕 がみ ら れ 、 他方 は 焼

成 の 良 く な い 大 型 の 粘 土塊 か ら の 分離 面 で あ る 。

95 - 6 は 、 x m 区 で 出 土 し た 粘土塊 で あ る 。 焼成
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の 良好で掌 中 で握 り 締 め ら れ若干 の 指痕が残 る 。

95 一 7 は 、 x m 区 で 出 土 し た 焼成 の 良好 な粘土塊

で撞色 を 呈 し 堅綴 で あ る 。 握 り 固 め ら れた 団塊 で あ

る 。

96 - 1 は 、 x m 区 で 出 土 し た 大型 の 粘土塊で あ る 。

フ レ ー ク 状 と 角柱状の粘土の集塊であ る 。 繊維質 の

炭化物 を 含 む 。 焼成 は 不 良 で、 あ る 。

96 ー 2 - 3 は 、 x m 区 で 出 土 し た焼成 の 良 く な い

粘土塊 で あ る 。 角 柱状の粘土の集塊であ る 。 繊維質

の 炭化物 を 含む 。

96 - 4 は 、 x m 区 で 出 土 し た焼成 の 良 く な い粘土

塊 で あ る 。 フ レ ー ク 状 と 団塊状の粘土 の集塊で あ る 。

わ ず か に 繊維 質 の 炭化物 を 含む 。

96 ー 5 は 、 x m 区 で 出 土 し た焼成 の 良 く な い粘土

塊の破片 で あ る 。

96 - 6 は 、 x m 区 で 出 土 し た 焼成 の 良 い粘土塊で

あ る 。 小 さ い 団塊状で あ る が厚 い リ ボ ン 状の も の を

握 り 固 め た も の で あ ろ う 。

96 ー 7 は 、 x m 区 で 出 土 し た焼成 の 良 く な い粘土

塊 の で あ る 。 団塊状 の粘土塊 に フ レ ー ク 状の粘土が

付着す る 。
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第 26表 土偶計測表

土 偶

番号 出土地点 器種 長 さ 申面 厚 さ 重 さ 色 調 備 考 登録番号
mm mm mm g 

89・ I 珊 区 胴部 (57) (48) (33) 外 黒褐色 7.5YR8/3
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/4

2 1 X II 区 腹部 (58) (81) (55) 125. 6 外 に ぶ い黄褐 10YR5/4
内 黒色 10YR211 

3 1303 住 腕 (49) (31) 20 18. 0 に ぶ い黄褐 10YR5/3 ベ ン ガ ラ 付着 No2057 

4 四 区 腕 38 13  14 燈色 7.5YR6/8 

5 1 x m 区 右腕 37 22 18 33. 2 権色 lOYR6/6 ベ ン ガ ラ 付着

6 1  x m 区 左腕 16 29  29  10. 6 極色 7.5YR7/6 No1424 

7 1 x m 区 左腕 34 35 28 23. 9 に ぶ い黄澄 10YR7/3 包8457

土 偶

番号 出土地点 器種 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 色 調 備 考 主主録番号
mm mm mm g 

90-1 X II 区 右足 (65) (37) 38 89. 5 暗灰褐色 5YR312 ベ ン ガ ラ 付着 包2315

2 足 (59) (36) 33 62. 9 に ぶ い 黄櫨 10YR7 I 4 

3 1 x m 区 足 (34) (31) 32 31 .  0 に ぶ い黄褐 10YR5/3 ベ ン ガ ラ 付着 包8457

4 足 42 26 21 浅黄櫨 10YR8/4 

5 1 x m 区 足 48 37 34 50. 5 に ぶ い櫨 5YR6/4 羽状文 包2740
ベ ン ガ ラ 付着

6 咽 区 足 22 20 21 8. 7 明黄褐色 10YR6/6 

7 I 1001号溝 足 40 29 12. 7 明赤褐色 5YR5/6 ベ ン ガ ラ 付着

8 1 X II 区 足 24 27 12. 2 浅黄櫨 10YR8/4 ベ ン ガ ラ 付着 P.80 

9 四 区 足 38 28 12. 9 に ぶ い撞 7.5YR6/4 白 い砂粒 M. 1 0  

10  咽区 左足 25 34 30 22. 1 i受賞授 10YR8/4 ベ ン ガ ラ 付着 No1 1 7  
胎土 に 角 閃石

11  X II 区 足 32 22 19 7. 9 に ぶ い黄褐 10YR4/3 胎土 に輝石、 黒 い砂 包2289

土 偶

番号 出土地点 器種 長 さ 申富 厚 さ 重 さ 色 調 備 考 登録番号
mm mm mm g 

91-1 x m 区 頭部 (43) (45) ( 14) 22. 7 外 灰黄褐色 10YR412 光沢あ り 包1406
内 黒褐色 10YR311  

2 1 X 1 区 頭部 36 40 23 37. 1 黒褐色 lOYR3/2 薄 〈 ベ ン ガ ラ 付着

3 1 X II 区 頭部 33 36 1 1  明赤褐色 2 .5Y R5/6 包413

4 1 x m 区 頭部 18 27 24 に ぶ い 賞燈 10YR7/4 包1701

5 1 x m 区 胸 一腕 40 96 37 に ぶ い 黄櫨 lOYR6/4 全体に ミ ガキ 包1048

6 1 X 皿 区 胸一綾 44 29 35 26. 3 淡黄色 2.5Y8/4 包2022

7 801 住 胸 一 足 70 50 25 69. 2 に ぶ い樫色 7.5YR7/4 薄 いベ ン ガ ラ 付着
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第 27表 土製 円 盤 、 焼成粘土塊計測表

土製円盤

番号 出 土地点 器種 長 さ 中高 厚 さ 重 さ 色 調 備 考 登録番号
mrn mm mm g 

92- 1 土製円盤 102 106 13  外 に ぶ い黄樫 lOYR7/4
内 明黄褐色 lOYR6/6 

2 1 X III 区 。 64 57 7 に ぶ い褐色 7.5YR5/4 包1823

3 1 X 田 区 。 60 49 6 外 灰黄褐色 lOYR6/2 No6854 
内 浅黄櫨 lOYR8/4 

粘 土 塊

番号 出土地点 器種 長 さ 中高 厚 さ 重 さ 色 調 備 考 登録番号
mm mm mm g 

93- 1  x n 区 粘土塊 173 214 122 に ぶ い黄櫨 lOYR7/3 大型であ る P-1 

粘 土 塊

番号 出土地点 器種 長 さ 中高 厚 さ 重 さ 色 調 備 考 霊録番号
mm mm mm g 

94- 1  X 1 区 粘土塊 85 105 57 367. 2 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 焼成良
2 1 X 田 区 粘土 ひ も 57 20 17  13.  7 i支黄櫨 lOYR8/4 砂粒含む 包4292

塊
3 田 区 粘土 ひ も 28 34 16 に ぶ い黄褐 lOYR5/3 砂粒多 い

塊 焼成良
4 1 X III 区 粘土塊 34 32 14 12 . 6 明黄褐色 lOYR6/6 焼成良
5 1 X 田 区 粘土塊 26 19 14 灰 白 色 2 .5YR8 / 1  包8498

6 1 X III 区 粘土塊 30 18  16  7 . 1 に ぶ い糧 5YR6/4 包6634

7 粘土塊片 27 18 13 5. 9 浅黄櫨 lOYR8/4 軟質
8 粘土塊 21 21 1 7 明黄褐色 lOYR6/6 焼成良
9 1 X III 区 粘土塊 26 18 8 2. 2 糧色 7.5YR6/6 焼成良 包10820

10 X 田 区 粘土塊 35. 7 に ぶ い糧 7.5YR6/4 包1210

粘 土 塊

番号 出土地点 器種 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 色 爾 備 考 登録番号
mm mm mm g 

95- 1 x n 区 粘土塊 49 49 44 74. 8 浅黄櫨 lOYR8/3 包57

2 1 X n 区 ク 46 37 31  35. 5 i受賞樟 lOYR8/3 包55

3 1 X III 区 。 62 38 28 33. 8 灰 白 色 2 .5Y8/ 2  角柱状素材 No3299 

4 1 X n 区 粘土塊 76 39 43 91. 9 に ぶ い櫨色 7.5YR6/4 包56

5 1 X III 区 。 62 54 23 67. 2 に ぶ い燈色 7.5YR6/4  包1210

6 1 X III 区 イシ 42 28 18 18. 8 極色 7.5YR6/6 No120 

7 1 X n 区 。 48 36 34 35. 1 明赤褐色 2.5YR5/6 包2387

- 154 -



第 28表 焼成粘土塊計測表

粘 土 塊

番号 出土地点 器種 長 さ 中高 厚 さ 重 さ 色 調 備 考 登録番号
rnrn rnrn rnrn g 

96-1 X II 区 粘土塊 115  76  75  i受賞糧 2.5Y7/3 包55

2 I X II 区 イシ 70 61  33  に ぶ い黄櫨 lOYR7/3 角柱状 包55

3 I X II 区 ク 51  43  38 に ぶ い黄櫨 10YR7/3 角 柱状 包55

4 I X II 区 。 66 60 29 69 浅黄櫨 10YR8/4 焼成良 包55

5 I X II 区 ク 29 23 21 灰 白 色 2.5YR8/2 カ ー ボ ン 付着 No1772 

6 I X II 区 。 34 23 19 i受賞樫 lOYR8/3 角 柱状 包55

7 I X II 区 。 30 34 19  1受賞燈 lOYR8/3 包55一 」 ー

/ 
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8 、 石器 ( 第96""" 1 37図)

大久保遺跡で 出 土 し た 石 器 は 総数で2183 点 で あ る 。

こ の 中 に は 遺 跡 内 に 持 ち 込 ま れ た 自 然石 お よ び器形

不 明 の石 器小破片 は 含 ま れ な い 。

石鎌 は 、 97 - 1 - 98 ー 1 1 。 石匙 は 、 99 - 1 - 100 

- 4 。 石錘 は 、 101 - 1 - 3 0  10 1 - 4 - 6 は 、 杯状

お よ び有孔の 石 製 品 で あ る 。 102 - 1 - 1 12 一 7 は 、

打製石斧 で あ る 。 1 1 3 - 1 - 1 14 - 8 は 、 打製石鎌で

あ る 。 1 1 5 ー 1 - 4 は 、 打製石 斧 あ る い は 石 鎌 の 破

片 と み ら れ る も の で あ る 。 1 1 6 - 1 - 1 17 - 9 は 、 磨

製石斧 で あ る 。 120- 1 - 1 26 - 4 は 、 円 盤形石器で

あ る 。 127 - 1 - 128 - 3 は 、 扶 入 石 器 で あ る 。 130

- 1 、 2 、 5 は 砥石 で あ る 。 1 30 - 3 、 4 、 6 は 石

器 の 半 製品 で あ る 。 13 1 - 1 - 1 34 - 9 は 、 磨石であ

る 。 135 ー 1 - 4 は 、 敵石 で あ る 。 136 - 1 - 137 -

l は 、 台 石 で あ る 。 138 - 1 - 5 は 装 身 具 で あ り 、

前 3 者 は勾 玉 、 4 は垂 玉 、 5 は 不 明 の 石製 品 で あ る 。

139 - 1 は 大 型 の 楕 円形石製 品 、 139 - 2 は 、 杯状穴

の あ る 不 明 石 製 品 で あ る 。

主要 な 器種の組成 は 次 の 通 り で あ る 。

剥 片 お よ び剥 片 石 器 : 個 数1057点 、 組成比48 . 4 %

磨石 : 1回 数48 1 点 、 組成比22 . 0 %

打 製 石 斧 (一部打製石鎌 を 含 む 個 数217 点 、

組成比9 . 9 %

円 盤形石器 : 個 数62 点 、 組成比2 . 8 %

磨 製石 斧 : 個 数41 点 、 組成比l . 9 %

台石 : 個 数26点 、 組成比l . 2 %

石鍛 : 個 数16点 、 組成比0 . 7 %

砥石 : 個 数13点 、 組成比0 . 6 %

石匙 : 偶 数 8 点 、 組成比0 . 4 %

石錘 : 個 数 8 点 、 組成比0 . 4 %

扶入石器 : 個 数 6 点 、 組成比0 . 3 %

玉類 : 個 数 3 点 、 組成比0 . 1 %

こ の ほ か、 わ ず か に 使用 痕 の 観察 さ れ る 自 然 円磯

と し て 、

球状小円 磯 : 個 数1 1 6点 、 組成比5 . 3 %

偏平小円磯 : 個 数109点 、 組成比5 . 0 %

棒状小 円 磯 : 個 数18点 、 組成比0 . 8 % で あ る 。

剥 片 と 剥 片 石 器 の 分別 は 、 整 理 に 要す る 時 間 の 制

約 に よ り 未達成 に 甘 ん じ た が、 石材別 に 分類 す る と

次の通 り で あ る 。

腰岳産黒煙石 : 665点

サ ヌ カ イ ト : 3 12点

姫 島 産 黒曜石 : 77点

菊翠 : 3 点

で 、 剥 片 と 剥 片 石 器 に お け る 4 石材の 各石材別 の構

成比 は 、 上 よ り 62 . 9 % 、 29 . 5 % 、 7 . 3 % 、 0 . 3 % で あ

り 、 姫 島 産黒煙石 の 比率 が著 し く 低 い 特徴 が読 み取

れ る 。

磨石 は 、 ほ と ん どが安 山 岩 で 、 大 半 は 破損 に よ る

半割状態 で あ る 。 ま た か な り の 点数が破損後 に 火 を

受 け て い る 。

打製石斧 は 、 緑色片岩類 と 、 や や前者 よ り 少 な い

安 山 岩 が主 た る 石材 で あ る 。 緑色片 岩 類 を 用 い た も

の の 一 部 は 薄 手 で打製石鎌 と すべ き も の で あ る が、

多 く は 区別 の 決 め 手 を 欠 く も の が多 い 。 安 山 岩 は 熊

本県西合志 町 の 二 子 山 産 の も の がほ と ん どで あ る 。

円 盤形石器 の 石材 は 、 前述 の打製石斧 と ほ ぼ同様

で 、 比率 も 近 い 。 こ の こ と は 円 盤形石器が打製石斧

と い わ れ る も の と 用 途 が近似 し た も の で あ る こ と を

暗示す る も の で あ る 。

台 石 の 素材 は 、 すべ て 安 山 岩 で あ る 。 検 出 し た住

居跡 は い ずれ も 壁が浅 く 、 住居跡 に 伴 う も の は 1 点

で あ り 、 後世の耕作で多 く は撤去 さ れ た も の で あ ろ

つ 。

石鎌 は 、 16点 で あ り 、 栽培 に 関 わ り があ る と さ れ

る 打製石斧 と 比べ る と 著 し く 少 な い 。

砥石 の素材 は 、 す べ て 砂岩 で あ り 、 使 用 痕 の あ り

方 は 、 面 を な す も の と 溝状 を な す も の があ る 。

石匙 は 、 8 点 で 少 な く 、 素材 は す べて サ ヌ カ イ ト

で あ る 。

石錘 は 、 す べて 安 山 岩 の 偏平 な 自 然 円 磯 を 素材 と

し縁辺の 2 カ 所 を 打 ち 欠 い て 作 ら れ る 。

挟入石器 と し た も の は 、 一般 に 十字形石器 と い わ

れ る 4 支 の も の に 加 え 、 分銅形の 2 支 の も の 、 l 支

の も の を 含 め た 。 い ず れ も 扶 り の部分 は 半 円 状 を な

し 、 石材 は 薄 く 剥 離 し た緑色片 岩 を 用 い て お り 、 共

通 し た用 途 (扶 り 部分 を 用 い た 工具 か) が想定 で き
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る 。

こ の ほ か 、 わ ず か に 使用 痕 の あ る 小円礁がかな り

出 土 し た 。 い ずれ も 掌 中 に 収 ま る サ イ ズ で あ り 、 加

工痕がな い が わ ず か に 使用 痕 がみ ら れ る と は い え 、

外観 は 自 然石 と さ し て 変 わ ら ず石器 と す る に はa陣 ら

れ る 遺物 で あ る 。 形状 に よ り 球状、 偏平、 棒状 に 分

類 し た 。 球状の も の は 、 表面 に 擦痕があ り 磨石 に 近

い 用 途 が考 え ら れ る 。 偏 平 な も の は 、 円 盤形石器 に

類 す る も の と み ら れ る が縁辺 に 加工痕がな く 、 蔵打

し た 使用 痕 が観 察 さ れ る 。 棒状の も の は 、 先端 に敵

打痕があ る 。 い ず れ も 使用 痕 が わ ず か で あ り 、 臨時

に 自 然石 を 石器 の 代用 に 用 い た も の で あ ろ う 。
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第29表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種
長 き

材 質
中高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

97-1 x m 区 石鍛 32 20 3 1 . 5  No . 8798 

2 X 区 イ〉 黒曜石 34 19 6 2 . 9  

3 石量産 黒曜石 (22) 13 5 1 . 6  

4 x m 区 石鍛 黒曜石 17 15 4 0 . 4  包5766

5 x m 区 。 緑色片岩 (16) 18 2 0 . 7  包5390

6 田 区 。 姫島産黒曜石 26 (15) 4 . 5  1 . 2  

7 ス ク レ イ パ ー 黒曜石 47 23 10 9 . 0  

石 器

長 さ 中国 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 積 材 質 備 考 登 録 番 号

mm mm mm g 

98-1 E 区 石鍛 サ ヌ カ イ ト (32) 23 4 . 5  1 . 9  先端 を 欠 く 包5472

2 X 1 区 。 。 (21) 23 4 0 . 9  包308

X ll 区 。 。 (21) 16 3 0 . 6  包453

4 X ll 区 。 イシ (22) 18 1 . 1  包1348

5 x m 区 イシ 。 23 20 . 5  3 . 5  1 . 0  包11550

6 E 区 イシ 姫島産黒曜石 21 17 4 0 . 7  包360

7 801号講 。 。 (18) (14) 3 0 . 5  

8 X ll 区 。 サ ヌ カ イ ト 18 14 . 5  2 . 5  0 . 5  包3589

9 X ll 区 イシ 黒曜石 23 17 . 5  4 0 . 7  包556

10 801号溝 イシ 。 (22) 17 . 5  4 . 5  1 . 1  

1 1  X \1l 区 。 。 ( 18) 15 3 0 . 4  包2051
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第30表 石器計測表

石 器

長 さ 中高 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 材 質 備 考 登 録 番 号

mrn mm mm 自

99- 1 1301住 石匙 サ ヌ カ イ ト 71 91 21 77 . 6  No . 2050 

2 E 区 。 4シ 69 51 10 33 . 0  包151

3 x m 区 。 イシ 54 71 7 27 . 4  包6637

4 X I 区 イシ 。 57 40 1 1  1 5 . 2  包409

'---ーーーー

石 器

長 さ 中富 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 キオ 質 備 考 登 録 番 号

mm mm mm g 

100-1 1303住 石匙 サ ヌ カ イ ト 38 60 12 20 . 3  NO . 2085 

2 咽 区 イシ 。 37 58 6 10 . 0  

3 田 区 イシ イシ (53) 44 14 33 . 3  No . 32 

4 901号 イシ イ〉 49 49 7 13 . 5  破領著 し い

土域

石 器

長 さ 中高 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 材 質 備 考 登 録 番 号

mrn mm mm g 

101-1 I 区 石錘 48 32 17 30 . 9  P-2303 

2 咽 区 。 安山岩 52 44 16 45 . 9  自 然様の両端 を扶 る M-46 

3 x m 区 4シ イシ 33 30 27 37 . 2  包1989

4 701号溝 く ぼみ石 イシ 59 52 29 1 1 6 . 8  鼓打 に よ る く ぼみ

咽区 浮子 軽石 52 50 21 24 . 8  

6 x m 区 く ぼみ石 安山岩 82 77 21 1 35 . 8  く ぼみ あ り 包5670
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第31 表 石器計測表

石 器

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 キオ 質 備 考 登 録 番 号

mm mm mm g 

102- 1  x n 区 打製石斧 輝石安 山 岩 (196) 85 21 513 . 8  包2003

2 x n 区 。 角 閃石輝石安山 (109) 79 14 1 56 . 6  角閃石巨晶多 い 包2811
石凶

3 珊 区 イシ 玄武岩 (サ ヌ カ 104 47 18 97 . 9  M-15  

イ ト )

4 x m 区 。 角 閃 石石英片岩 133 43 9 77 . 3  包5377

5 802号議 。 イシ ( 101) 52 12 84 . 0  ミ ガキ No . 4  

x n 区 イ〉 石英石墨片岩 (119) 58 1 1  141 . 3  包1522

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 中富 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

103-1 x n 区 打製石斧 輝石安山岩 172 60 15 241 . 4  包1 1 15

2 。 石英石墨片岩 (122)  50 13 1 26 . 9  

3 x n 区 。 石英角 閃石片岩 120 69 10 1 19 . 4  

4 x n 区 。 輝石安山 岩 133 (53) 20 1 57 . 8  包960

5 x m 区 " 石英石墨片岩 (135) 52 14 3 12 . 1  表面剥離著 し い 包9574

6 I x m 区 。 輝石安山 岩 (132) 53 10 102 . 8  包208

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考 笠 録 番 号
mm mm mm 9 

104-1 1303住 打製石斧 輝石安山 岩 (140) 61 29 289 . 8  No . 1882 

2 x n 区 イシ 角 閃石石英片岩 (133) 60 12 1 24 . 9  NO . 2981 

。 輝石安 山 岩 (175) 73 9 1 37 . 6  敵打痕多 い

4 x n 区 イシ 角 閃石石英片岩 112 55 15 141 . 3  包214

5 I x m 区 イシ イシ ( 133) 60 13 1 28 . 4  包3246

6 イシ 。 (82) 71 6 78 . 3  
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第32表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 車登 材 質
長 さ 申百 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm 9 

105・1 x m 区 打製石斧 角 閃 石石英片岩 119 63 10 1 16 . 2  刃 部 に ミ ガキ P-50 

2 x m 区 イシ イシ 1 12  63 10 1 1 0 . 9  包887

3 I x m 区 イシ 輝石安山岩 140 71 104 . 8  包1801

4 702号議 。 変成岩の一種 (95) (69) 17 1 80 . 3  No . 1  

5 1 802号瀞 。 輝石安山岩 (108) 68 25 1 92 . 8  

6 咽 区 イシ 角 肉 石石英片岩 (76) 56 12 99 . 8  No . 201 

7 。 。 (82) 62 1 1  84 . 3  

」ーーー

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm 日

106-1  x m 区 打製石斧 輝石安山 岩 (132) 76 10 128 . 3  使用 痕 包4810

2 x m 区 イシ 雲母片岩 (94) 73 14 171 . 0  包1273

3 イシ 角 閃 石石英片岩 115  73 13 107 . 9  

4 x m 区 。 イシ 108 58 21 1 43 . 8  包3869

5 1202号溝 。 輝石安山岩 (18) 64 12 128 . 8  No . 1  

6 VI 区 イ〉 角 閃 石石英片岩 107 58 7 77 . 8  包150

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm 自

107-1 打製石斧 石墨片岩 134 60 10 120 . 9  

2 x m 区 。 石墨石英片岩 155 59 12 127 . 3  包21 69

3 X I 区 イシ 角 閃 石石英片岩 128 66 12 127 . 1  刃部 に ミ ガキ

4 202号溝 。 。 122 60 14 138 . 0  

5 x m 区 イシ 緑色片岩 (90) (69) 1 1  84 . 0  包7302

x n 区 イシ 石墨石英片岩 122 71 20 224 . 8  包2537

- 203 ー



第33表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

108- 1  打製石斧 角 閃 石石英片岩 (134) 69 10 140 . 2  

2 四 区 イシ 。 120 55 10 1Ol . l  NO . 534 

3 。 。 139 59 1 1  91 . 4  

4 x m 区 イシ 4シ (96) 48 12 7 1 . 4  包11276

5 X 1 区 。 。 (90) (46) 10 49 . 9  

6 X Il 区 。 石墨片岩 (80) 50 9 65 . 1  包2840

7 x m 区 。 角 閃 石石英片岩 94 39 36 . 6  No . 99 

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号mm mm mm g 

109- 1  打製石斧 輝石安山岩 (98) 63 26 65 . 7  

2 I x m 区 イシ 角 閃 石石英片岩 124 71 8 120 . 5  包864

3 901号溝 。 。 (86) 46 1 1  55 . 9  

4 イシ イシ 100 49 1 1  74 . 3  

5 1 1001号溝 イシ 輝石安山 岩 110 48 14 77 . 1  No . 50 

6 x m 区 イシ 角 閃石石英片岩 83 40 9 48 . 8  No . 9964 

7 咽 区 。 イシ 1 1 1  63 12 129 . 3  NO . 72 

8 VI 区 4シ イシ 122 50 73 . 1  包455

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 申百 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号mm mm mm g 

1 10- 1  x m 区 打製石斧 輝石安山 岩 161 74 19 269 . 8  包1489

2 四区 。 。 150 81 24 . 5  291 . 8  NO . 17 

3 X Il 区 イシ 千枚岩 90 43 5 31 . 7  包3459

4 百 区 4シ 輝石安山岩 (1 10) 49 19 107 . 3  

5 X Il 区 。 石英角 閃石片岩 80 60 69 . 9  

6 。 輝石安山岩 (89) 48 9 5l . l  

7 901号 。 石英角 閃石片岩 96 45 14 1 03 . 0  P-5 
土墳
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第34表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号mm mm mm 日

1 1 1 - 1  打製石斧 角 閃 石石英片岩 (90) 56 23 148 . 9  

2 � 輝石安山岩 (100) 63 21 1 45 . 7  

3 1 101号溝 イシ イシ (88) 83 26 251 . 8  NO . 23 

4 。 安 山 岩 (65) 70 18 141 . 8  

イシ 輝石安山岩 (74) 56 17 95 . 2  

6 x m 区 。 角 閃 石石英片岩 (03) 64 12 83 . 6  包6570

7 x m 区 。 輝石安山岩 (63) 37 15 44 . 3  NO . 5220 

8 X I 区 イシ イシ (65) 54 1 1  49 . 2  破損後 に カ ー ボ ン 付着 包352

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号mm mm mm 9 

1 12・1 打製石斧 角 閃 石石英片岩 (120) 85 8 120 . 9  

2 x m 区 イシ イシ ( 141 )  57 8 246 . 0  包2167

3 x m 区 石鎌 。 134 53 1 1  1 1 6 . 3  包1486

4 x m 区 石包丁 石墨石英片岩 114 53 1 1  98 . 0  包7823

5 W 区 打製石斧 粘板岩 (74 )  78 12 83 . 5  NO . 66 

6 802号溝 イシ 角 閃石石英片岩 (76) 64 7 55 . 1  NO . 9  

7 X I 区 イ〉 。 (95) 72 10 104 . 8  包1105

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
縦幅 横幅 厚 さ 重 さ

備 考 笠 録 番 号
mm mm mm g 

1 13・1 V 区 石鎌 角 閃石石英片 岩 52 ( 121) 7 55 . 9  包21 1

2 801号瀞 。 。 41  ( 9 1 )  5 30 . 0  

1303号溝 。 イシ 40 (127) 10 71 . 1  

4 x m 区 。 。 49 (9 1 )  6 32 . 4  包3295

5 801住 イシ 。 44 ( 1 1 1 ) 8 43 . 4  

6 百 区 イシ イシ 47 ( 1 16) 7 50 . 7  包53

7 X II 区 。 。 35 104 7 30 . 5  NO . 1416 

8 X II 区 イシ イシ 30 1 1 7  6 33 . 6  包114

zu
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第35表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
縦幡 横 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

1 14- 1  x m 区 石鎌 石墨絹雲母片岩 58 76 5 28 . 1  包10749

2 1 303住 。 緑泥石綿雲母片 56 (76) 48 . 7  包1877

右
3 x m 区 。 石墨絹雲母片岩 61 (82) 81 . 0  包6730

4 802号溝 。 角 閃石石英片岩 63 (72) 8 55 . 9  

5 イシ '" 59 . 5  (74) 13 41 . 4  使用 痕

6 x n 区 イ〉 石墨石英片岩岩 13 46 9 62 . 1  P-135 

7 801号掘 イシ 角閃石石英片岩 12 (54) 9 68 . 7  P-8 

立柱建物
8 四 区 。 。 47 121 10 73 . 2  No . 237 

石 器

長 さ
番号 出土地点 器 種 材 質

。面 厚 さ 重 さ
備 考 登 録 番 号

mm mm mm 9 

1 1 5 - 1  百区 角 閃石石英片 岩 11 1  67 80 . 1  使用痕 包24

2 1002号溝 輝石安山 岩 (70) 50 20 93 石斧

3 x m 区 角 閃 石石英片岩 (63) 95 7 32 . 8  

4 x m 区 。 112  62 4 92 . 2  包5894

ー-L- Lーーーーー

石 器

長 さ
番号 出土地点 器 種 材 質

中高 厚 さ 重 さ
備 考 登 録 番 号

mm mm mm 日

1 16- 1 x n 区 磨製石斧 角 閃石石英片岩 149 55 31 501 . 1  

2 E 区 。 蛇紋岩 114 49 24 190 . 1 包164

3 。 玄武岩 (サ ヌ カ (89) 51 28 1 60 . 3  

イ ト )
4 x n 区 。 蛇紋岩 92 52 22 156 . 0  包1446

5 1301号議 イシ 石墨石英片岩 117 52 (28) 234 . 1  

6 。 粘板岩 115 50 14 1 20 . 8  破損後に刃部 を 再生
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第36表 石器計測表

石 器

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 材 質 備 考 登 録 番 号

mm mm mm 日

1 17・1 X ll 区 磨製石斧 角閃石石英片 岩 (144) 78 10 1 73 . 3  包2007

2 。 蛇紋岩 (1 13) 85 22 292 . 0  美 し い色調

3 X I 区 。 輝石安山岩 (92) 7 17 1 98 . 0  

4 X ll 区 イ〉 蛇紋岩 (96) 53 1 1  93 . 7  包2534

5 刊 区 。 粘板岩 (113) 47 16 134 . 5  包24 1

6 X IIl 区 イシ 角 閃石石英片岩 104 52 13 100 . 5  包149

石 器

番号 出土地点 器 f重 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm 日

118-1  X IIl 区 磨製石斧 玄武岩 (103) 64 10 77 . 8  雑な ミ ガ キ 包7399

2 X IIl 区 ク 角閃石石英片岩 (1 1 1 )  40 4 49 . 8  包7739

3 X IIl 区 イシ 玄武岩 (97) 52 16 90 . 9  包8413

4 X IIl 区 イシ 角 閃 石石英片岩 (62) 65 8 51 . 6  包1539

5 。 。 ( 1 13) 49 12 107 . 4  ミ ガキ は 刃 部 に集 中

6 イシ 。 (52) 62 4 34 . 4  

7 。 蛇紋岩 (63) 47 13 54 . 7  

8 X I 区 イシ 石墨石英片岩 (64) 44 6 22 . 2  包172
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第37表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 き 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

1 19-1  1001号議 磨製石斧 輝石安山 岩 (82) (54) (9) 64 . 2  NO . 62 

2 X I 区 。 。 1 10  77 8 1 07 . 9  包709

3 四 区 。 角閃石石英片岩 ( 110)  67 14 1 1 5 . 6  

4 。 蛇紋岩 85 30 16 68 . 7  

5 x m 区 。 蛇紋岩 (83) 26 18 64 . 7  上端 に た たい たあ と 包7860

6 x m 区 � 蛇紋岩 100 49 21 135 . 6  包195

7 1303住 イシ 粘板岩 106 46 12 71 . 3  

8 x m 区 イシ 蛇紋岩 (54) 26 19 64 . 7  包2277

9 咽 区 。 雲母片岩 70 36 21 40 . 0  

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

120・1 X I 区 円盤形石器 石英石墨片岩 79 91 15 1 63 . 7  

2 X ll 区 。 輝石安山 岩 93 74 21 1 76 . 7  包2233

3 x m 区 イシ 石英角閃石片岩 95 88 22 220 . 0  包101

4 X ll 区 。 雲母片岩 84 68 12 93 . 4  カ ー ボ ン 付着 包2484

片面 に厳打痕

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm 自

121 - 1  X I 区 円盤形石器 石墨絹雲母片岩 92 100 14 2 13 . 9  包182

2 珊 区 イシ 輝石安山岩 87 99 18 210 . 3  No . 421 

3 802号議 。 。 88 75 19 169 . 0  

4 1303住 。 。 (72) 102 16 163 . 2  NO . 2037 
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第38表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm 目前1 mm g 

122-1  801号溝 円盤形石器 輝石安山岩 99 95 25 258 . 3  No . 2  

2 1302住 � 石墨絹雲母片岩 80 76 14 125 . 3  No . 42 

3 x m 区 。 輝石安山岩 81 87 14 122 . 0  包1731

4 1303住 。 絹雲母石墨片岩 75 60 10 73 . 3  No . 2501 

5 x m 区 。 雲母片岩 96 (57) 12 66 . 6  No . 3285 

石 器

番号 出土地点 器 種 キt 質
長 さ 申富 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

123-1 円盤形石器 輝石安山岩 102 85 12 172 . 2  カ ー ボ ン 付着

2 X 田 区 。 。 98 95 14 153 . 8  包3464

3 x m 区 。 。 89 83 1 1  103 . 0  包846

4 x m 区 。 4シ 68 61 8 50 . 3  No . 3661 ， 包5670

5 WI 区 。 。 71 73 13 90 . 3  

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 申富 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm s 

124-1  VI区 円盤形石器 凝灰岩 127 118 29 374 . 1  自 然 円擦 を転用

2 。 輝石安山岩 105 22 23 l 72 . 3  。

3 X ll 区 。 絹雲母石墨片岩 70 35 6 28 . 0  。 包492

4 x m 区 イシ 玄武岩 84 94 14 1 72 . 7  。 包7312
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第39表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 。高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm g 

125- 1  咽 区 円盤形石器 変成岩 83 90 13 1 35 . 4  カ ー ボ ン 付着 NO . 9 1  

2 1302住 。 雲母片岩 (97) 108 13 204 . 4  NO . 88 

3 X I 区 イ〉 角 閃 石石英片岩 76 83 8 108 . 6  包61 7

4 1 102住 4シ イシ 94 83 10 241 . 4  NO . 2  

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 き

受 録 番 号備 考
mm mm mm 9 

126- 1  803号溝 円盤形石器 粘板岩 100 98 1 50 . 9  NO . 1 1  

2 1001号議 。 角 閃 石石英片岩 85 85 13 1 49 . 9  浅い挟 り あ り

3 分銅形石器 石墨石英片岩 88 (79) 105 . 1  浅い扶 り あ り

4 x m 区 円盤形石器 角 閃石石英片岩 (63) 82 11 81 . 5  包9259

石 器

長 さ 中高 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 材 質 備 考 登 録 番 号

mm mm mm g 

128-1  801号瀞 十字形石器 石墨片岩 69 (50) 7 18 . 3  

2 。 粘板岩 55 63 5 21 . 0  

x m 区 ク 雲母片岩 (61 ) (68) 9 40 . 9  包9330

4 x m 区 扶入石器 石墨角 閃石片岩 78 43 6 26 . 8  l ヵ 所に扶 り 包3315

石 器

番号 出 土地点 器 種 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
mm mm mm 9 

129-1 X ll 区 十字形石器 角 閃石石英片岩 (58) 85 13 80 . 9  包719

2 。 緑色片岩 92 78 10 48 . 7  斜交す る

3 X ll 区 扶入形石器 石墨片岩 67 41 5 15 . 1  2 ヵ 所に扶 り 包2607

-'-
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第40表 石器計測表

石 器

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 材 質 備 考 畳 録 番 号

mm mm mm 9 

129-1 X IIl 区 砥石 砂岩 73 120 46 453 . 3  包10983

2 X IIl 区 有溝砥石 磯質砂岩 109 72 50 515 . 6  包2442

3 皿 区 未製品石材 角 閃 石石英片岩 143 85 15  202 . 4  

4 X I 区 。 。 180 47 9 142 . 3  石英の結晶析出

5 田 区 有溝砥石 砂岩 83 43 15 57 . 6  使用痕著 し い NO . 5 18  

6 X IIl 区 打製石斧の未製 角 閃 石石英片岩 112  57  12 144 . 7  包2496

ロロロ

石 器

番号 出土地点 手重 材 質
長 さ 申富 厚 さ 重 さ

器 備 考 登 録 番 号
mm mm mm 自

130-1 X U 区 磨石 角 閃 石輝石安山 175 103 51 1 107 . 8  ベ ン ガ ラ 付着 包1185

岩 自 然 の 凹 凸 を 利用

2 X U 区 イシ 輝石安山岩 (60) 83 68 522 . 4  P- 144 

3 X I 区 。 イシ 127 87 41 690 . 0  殻打痕 包121

4 X IIl 区 。 。 (99) 67 40 4 13 . 1  ベ ン ガ ラ 付着 包6412

5 X U 区 " イシ (79) 1 16 72 953 . 5  包1450

X U 区 。 。 166 67 53 427 . 5  敵打痕 包683

7 I 区 。 イシ 102 78 65 728 . 6  カ ー ボ ン 付着 P-9 

8 N 区 イシ イシ (96) (48) 69 380 . 9  NO . 20 

9 X U 区 。 。 138 51 29 323 . 1  NO . 2 178 

10 田区 イシ " (96) 60 42 420 . 8  カ ー ボ ン 付着 No . 423 
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第41 表 石器計測表

石 器

長 さ 中高 厚 さ 重 さ
番号 出土地点 器 種 材 質 備 考 登 録 番 号

rnrn 官官n rnrn 日

131 -1  x m 区 磨石 輝石安山岩 (109) 120 29 553 . 6  敵打痕 包10302

2 x n 区 ク 角 閃 石輝石安山 (93) 94 47 540 . 9  包2785

岩

3 x n 区 イシ 輝石安山岩 105 65 57 619 . 5  包3305

4 X I 区 イ〉 。 ( 102) 94 48 761 . 8  包1165

5 x m 区 。 阿蘇溶結凝灰岩 (74) 89 59 433 . 6  カ ー ボ ン 付着 包6932

6 x m 区 イシ 輝石安山岩 70 101 53 573 . 1  包10807

7 x n 区 。 * 80 72 47 4 1 1 . 6  カ ー ボ ン 付着 包2508

8 x m 区 * 4シ 144 81 70 1025 . 0  カ ー ボ ン 付着 包786

9 X I 区 。 角閃石輝石安山 (84) 92 55 530 . 7  包114

岩

10 x m 区 � 輝石安山岩 108 98 47 673 . 8  包21 5

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
rnrn rnrn rnrn g 

132-1 x m 区 磨石 輝石安山岩 (109) 129 67 1350 . 0  鼓打痕 包3324

2 四 区 。 。 109 94 80 1 143 . 1  No . 1 70 

x n 区 イシ イシ (86) 76 74 674 . 5  包867

4 x m 区 イ少 。 133 89 64 905 . 9  包7441

5 x m 区 。 イシ (64) 99 49 412 . 9  NO . 5747 

x m 区 。 イシ (92) 82 56 497 . 0  包1352

7 x m 区 。 イ〉 99 102 53 697 . 7  蔽打痕 包8460

8 1303住 。 。 67 1 13  68 746 . 6  イシ No . 7 14 

9 w 区 4シ 。 125 76 66 1039 . 4  カ ー ボ ン 付着 NO . 14 

10 801号議 。 。 (77) 76 43 404 . 1  煤付着 NO . 1 7 
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第42表 石器計測表

石 器

出土地点 材 質
長 さ 中高 厚 さ 重 さ

登 録 番 号番号 器 種 備 考
mm mm mm 9 

133-1 珊 区 磨石 輝石安 山 岩 92 95 58 73 . 8  敵打痕 NO . 242 

2 田 区 イシ イシ 133 105 86 1800 . 9  イシ NO . 1 46 

3 珊 区 イシ 砂岩 132 81 64 NO . 278 

4 x m 区 。 イシ (77) 86 43 409 . 8  殻打痕 包1211

x m 区 。 輝石安山 岩 (58) 98 61 583 . 7  ベ ン ガ ラ 付着 包7840

6 四 区 。 イ〉 107 93 47 6 15 . 7  敵打痕 NO . 1 5  

7 x m 区 。 イシ ( 127) 1 15  70 1559 . 1  包484

8 x n 区 。 。 81 121 76 1 1 1 8 . 4  包2186

9 1303住 イ〉 イシ 102 93 43 350 . 0  NO . 2 196 

」ーーー・

石 器

出土地点
長 さ 中面 厚 さ 重 さ

登 録 番 号番号 器 種 材 質 備 考
mm mm mm 9 

134-1 801号溝 議石 石英石墨片岩 142 61 34 355 . 2  NO . 8  

2 x m 区 。 輝石安山 岩 84 24 20 63 . 7  自 然 擦 を 転用

3 801住 。 石英角 閃石片岩 (86) 41 17 80 . 7  。 NO . 1 39 

4 1303住 。 角 閃 石石英片岩 (93) 26 13 54 . 6  イシ NO . 342 

ηJ
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第43表 石器計測表

石 器

番号 出土地点 器 種 ホオ 質
長 さ 申E 厚 さ 重 さ

備 考 笠 録 番 号
mm mm mm 自

135-1  1303住 台石 安山岩 560 330 32 No . 2533 

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 申高 厚 さ 重 さ

備 考 受 録 番 号
mm mm mm ky 

136・1 x m 区 台石 安山岩 254 206 177 1 5 . 2  包7016

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質 長 さ 中高 厚さ 重 さ
備 考 登 録 番 号

mm mm mm g 

137- 1  1304住 土製勾玉 33 12 10 4 . 1  No . 275 

2 x n 区 勾 玉 蛇紋岩 26 15 4 2 . 0  No . 79 

干し2

3 1002号溝 イシ ヒ ス イ 16 ( 9) 3 0 . 5  

4 1304住 珠玉 ヒ ス イ 33 9 6 3 . 1  NO . 592 

干し2 . 5

5 四 区 ヘ ア ピ ン 型石製 (65) 11 1 . 3  No . 109 
ロ
ロロ

石 器

番号 出土地点 器 種 材 質
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備 考 登 録 番 号
岡田 mm mm 9 

l38-1 w 区 楕円形石製品 変成岩 570 . 6  260 . 0  36 . 0  自 然石 を わずかに加工 NO . 294 

2 X I 区 杯状有穴石製品 粘板岩 95 . 0  58 . 0  64 . 0  包192
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第 3 節 縄文時代以外の遺構と遺物

古墳時代 の 竪 穴住居跡 と 、 平安時代 の竪穴住居跡

お よ び掘立柱建物 、 時期不 明 の 土坑 を 検 出 し た 。 と

く に 平安時代 の遺構 か ら は 官街 的 な 遺物 で あ る 墨書

土器、 権形石 製 品 が出 土 し て い る 。

1 、 竪穴住居跡と 遺物

501 号住居跡 (第 1 39 図 )

V 区 に 所在す る 。 平面形態 は ほ ぼ正方形で あ り 長

軸 方 向 は 220F 、 短軸 方 向 は 183字 ン を 測 り 、 壁高 は 削

平が著 し く 6 :jン を 残す 。 主 軸 の 方 向 は N 270 E で あ る 。

主柱穴 は 4 本で あ る 。 住居跡 の 北壁 中 央 に 竃 を 有す

る が、 粘土 製 の 両袖 部 は 基部以外 を 削 平 に よ り 失 う 。

そ の 規模 は奥行 き 43:jン 、 幅52:j ' で わ ず か に 壁面の外

に 張 り 出 す 。 燃焼室 の奥行 き は45:j ン 、 幅 は 25:j" 、 高

さ 14手ノ で 、 焚 き 口 か ら 燃焼室 に か け浅 く 掘 り 込 ま れ

る 。 竃 は 焼土 を 充 た す 。 左袖部 は 38:j' 、 右 の そ れ は

40+' を 残存 し 、 各 々 5 γ 、 8 :j ' の残存高 を 有す る 。

[ 出 土土器1 (第 1 50図 )

l は 、 肩 部 よ り 上 を 残す査で あ る 。 肩 部 に て 直角

に折 れ外反 し て 直線状 に 開 く 口 縁 を 有す る 。 外面 は

ハ ケ 目 調 整 を 施 し 、 内 面 は 削 り で あ る 。 2 - 6 は 、

聾の資料であ る 。 3 は 、 丸底 よ り 胴部 は 内 傾 き し つ

つ 立 ち 上 が り 、 胴 部 中 位 に て 直 立す る 。 口 縁 は 分厚

く 、 頚部 に て 強 く 折 れ 水平位 に 開 く 。

801 号住居跡 (第 140 図 )

珊 区 の 中 央 に 所在す る 。 南北 に 近 世 の溝遺構が住

居跡 の 一 部 を 横切 る 。 住居跡 の埋土 に は 、 縄文時代

の住居跡 か と 見紛 う ほ ど移 し く 縄文土器の破片 を 含

み 、 床面 ま で発掘 し て よ う や く 土 師 器 の 出 土 を み古

墳時代 の住居跡 で あ る こ と を 判 定 し た 。

平面形態 は 長 方形 で あ り 長 軸 方 向 は 255 :j\ 短軸

方 向 は 186γ 、 壁 高 は 26:jン を 測 り 、 主 軸 の 方 向 は N

250 E で あ る 。 主 柱 穴 は 2 本 で あ り 、 他 に 数 カ 所 の

小柱穴 を 有 す る が必ず し も 当 該住居跡 に伴 う か は 詳

ら か で な い 。 住居跡 の 中 央 よ り わ ず か に 南 壁 に 偏 し

て不整円形の炉 を 有 し 、 そ の 規模 は 長 軸 方 向 38F 、

短軸方 向34γ 、 深 さ は 7 :j' で あ る 。 炉 内 の埋土 は わ

ず か に 炭化物 と 焼土 を 充 た す 。

[ 出 土土器1 ( 第 1 50図 )

1 - 3 は 、 査 で あ る 。 2 は 、 丸底 よ り 球形 に 膨 ら

む胴部 を な し 口 縁 は 頚 部 で 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 外

反 し て 開 く 。 外面 は ハ ケ 目 調整 を 施 し 、 内 面 は 削 り

で あ る 。

4 は 、 胴部 を ほ と ん ど欠 く 聾 で あ る 。 口 縁部 は 頚

部で 「 く 」 の 字 に 折 れ直線状 に 外反 し て 聞 く 。 5 -

6 は 、 高杯であ る 。 い ず れ も 杯部 の み の 資 料で あ る 。

外面 の 中 位 や や 下 に 稜線 に て 内傾 き を や や 強 め つ つ

立 ち 上が り 直線状 に 聞 く 。

1 301 号住居跡 (第 141 図 )

x nr 区 に 所在す る 。 平面形態 は ほ ぼ正方形 と み ら

れ る が北 がわ の 半 分が調査 区 を 外 れ未 調 査 で あ る 。

埋土 に は墨書 を 有 す る 土 師器が出 土 し た こ と は 注 目

さ れ る 。 長 軸 方 向 は 556:j， 、 短軸 方 向 は 残存202:j ' 、

壁高 は32:j' を 測 り 、 壁 に 沿 い壁溝 を 有 す る 。 主 軸 の

方 向 は N 630W で あ る 。 主柱 穴 は 4 本 と み ら れ る が

残存 は 2 本で あ る 。 住居跡 の 西 壁 中 央 に 篭 を 有 す る

が、 袖部 は 削 平 に よ り わ ず か に 残 欠 の 粘土塊 を 残す

の み で あ る 。 そ の 規模 は 奥行 き 98:j ' 、 幅残存82宇ン で

壁 面 の 外 に 68:j〆張 り 出 す 。 燃焼室 の奥行 き は 68F 、

幅 は 残存32F 、 高 さ 36主〆 で あ り 、 内 に は 焼土 を 充 た

す。

[ 出 土土器1 ( 第 1 52 図 )

1 は 、 小型 の 聾 で あ る 。 胴 部 の 下 半 を 欠 く 資料で

あ る 。 口 縁 は 分厚 く 、 頚部 は や や 絞 り 、 こ れ よ り 「 く 」

の字 に 屈 曲 し 外反 し て 聞 く 。 外面 は ハ ケ 目 調 整 、 内

面 は 削 り で あ る 。

2 - 8 は 、 土 師 器 の 杯 お よ び杯蓋 で あ る 。 9 は 須

恵器の杯で 、 底 面 に 墨書 が残 る 。

2 、 掘立柱建物 と 遺物

調 査 の 結 果 、 掘立柱建物跡 を 3 基検 出 し た 。 そ の

検出場所 は 町 区 、 VI 区 、 X II 区 で あ る が、 前 2 者 は

調査区域の制約 に よ り 遺構 の 一 部 を 調査 し 、 後 者 は

全容 を 調 査 し た 。 こ の ほ か に E 区 で総柱 の掘立柱建
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物 1 基 の ほ か 1 基が検 出 さ れて い る が資料の散逸の

た め 遺憾 な が ら 詳細 は不 明 で あ る 。 写真の み で 示 し

た 。

401 号掘立柱建物 (第 142図 )

百 区 の 西北部 に 所在 し 、 遺構の北半 は調査 区外で

あ る 。 桁 の 軸線 は わ ず か に 東偏 す る 南北 に あ る 。 桁

聞 は東側 は 1 問 残存 し 、 西 側 が 2 問 残存す る が、 本

来 は 2 間 以 上 の 規模 で あ る と み ら れ る 。 梁 聞 は 2 聞

の建物 で あ る 。 平面形態 は 長方形であ る 。 桁行 聞 は

東 側 が18併に 西 側 が382�ン で あ る 。 梁行 聞 は 1 50�'

- 190r を 測 る 。 東側 の 桁行柱列 の柱 間 隔 は 186主ンで 、

西側 の桁行柱列 の 柱 間 隔 は 北 か ら 170� ン 、 2 12�' で あ

る 。 梁行柱列 の柱 間 隔 は 東 か ら 186�' 、 1 54手ン で あ る 。

柱 穴 の 掘 り 形 は 円 形 な い し 楕 円 形で あ る 。

[土器 1
1 5 5 - 2 は 、 柱 穴 よ り 出 土 し た 完形 の 土 師 器 の 杯

で あ る 。 底面 は や や不安定 な 平 底 で あ り 、 体部 は底

部縁辺 に 稜線 を な し鈍角 に 立 ち 上が り 直線状 に の ぴ

口 縁部 に 到 る 。 底面 に は 回 転箆切 り 痕 が残 る 。 口 縁

端部の一部 に カ ー ボ ン が付着 し て お り 灯明 皿 と し て

用 い ら れ た と み ら れ る 。

601 号掘立柱建物 (第 143 図 )

百 区 の南端部 に 所在 し 、 遺構の東半 は調 査区外で

あ る 。 桁 の 軸 線 は N - 1 90 - E で あ る 。 桁 聞 は 東側

が 4 間残 存 で あ り 、 梁 聞 は 2 聞 を 残存 し 平面形態 は

長方形で あ る 。 桁行聞 は844手ン で あ り 、 梁行 間 は 174

r を 測 る 。 桁行柱列 の柱 間 隔 は 北 か ら 218r 、 190�' 、

212�' 、 2 14r で あ る 。 梁行柱列 の 柱 間 隔 は 1 74γ で

あ る 。 柱 穴 の 掘 り 形 は 円 形 な い し 楕 円 形 で 、 確認で

き た柱痕跡 は 直 径18 - 16�' で あ る 。

1 201 号掘立柱建物 (第 144 図 )
x n 区 に 所在す る 。 桁 の 軸 線 は N - 640 - W で あ る 。

桁 聞 は 5 問 、 梁 聞 は 2 問 で平面形態 は長方形の建物

で あ る 。 桁行 聞 は 南 側 が890�' 、 北側 が872�' で あ る 。

梁行 聞 は東側 が466� ' 、 西側 が470�ン を 測 る 。 南側 の

桁行柱列 の柱 間 隔 は 、 西 か ら 208�ン 、 1 64�' 、 150手ン 、

190r 、 1 84�ン で あ り 、 北側 の 桁行柱列 の柱 間 隔 は 、

西か ら 184� ' 、 1 82�' 、 150� ' 、 1 78r 、 176手ン で あ る 。

東側 の梁行柱列 の 柱 間 隔 は 、 北 か ら 264γ 、 226 r で

あ り 、 西 側 の 梁行柱列 の 柱 間 隔 は 、 北 か ら 250f" 、

218�' で あ る 。 柱 穴 の 掘 り 形 は 円 形 な い し 楕 円 形 で

あ る 。

出 土 遺物 は 柱穴 よ り 出 土 し た 権形 石 製 品 (159 -

4 ) で あ る 。

3 、 土墳 と 遺物

1 0 1 号土墳 (第145図)

I 区 に所在す る 。 平面形態 は ほ ぼ正方形で あ り 、

長軸方 向 は 178r 、 短軸方 向 は 1 66γ で あ り 、 深 さ は

10γ を 測 る 。 主 軸 の 方 向 は N 660W で あ る 。 図 面 中

央の柱穴 は 後 世 の 切 り 合 い で あ る 。

1 02号土横 (第 2 囲 内 )

I 区 に 所在す る 。 平面形態 は 長方形の溝状で あ り 、

長軸方向 は438�' 、 短軸方 向 は 148γ で あ り 、 深 さ は

25r を 測 る 。 平安時代 の 101号 道 路状遺構 を 切 っ て

立地 し て お り 時期 は そ れ以 降 の も の と み ら れ る が、

同 じ く 平安時代 の 104号 道路状遺構 と ほ ぼ平行 し て

位置 し て お り 、 時期 は こ れ に 近 い 時 期 で あ ろ う 。

1 03号土横 (第 2 図 内)

I 区 に 所在す る 。 平面形態 は長方形で あ り 、 長軸

方 向 は 140�' 、 短軸 方 向 は 86�ン で あ り 、 深 さ は 20�'

を 測 る 。 平安時代 の 1 04号 道 路状遺構 を 切 っ て 立 地

し て お り 、 時期 は そ れ以 降 の も の と み ら れ る 。

1 04号土墳 (第 2 園 内)

I 区 に 所在 す る 。 平面形態 は ほ ぼ正方形で あ り 、

長軸 方 向 は88r 、 短軸 方 向 は84γ で あ り 、 深 さ は 20

r を 測 る 。 103号土墳 と 同 様平安時代 の 1 04号道路状

遺構 を 切 っ て 立地 し て お り 、 時期 は そ れ以 降 の も の

と み ら れ る 。

401 号土墳 (第145 図 )

町 区 に 所在す る 。 平面形態 は 楕 円 形 で あ り 、 長軸

方向 は 175r 、 短軸 方 向 は 141r で あ り 、 深 さ は 52γ
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を 測 る 。 主 軸 の 方 向 は N 550 E で あ る 。 近 世 の402 、

403号溝 に 切 ら れ て 立地す る 。

402号土墳 (第 146 図 )

町 区 に 所在す る 。 平面形態 は 卵 円 形 で あ り 、 長軸

方 向 は 170r 、 短軸 方 向 は 1 13�ン で あ り 、 深 さ は 26�'

を 測 る 。 主 軸 の 方 向 は N 330 E で あ る 。 近世 の41 1号

溝 に 南側 を 切 ら れて 立 地 す る 。 出土遺物 は 須恵器の

杯 と 斐 の 破 片 で あ る 。

403号土墳 (第 146 図)

町 区 に 所在す る 。 平面形態 は 楕 円 形 で あ り 、 長軸

方 向 は232� ' 、 短軸 方 向 は 1 33r で あ り 、 深 さ は 18�'

を 測 る 。 主 軸 の 方 向 は N 550W で あ る 。 埋土 に は こ

ぶ し 大 の 礁 を 多 く 充 た す 。

501 号土墳 (第 147 図 )

V 区 に 所在す る 。 平面形態 は 隅 丸 の 正方形で あ り 、

長軸 方 向 は228、 短軸方 向 は 196r で あ り 、 深 さ は 18

r を 測 る 。 主 軸 の 方 向 は N 590W で あ る 。 遺物 は 完

形 に 近 い 土 師器の査が出土 し た 。

[ 出 土土器] (第 1 50 図)

1 5 1 一 7 は 、 土 師 器 の 査 で あ る 。 底部 は 肥厚 し た

丸底 で腰高 の 球形 の 胴部 を な し 、 口 縁 は 頚部 に て 内

に 鋭 い稜 を な し つ つ 「 く 」 の 字 に 強 く 屈 曲 し 直線状

に 開 く 。 胴 部 の 外面 は 著 し い タ タ キ が残 り 、 内 面 は

削 り で あ る 。 ま た 2 次的 な 火 を 受 け て お り 表面剥離

が進行 し て い る 。

901 号土壌

出 土状況 は 不明 で あ る 。

[ 出 土土器] (第 1 60 図 )

160 - 1 は 、 青磁 の 高 台 を 有 す る 碗 で あ る 。 肥厚

し た 底部 で あ る 。 内 底 と 外体部 に は 線状の 文様があ

る 。 高 台 の 断面 は 尖 り 、 畳付 き に は砂粒が観察 さ れ

る 。 施粕 は底面以外の全面 に な さ れ色 調 は 暗 い オ リ

ー ブ色 で あ る 。

46 - 2 は 、 流入遺物 で あ る 。 深鉢の 口 縁部分の破

片 と み ら れ る 。 直径 4 ミ リ の 補修孔があ る 。 わずか

に 頚部 の 屈 曲 が窺 わ れ る 。 外面 に は カ ー ボ ン の 付着

が認 め ら れ る 。

1 001 号土壌 (第 147図 )

X 区 に 所在す る 。 平面形態 は 狭長 な 隅 丸 の 長方形

で あ り 、 長 軸 方 向 は 132� ' 、 短軸 方 向 は 38r で あ る 。

深 さ は 20r を 測 る 。 長 軸 の 方 向 は N 130  E で あ る 。

至近距離 に 同 形で 方位 を 同 じ く す る 1002号土墳 が位

置 し 同 時 期 の 遺構 と み ら れ る 。

1 002号土墳 ( 第 147図)

X 区 に 所在す る 。 平面形態 は 狭長 な 隅 丸 の 長 方 形

で あ り 、 長 軸 方 向 は 1 1 1 、 短軸 方 向 は 39 �' で あ る 。

深 さ は 47j ' を 測 る 。 長 軸 の 方 向 は N 210W で あ る 。

先述 の よ う に 1001号土壌 と 同 時 期 の 遺構 と み ら れ る 。

{ 出 土土器] (第160 図 )

160 一 7 - 8 は 、 土 師 器 の 杯 で あ る 。 い ず れ も 糸

切 り が底面 に 残 る 。 前 者 は 底部 の 端 に 稜線が残 り 体

部 の 下端 は 丁寧 な 調整 を 省 い て い る 。 後者 は や や 小

振 り の杯であ る 。

1 003号土墳 (第 148図)

X 区 に 所在す る 。 半分が調 査 区 外 に か か り 不 明 で

あ る が、 平面形態 は 円 形 で あ る 。 直 径 126�' 、 深 さ

は 15�' を 測 る 。 一部 を 近世 の 溝 に 切 ら れ る 。

1 004号土墳 ( 第 17 圏 内 )

X 区 の西端 に 所在 す る 。 平面形態 は 長方 形で あ る 。

長軸 方 向 は 122�' 、 短軸 方 向 は 80 宇〆 で あ る 。 深 さ は

10�' を 測 る 。 長 軸 の 方 向 は N 22

1 005号土域 ( 第 148図 )

X 区 の 中 央 に 所在す る 。 平面形態 は 不 整形 な 長 方

形であ る 。 長 軸 方 向 は 206�' 、 短軸 方 向 は 1 55宇 ノ で あ

る 。 深 さ は 28�ン を 測 る 。 長 軸 の 方 向 は N ZOO E で あ る 。

1 201 号土墳 ( 第 149図)

X II 区 に 所在す る 。 平面形態 は 隅 丸 の 長 方 形で あ

る 。 長軸方向 は 142�' 、 短軸方 向 は 101� ' で あ る 。 深

さ は 26�' を ißIJ る 。 床 面 は 2 段 に 掘 ら れ 、 時 期不 明 の

柱穴 1 基が切 り 合 う 。 出 土遺物 は 土 師器 、 須恵器の
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小片 と 流入 し た縄文土器が数点 で あ る 。 長 軸 の 方 向

は N 71 0 E で あ る 。

1 202号土壌 (第149図 )

X II 区 の 中 央 に 所在す る 。 平面形態 は 隅 丸 の長方

形 で あ る 。 ほ と ん ど同 規模 の 1203号土壌 と 直列 に並

ぴ位置 す る 。 長 軸 方 向 は 1 3n' 、 短軸 方 向 は n'P で

あ る 。 深 さ は 23手ン を 測 る 。 炉 の 埋土 は 中 層 に カ ー ボ

ン を 含 む 層 があ る が土 器 は 皆無 で、 あ る 。 長 軸 の 方 向

は N 21 0 E で あ る 。

1 203号土墳 (第149図 )

X II 区東側 の 中 央 に 所在 す る 。 平面形態 は 隅 丸の

長 方 形 で あ る 。 先 述 の よ う に 、 ほ と ん ど 同 規模 の

1202号土壌 と 直列 に 並 び位置 し 、 両者 は 同 時期 の 遺

構 と み ら れ る 。 長 軸 方 向 は 144�' 、 短 軸 方 向 は 93�'

で あ る 。 深 さ は 2n' を 測 る 。 下層 に は カ ー ボ ン 混 じ

り の 埋土 を 充 た す 。 土器片 の 出 土 は な い 。 長軸 の 方

向 は N 210 E で あ る 。

1 301 号土壌 (第149図)

X III 区 の 西端 に 所在 す る 。 平面形態 は 円形で あ る

が近 世 の 芋 穴 に 著 し く 撹乱 を 受 け て い る 。 直 径 は

139γ 、 深 さ は 20r を 測 る 。
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- 230 -



一一一

ー=ロロニ=ア工
吋� -

寸「

〉 \\
，，， a 、、

，、ー--・4
11 \ - 1 1 1 

1 . I �II '11 ' 1 1 

2木下

O 1 0cm 

3 吉田

第 1 5 1 図 801 号住居跡 出 土土器

噌EAqo
 
n〆“



戸ζ;二戸三、
2 吉田

\ 」-J 士

て1ーノ

1 吉田

a
o

 

6 吉田

\ -c!la吉田

、ミーー/
J 

9 吉田

O 

第 1 52図 1 30 1 号住居跡 出 土土器

ワμqtu
 
ヮ“

1 0cm 



‘ ‘ 

， ， 

一一­.= ...... 

， J 

， ， 

. -. . . 一一一 一 刊

\ムノ
回吉向。

9 河野

8 吉間

第 1 53図 301 号 、 302号溝出土土器

qぺυ内ペυつ，“

O 1 0cm 
E二ニゴ



， ， τちファー \ 、 1 丹生 2 吉田

1 : 3 吉田

、
、

PUハ

J7 4吉田

6 丹生

第 1 54図 縄文時代以外の 出 土土器

- 234 一

， ， 
O 1 0cm 



\斗ノ

1 吉田

\よJ

2 吉田
401 号掘立

\- LてJ

4丹生

6吉田
1 04号溝

ミユJ
7 吉田

1 002号土壌

ミヰ二J
8 吉田

1 002号土墳

9 吉田

--d 
1 0丹生

O 10cm 

第 1 55図 縄文時代以外の出 土土器

Fhd

 

n《υ内〆u



ミ三ご斗一一:J
O 

守三二J
1 001 号溝 2 吉田

5 cm 

「'
〉
とに

じ
い
じν|

) 0 (コ

4 吉田

6 吉田

5 吉田
7 吉田O 1 0 cm 

第 1 56図 縄文時代以外の出土土器

nhu

 

丹、υワ臼



ミ=ヨノ一ーー 一白山町.ーE・��# .ー ー一 一ー ー

己主三/
� 

2 吉田

ミミ�..J
Q 1 30 

主参 4 吉田

、手ヰ
ク

Jr

 

，

 

，

 

ワ 吉田

1 吉田

8 吉田

1 0
cm 

O 

9 吉田

ヒニー)ヒ己主デ' 、」 いで三タ: 、，-===--d:戸ーづ'/ミ〉 5 吉田 マ事 ο 1 301 号住居跡 1 2吉田‘ 
\~ーーヒ己ごプ;

国\ \JD ろ〉
6 吉田

と一一ー3.. 1 1 吉田 ム一一」二 1 3吉田

第 1 57図 縄文時代以外の 出土土器 ( 墨書土器 )

弓，enぺυ。，u



4 、 墨書土器 ( 第 1 57図)

本遺跡 で 出 土 し た 墨書土器の総数 は 13点 で あ る 。

こ の う ち 土 師器 は 10点 、 須恵器 は 3 点 で 、 器種は杯

で あ る 。 記銘 さ れ た 部位 は ほ と ん どが底面 で 、 2 点

が体部 の 外面 に 記 さ れ 、 う ち l 点 は 底面 と 体部 の双

方 に あ る 。 解読可能 な も の の 墨書事項 は 、 1 点が記

号で他 は 漢字 1 字で記 さ れ る 。

出 土 地 点 は 、 5 点 が E 区 で 最 も 集 中 し 、 3 点 が X

E 区 、 2 点 が町 区 で あ り 、 1 点 が咽 、 庇 お よ び X II

区 で あ る 。

1 は 、 町 区 で 出 土 し た 土 師 器 の 杯 で あ る 。 底部 は

回転箆切 さ れ た あ と 均 さ れず 中 央 が外 に や や盛 り 上

が り 、 若 干 の 板 目 圧 痕 が観察 さ れ る 。 体部 は底部端

の稜が不 明 瞭 な ま ま 鈍 く 立 ち 上が り 、 口 縁端部 は ご

く わ ず か に 外 反 し て 聞 く 。 底面 と 体部 の双方 に 墨書

があ り 右 田 り に 「の」 の 字 の 形 に 一 重 の 円 を 描 く 。

2 は 、 X II 区 で 出 土 し た 須恵器の杯で あ る 。 底部

は 回 転箆切で仕上 げ 中 央 が わ ず か に 盛 り 上が る 。 底

部端 は 丸 み の あ る 稜 を な し 、 こ れ よ り 体部 は 直線状

に 立 ち 上が る 。 外底部 の 中 央 に 墨書があ り 、 小 さ い

字で端正 に 「主」 と 記す 。

3 は 、 1303 区 で 出 土 し た 口 縁 と 底部 の 大半 を 欠 く

須恵器の杯であ る 。 底部 は 回転箆切で仕上げ中央が

わ ず か に 盛 り 上が る 。 体部 は底部端か ら 丸 み を な し

て 立 ち 上が り 、 直線状 に 聞 く 。 外底部 の 中 央 を 外れ

て解読で き な い墨書が 1 字 あ る が本来 は 複数の文字

の 可 能性があ る 。

4 は 、 町 区 で 出 土 し た 、 口 縁 と 底部 の 大半 を 欠 く

土師器の杯で あ る 。 底 部 は 平底 を な し 、 成形の あ と

底部 を 中 心 に 内外 と も 調密 な 螺旋状の暗文ふ う の 磨

き を 丁寧 に 施す 。 体部 は底部端の稜 に 明 瞭 に 残 し わ

ずか に 内 湾 し て 立 ち 上 が る 。 底 面 の 中 央 に 墨 書 の 一

部が見 え る が解読 で き な い 。 運筆 の あ り 方 か ら 「東」

の 可 能性があ る 。

5 は 、 1303 区 で 出 土 し た 、 底 部 の 一 部 の み の土師

器の杯で あ る 。 底部 は わ ず か に 丸 み の あ る 平底 を な

し 、 底部端 に は 稜線があ る 。 底面の 中 央 に 交差す る

2 条 の墨 痕 の 一 部 が見 え る が解読で き な い 。

6 は 、 E 区 で 出 土 し た 、 底 部 の 一 部 の み の土師器

の杯で あ る 。 底部 は わ ずか に 丸 み を な し 回転箆切 で

仕上 げ る 。 底部端 の 稜線 は 暖味 で あ る 。 底 面 の 中 央

に墨書が 1 字 見 え る が磨耗が進 み 解 読 で き な い 。

7 は 、 E 区 で 出 土 し た 、 高 台 を 有す る 大型 の 土 師

器の 皿 で あ る 。 体部 は 直線状 に 浅 く 聞 き 、 口 縁端部

は わ ずか に 外反す る 。 底 面 の端 に は 直線状 に 外 に 聞

く 高 台 を 張 り 付 け る 。 体部 の 外面 に は横 向 き に 躍動

的 な 筆致で 「前」 と 角 筆で墨書 さ れ る 。

8 は 、 x m 区 で 出 土 し た 、 高 台 を 有す る 土師器の

杯であ る 。 体部 は 直線状 に 聞 き 、 口 縁端部 は尖 る 。

底面の端 に は 短 く 外 に 聞 く 高 台 を 張 り 付 け る 。 外底

部 に は 「正」 と 大 き く 角 筆 で墨書 さ れ る 。

9 は 、 江 区 で 出 土 し た 、 高 台 を 有す る 土 師器 で 、

器種 は杯 と 思 わ れ る が 口 縁端部がわずか に 内 の 張 り

出 す 。 内 外 と も 穂 密 な 底部 中 心 の 堺、旋状 に よ く 磨 か

れ れ て い る 。 底 面 の 端 に は 短 く 外 に 開 く 高 台 を 張 り

付 け る 。 外底部 の ほ ぼ中 央 に rfËJ と 墨書があ る 。

E は 岡 の古 い 字体 で あ り 、 し か も 近 隣 に 岡 の 地 名 が

現存 し て お り 本遺跡の性格 を 知 る 上で重要 な 手掛か

り を 与 え る も の で あ る 。

10 は 、 E 区 で 出 土 し た 、 底部 の 一 部 の み の 須恵器

の杯であ る 。 わ ず か に 回転箆切 の 痕 が窺 え る 。 底面

に 墨 書が l な い し 2 字見 え る が解読で き な い 。

11 は 、 珊 区 で 出 土 し た 、 底部 の 一 部 の み の 土 師 器

の杯であ る 。 わ ず か に 回 転 箆切 の 痕 が窺 え る 。 底面

に は 1 条 の墨痕が見 え る が解読で き な い 。

12 は 、 E 区 で 出 土 し た 、 底部 の 一 部 の み の須恵器

の杯であ る 。 わ ず か に 回転箆切 の痕が窺 え る 。 底部

の 端 は 丸 み を 帯 び る 。 底面 に は l 条 の 擁 ね た墨痕が

見 え る が解読で き な い 。

13 は 、 田 区 の 302号溝 で 出 土 し た 、 部 位不 明 の 土

師器の杯 で あ る 。 破片 に は解読で き な い墨書文字の

一部が見 え る 。
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5 、 鉄津 ( 第 1 58図)

3 点 出 土 し た が、 1 点 は 表面採集 で あ る 。 ほ か 2

点 は 町 区 内 の 近 世 の 溝 か ら の 出 土 で あ る 。 1 、 2 は 、

い ず れ も 破片状態 の鉄浮で細 か い 砂粒 が付 着 し て い

る こ と か ら 同 ー の遺構 に 起 源 を 有す る 可能性があ る

が、 鍛冶 ま た は 製鉄炉 は 付 近 に 検 出 は な い 。 一帯 は 、

近 世 の 時期 に は 集 落 は な く 畑地 で あ っ た と さ れ 、 本

遺物 は そ れ以 前 の 所 産 と み ら れ る 。 3 は 、 前 2 者 と

1 丹生 は や や 質 的 に 異 な る 外観 を 呈す る 。 図 面 の 右 か ら 左

2 丹生

3 丹生

5cm 

方 向 に 流動 し た 状況 を 留 め る 。

6 、 布 目 瓦 (第1 59図)

I 区 よ り 出 土 し た が、 401 号 道 路状遺構 に 平行 す

る 103号溝遺構か ら 出 土 し た 。 同 調 査 区 は 道 路状遺

構が数条錯綜 し 、 い ず れ も 平安時代 の 時期 と み ら れ

る 。 出 土 し た 瓦 は 、 平瓦で背面 に 布 目 圧痕 があ り 腹

面 は 平滑で あ る 。 破 断面 は や や 磨 耗す る 。 瓦 の 出 土

し た 意義 は 大 き く 、 墨書土器 の 出 土 か ら 考 え て 一帯

に は 官街 に 相 当 す る 遺跡が存在す る こ と を 示唆 し て

い る 。

7 、 土錘 ( 第 1 59図)

2 点 出 土 し た 。 紡錘形 の 管状 を な す 。 遺物 の 時期

は 、 出 土 地 点 か ら 察す る と こ ろ 歴 史時代 の も の で あ

ろ う 。 2 の 出 土 し た V 区 は至近距離 に 歴 史時代 の 遺

構があ り 、 3 は 、 近 世 の 溝 か ら の 出 土 で あ る 。

第1 58図 歴史時代 の 出 土遺 物 ( 鉄淳 )
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紡鍾車

第1 59図 歴史時代の 出 土遺物
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1 平畑

2 平畑

O 1 0cm 

3 吉田

第 1 6 1 図 縄文時代以外の 出土土器 ( 弥生土器 )

8 、 権形石製品 ( 第 1 58図)

安 山 岩 の偏平 な 自 然 円礁 の 縁辺 に U 字形 に 折 り 曲

げ た 鉄線 を 打 ち 込 ま れ た 遺 物 で あ る 。 1201号掘立柱

建 物 の 柱穴 よ り 出 土 し た 。 当 初 、 用 途が分か ら ず石

錘の一種か と 思 わ れ た が 日 常 的 な 消 耗品 に し て は 巧

妙 な 作 り に 過 ぎ る こ と 、 屈 曲 し た 鉄線の頂部がル ー

プ を な し 掛 け 金 を な し て い る こ と か ら 推測 し て 、 権

(分銅) そ の も の 、 権の代用 品 、 制 式 の 権 を 補助 す

る 小単位用 の 権 、 権 を 模 し た儀礼用 の権が可能性 と

し て 考 え ら れ る 。

9 、 紡錘車 ( 第 1 58図)

X 区 で表面採集 さ れ た 。 ー材質 は 淡 い 緑灰 色 の 滑石

を 丁寧 に 削 っ て 作 る 。

1 0 、 青磁 ・ 白 磁 な ど (第 1 59図)

1 は 、 医 区 で 出 土 し た 青 磁 の 碗 で あ る 。 器壁 は 分

厚 く 、 高 台 の 断面 は 三 角 形 を な し 先端 は 尖 る 。 底部

内面 は 無粕 で あ る 。 体部外面 の 下位 に 放射状 に 繊細

な 直線で文様 を 描 く 高 台 の 一部 、 底 部 内 面 に も 同 様

に 細 い 線文 を 有す る 。 2 は 、 X 1 区 で 出 土 し た 白 磁

の碗であ る 。 高 台 は 断面 が三 角 形 を 呈 し 先 端 は 尖 る 。

底部の一部 は 無 紬 で あ る 。 3 は 、 1304号溝 で 出 土 し

た 瓦 質 の す り 鉢で あ る 。 内 面 に は斜交す る 目 が刻 ま

れて い る 。 4 は 、 1 201号道路状遺構 よ り 出 土 し た青

磁 で あ る 。 底部 は 分厚 く 高 台 は 断面 が方形 を な す 。

5 は 、 501 号 道 路状遺構 よ り 出 土 し た 青磁 で あ る 。

香炉 と み ら れ る 鼎 の脚 で底部の 内 面 に は文様の 一 部

と 思 わ れ る 2 条 の 太 い線文がみ ら れ る 。 脚 は 1 本 の

み残存 し 側 面 観 は 三 角 形で先端 は 丸 み を も ち 猫足状

に 内 に 強 く 湾 曲 す る 。 6 は 、 1 12号溝 よ り 出 土 し

た 白 磁の碗で あ る 。 体部 は や や 内 零 し て 立 ち 上が る 。

底部 は 分厚 く 高 台 は低 い 。 高 台 は 無紬 で外面 に は横

方 向 の 細 か い 削 り が観 察 さ れ る 。

7 は 、 301 号 道 路状遺構 よ り 出 土 し た 近 世 陶 器 で

あ る 。 地色 は 灰 白 色 で 、 底 部 内 面 に は呉須で寿の字

を 描 く 。

1 1 、 弥生土器 ( 第 1 60図 )

3 点 出 土 し た 。 い ず れ も 聾形土器の破片 で あ る 。

1 、 2 は 、 弥生後期 の 聾形土器の 口 縁部 で 、 頚部で

「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 外反 し て 開 く 。 3 は 、 弥生 中 期

の 整形土器の底部突 出 部 で あ る 。 底面 は 上 げ底 を 呈

す る 。
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第44表 縄文土器以外の 出 土土器計測表

縄文以外の土器 第1 50図

口 径
器 高 胴 部

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最 大 径 色 調

mm mm 
mm mm 

150- 1  501住 宮吉 ( 184) (l l3) 外 援色 5YR6/6 
内 樺色 7 . 5YR7 /6 

2 1 501住 3草 (251 ) (70) (220) 外 浅黄燈 7 . 5YR8/6 
内 櫨色 7 . 5YR7/6 

3 1 501住 イ少 (222) ( 182) ( 184) i主黄櫨 lOYR8/4 

4 501住 イ少 (225) (51 ) にぶ い黄櫨 lOYR7/4 

5 1 501住 イシ ( 197) (58) ( 175) 外 にぶ い黄燈 lOYR7/4 
内 に ぶ い黄褐 10YR5/3 

6 1 501住 。 (216) (71) ( 191) 外 澄色 5YR7/6 
内 積色 5YR7/8 

7 1 501住 壷 ( 170) 299 264 外 に ぶ い黄褐 10YR5/4 
内 灰黄褐 10YR4/2 

縄文以外の土器 第1 5 1 図

口 f圭
器 高 胴 部

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調

mm mm 
mm mm 

15 1- 1  801住 宣士 276 218 31 外 灰黄褐 10YR5/2 
内 明黄褐 10YR6/6 

2 801住 宣古 181 289 249 灰黄褐色

3 801住 査 181 (73) 浅黄桜 lOYR8/4 

4 801住 斐 (260) (55) に ぶ い黄褐 lOYR6/4 

5 801住 杯 (168) ( 138) 明赤褐色 5YR5/6 

6 801住 材: ( 164) (94) 外 に ぶ い褐色 7 . 5YR6/3
内 に ぶ い黄櫨 10YR6/3 

縄文以外の 土器 第 1 52図

口 f圭
器 高 胴 音1I

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調

mm 町m
mm mm 

152- 1  1301住 斐土師 165 78 146 m色 5YR6/6 

2 1 1301住 土師杯葦 (140) 24 外 桜色 7 . 5YR7/6 
内 明赤褐色 5YR5/6 

3 1 1301住 (42) ( 106) i主黄櫨 7 . 5YR8/4 

4 1 1301住 杯 170 32 66 i主黄櫨 7 . 5YR8/4 

5 1 1301住 須恵杯 (52) 外 灰色 lOY5/1 
内 灰 白 色 lOY7/1 

6 1 1301住 土師杯の �� 厚 樫色 5YR6/6 
つ ま み (26) ( 12) 

7 1 1301住 須恵杯 125 (32) 灰色

8 1 1301住 i主鉢 (37) ( 102) 灰黄褐色 lOYR4/2 

9 1 1301住 須恵杯 (24) (38) 灰色
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備 考 登 録 番 号

No . 4  

カ ー ボ ン 付着 NO . 35 

口縁部に カ ー ボ ン NO . 38 
付着
ヘ ラ ケ ズ リ No . 40 . 41 

やや軟質 NO . 18 

NO . 26 

カ ー ボ ン 付着 NO . 1  

備 考 登 録 番 号

No . 492 ， 624 ， 743 ， 752 

煤付着 No ， 586 ， 590 ， 689 ， 691 
完形 702 ， 708 ， 729 ， 778 ， 801 
口 縁 部 に 著 し く No . 623 ， 782 
カ ー ボ ン 付着
カ ー ボ ン 付着 NO . 504 . 753 . 781 

カ ー ボ ン 付着 NO . 779 ， 780 ， 789 

赤彩 No . l778 

備 考 登 録 番 号

カ ー ボ ン 付着 No . 125 ， 1 29 

赤彩 NO . 55 

ろ く ろ あ と NO . 95 

カ ー ボ ン 付着 NO . 32 
ヘ ラ 切 り 痕
や や軟質 NO . 88 

No . 63 

NO . 31 

NO . 13 

墨書



番号

153-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

10 

1 1  

番号

154-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

第45表 縄文土器以外の 出土土器計測表

縄文以外の土器 第 1 53図

口 径
器 高 胴 部

底 径
出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調

mm mm 
mm mm 

301号溝 斐 (238) (264) (248) にぶ い黄櫨

302号溝 土師器 (126) (88) ( 1 12) 外 浅黄櫨 10YR8/4 

内 に ぶ い黄糧 10YR7/4 

302号海 長頚査 (112) ( 184) 外 にぶ い黄櫨 10YR7/2 

内 明褐灰色 7 . 5YR7/1 

302号溝 査 (71) 外 に ぶ い澄色 5YR6/4 

内 灰黄色 2 . 5Y6/2 

302号議 (136) 外 陪灰黄色 2 . 5Y5/2 

内 にぶい褐 7 . 5YR5/4 

302号議 査 (242) (73) 外 明赤褐色 2 . 5YR5/6 

内 浅黄樫 10YR8/4 

302号構 土師斐 (268) ( 100) (255) 糧色 5YR7/6 

302号講 斐 (254) (84) 外 に ぶ い黄櫨 lOYR7/4 

内 に ぶ い黄櫨 lOYR6/4 

302号講 土師杯 105 38 にぶ い燈色 7 . 5YR7/3 

302号溝 杯 (138) (61 )  外 浅黄櫨 7 . 5YR8/3 

内 に ぶ い樫色 7 . 5YR7 /4 

302号議 。 160 63 慶色 5YR6/6 

縄文以外の 土器 第 1 54図

口 径
器 高 胴 部

Jま 径
出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調

mm mm 
町加1 mm 

1301号議 宣官 (208) (71 )  明赤褐色 5YR5/6 

V 区 斐 (176) (70) (55) 外 に ぶ い燈色 5YR6/4 

内 に ぶ い黄糧 10YR6/3 

x m 区 イシ (252) (122) (258) i主黄樟 7 . 5YR8/6 

x m 区 。 (262) ( 148) (248) 外 に ぶ い櫨色 7 . 5YR8/4

内 澄色 7 . 5YR6/6 

X II 区 " (250) (55) (210) 外 燈色 5YR5/1 

内 に ぶ い燈色 7 . 5YR6/4

N 区 甑 長 さ 浅黄鐙 lOYR8/4 

(50) (42) 

I 区 甑 (300) ( 170) 浅黄澄 7 . 5YR8/6 

- 244 -

備 考 登 録 番 号

カ ー ボ ン 付着

NO . 52 

No . 44 

赤彩

やや軟質 NO . 30 

カ ー ボ ン 付着

タ ー ル状の カ ー ボ

ン付着

NO . 27 

倫 考 登 録 番 号

石英 ・ 砂粒多い 包51

カ ー ボ ン 付着 P-1 14 

やや軟質

カ ー ボ ン 付着 P-1 l l  

P-72 

砂粒含む P-8 



第46表 縄文土器以外の 出 土土器計測表

縄文以外の土器 第 1 55図

口 f圭
器 高 日岡 部

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調

mm mm 
mm mm 

155-1 町区 土 師杯 125 29 79 掻色 5YR6!8 

2 401号掘 杯 139 32 燈色 5YR6!8 

立柱建物
3 301号 土 師杯 (147) 33 燈色 5YR6!8 

道路
4 X IIl 区 ク 外 にぶ い黄櫨 lOYR6!4 

内 に ぶ い黄櫨 lOYR6!3 

5 I 区 イシ ( 132) (51 ) 樫色 5YR6!8 

6 1004号 イシ ( 1 18) (36) 668 黄燈 7 . 5YR7!8 

道路
7 1002号 。 ( 124) (33) 燈色 5YR7!6 

土機

8 1002号 イシ ( 1 10) (33) 糧色 7 . 5YR7!6 

土墳

9 1301往 。 (28) 脚台径 脚台高 明赤褐色 5YR5!6 

(101 ) 14 

10 (21) 外 明赤褐色 2 . 5YR5!6 

内 暗赤灰色 2 . 5YR3!1 

縄文以外の土器 第1 56図

口 径
器 高 胴 部

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調

mm mm 
mm mm 

156・1 I 区 土師杯 (150) 18 黄櫨色 7 . 5YR7!8 

2 1001号溝 。 ( 154) 41 脚台径 脚台高 槍色 7 . 5YR7!6 

(1 10) 13 

3 1 X 区 須恵器壷 (250) (120) 外 灰色 5Y6!1 

内 灰 白 色 5Y7!2 

4 X IIl 区 須恵器 ( 144) 外 灰黄色 2 . 5Y7!2 

長頚査 内 灰 白 色 2 . 5Y7!1 

5 田 区 須恵器 ( 140) 脚台径 掬台高 外 灰色 7 . 5Y4!1 

長頚査 (68) 19 内 灰色 7 . 5Y5!1 

6 I 区 須恵器 (122) 1 12  灰色

長頚壷

7 I 区 須恵器壷 (46) 脚台径 脚台高 外 赤褐色 lOR5!3 

1 10 14 内 に ぶ い赤褐 5YR5!4 
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備 考 登 録 番 号

板 目 圧痕 、 や や 軟

質、 回転ヘ ラ 切 り

回転ヘ ラ 切 り No . l . P-5 

カ } ボ ン 付着

回転ヘ ラ 切 り No . 1 ，  P-5 

カ ー ボ ン 付着

回転ヘ ラ 切 り 包1830

赤彩 体部 に 窯印 P-9 

の線刻

回転ヘ ラ 切 り No . 1  

糸切 り

カ ー ボ ン 付着

糸切 り

カ ー ボ ン 付着 No . 38 

底部 に窯印の線刻

回転ヘ ラ 切 り

カ ー ボ ン 付着

備 考

赤彩 、 や や軟質 P-9 

回転ヘ ラ 切 り

回転ヘ ラ 切 り No . 68 

P- 1 1  

焼成 良

底 は 輪状文

指頭痕

ヨ コ ナデ P-3 

焼成 良 P-10 



第47表 歴史時代の遺物計測表

縄文以外の土器( 墨書土器 ) 第1 57図

口 径
器 高 胴 部

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最 大径 色 調

mm mm 
mm mm 

157 - 1  N 区 土師杯 252 60 72 樟色 5YR6/6 

2 百 区 須恵杯 240 66 84 灰色 5Y5/1 

3 1301住 イシ (50) (80) 褐灰色 10YR6/1 

4 N 区 土師杯 (50) ( 102) 澄色 5YR7/8 

5 1 1301住 。 外 櫨色 5YR7/8 

内 にぶい糧色 5YR6/4 

6 I III 区 イ〉 外 櫨色 5YR6/6 

内 に ぶ い糧色 7 . 5YR7/4

7 I III 区 204 100 ( 1 l6) 外 様色 5YR6/6 

内 浅黄糧 10YR8/4 

8 I X III 区 土師 144 122 78 外 糧色 5YR6/6 

高 台杯 内 i主黄櫨 7 . 5YR7 /6  

9 I N 区 土師小型 (100) 98 (58) 穫色 5YR6/6 

壷土器

10 E 区 須恵杯 灰 白 色 7 . 5Y7/1 

I I  四 区 土師杯 樫色 5YR6/6 

12  302号i葬 須恵杯 にぶ い黄色 2 . 5Y6/3 

1 3  302号講 土師杯 樫色 5YR6/6 

歴史時代の遺物 第1 59図

ロ f圭 器 高 胴 部
底 径

番号 出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調mm mm 
mm mm 

159-1  I 区 布 目 瓦 (37) (85) 24 灰 白 色 2 . 5Y8/1 

2 V 区 土錘 47 10 穴直径 明黄褐色
45 

3 1 801号海 。 35 9 穴直径 燈色
4 

4 1 1201号掘 権形石製品 51  39 25 

立柱建物
5 I X 区 紡錘車 53 52 101 . 4  緑灰色

穴 48 穴 49
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備 考 登 録 番 号

墨書

赤彩

墨書 P-95 

墨書

て い ね い なっ く り

著 し く 磨耗 NO . 92 

赤彩

赤彩

赤彩

墨書

磨耗 は げ し い

備 考 登 録 番 号

安山岩 63 . 1 リ

滑石



第48表 歴史時代の遺物計測表

歴史時代の土器 第1 60図

口 径
器 高 胴 部

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調 備 考 登 録 番 号

mm mm 
mm mm 

160・1 901号 青磁 (33) 脚台径 脚台高 オ リ ー プ灰 lOY4/2 高台 は無紬

土機 (55) (2 1 ) 

2 I X 1 区 白 磁 (23) 脚台径 脚台高 灰 白 色 7 . 5Y8/2 高台 は無粕

(51 )  14  ~ 淡黄 7 . 5Y8/3 

3 1 1304号溝 瓦 質 (25) No . 8  

す り 鉢

4 1 1201号 青磁 (28) 脚台径 脚台高 オ リ ー ブ灰 2 . 5GY6/1 施紬

道路 (48) (2 1 ) 

5 1 501号 青磁 脚台高 香炉 の脚 部 No . 1  

道路 18 

6 1 102号議 白 磁 (37) 脚台径 脚台高 灰 白 色 2 . 5GY 高台 は無紬

33 16  

7 301号 陶器 脚台径 脚台高 白紬

道路 5 1  7 

鉄 淳 第 1 58図

口 径
器 高 胴 音E

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最大径 色 調 備 考 登 録 番 号

mm mm 
mm mm 

158-1 401号溝 ス ラ グ 46 31 15 No . 7  

2 401号議 ス ラ グ 44 29 9 No . 1  

3 ス ラ グ 44 46 13 

弥生土器 第 1 61 図

口 径
器 高 胴 部

底 径
番号 出土地点 器 種 残存高 最 大径 色 調 備 考 登 録 番 号

mm mm 
mm mm 

16 1 - 1  N区 弥生寮 (148) (88) にぶ い黄燈 ハ ケ メ

2 百 区 。 ( 144) (40) に ぶ い黄櫨 lOYR6/3 ハ ケ メ

3 町区 イシ (56) 外 燈色 7 . 5YR6/6 

内 黒色 lOYR1/1 」 ー
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第E章 総括 と 展望
今回 の調査で は 、 縄文時代 の住居跡 に加 え 、 古墳

時 代 、 平安時代 の 遺構 を 検 出 し た こ と は 、 こ の 地域

お い て 貴重 な 発見 と な っ た 。

第1節 縄文時代の遺構と遺物について

1 、 遺構の分布

縄文時代 の住居跡 7 基 、 埋蓋 7 基 、 土坑お よ び柱

穴群 を 検 出 し た 。 401号住居跡、 802号住居跡 は 、 削

平 が著 し く 不完全 な 住居跡で あ っ た が、 1303号住居

跡、 1304号住居跡か ら は 豊 富 な 縄文土器が出土 し た 。

住居跡 の 時期 は 、 出 土土 器 で 見 る か ぎ り 401号住居

跡 は 、 御 領 式 の 時期 、 1302号住居跡 、 1303号住居跡

お よ び1304号住居跡 は 、 天 城 式 の 時期 、 802号住居

跡 は 、 太郎迫式 の 時期 で あ ろ う 。

埋聾遺構 は 、 時期 を 識別 し う る 部位 を 残す遺物で

み る と 、 502号埋聾が御 領 式 の 時期 、 1001 号埋聾が

鳥井原式 の 時期 で あ る ほ か は 、 すべて 天城式 の 時期

で あ る 。 次 い で 、 遺構の分布 と 時期 の 関係 を み る と 、

3 カ 所 に 時期 を 違 え た 分布領域があ る 。 ひ と つ は 、

正陵上面 の平坦地 に 主 た る 遺構が集 中 し 、 包含層 か

ら の 土器片 の 出 土 も 移 し い 。 調 査 区 で は 噛 区南面IJ 、

咽 区 、 x n 区西側 、 X Ill 区 に 相 当 す る 。 こ の一帯 の

遺構の時期 は ほ と ん どが天城式 の 時期 で あ る 。

い ま 一 つ は 、 正 陵 の南緩斜面 に 散漫 に 分布す る 。

調査区 で は 町 区 、 V 区 に 相 当 す る 。 時期 は御領式の

時期 で あ る 。 三 つ 目 は 、 三万 田 式か ら 鳥井 原式 に か

け て の時期 で あ る が、 明確 な 分布領域 を な さ ず咽 区

と X 区 に 遺構が点在す る 。 以上 か ら 判 断 し て 、 第一

の 分布領域が天城式 の 時期 に 集 落 の 中 心で あ っ た と

思 わ れ 、 御 領 式 の 時期 よ り や や 集落が北遷 し つ つ 規

模が拡大 し た と み ら れ る 。

住居跡 と 埋聾 の 関 係 を み る と 、 天城式 の 時期 に相

当 す る 第 一 の 分布領域で は 、 住居跡 と 埋聾 は 近接 し

た 位 置 に 立 地す る と い え よ う 。 百 区 で は両者が至 近

距離 か ら 出 土 し て い る が時 期 が異 な り 両者の 関係 を

判 断す る に は 到 ら な い 。

2 、 土器の編年

大久保遺跡か ら は 、 縄文後期 か ら 晩期 に 到 る 各種

の土器が出 土 し た が、 大半 は 天城式で あ り 、 こ の 時

期 が本遺跡 の 全盛期 と い え よ う 。

以下各型式 の土器の消長 を 辿 ろ う 。

I 期
西平式 に 相 当 す る 。 l 点 の み の 出 土 で あ る 。 口 縁

部 を 欠 く が類例 で は波状 口 縁 で あ る 。 小型 の深鉢の

資料であ り 、 胴 部 に は横位 の 沈線 に 小 さ い 有扶 円 文

を 重 ね る 。 こ の 型式 と 遺構の 関 係 は 不 明 で あ る 。

E 期
太郎迫式 に 相 当 す る 。 擦消縄文 を 有す る 土器 で 、

小破片が数点 出 土 す る 。 802号住居跡 出 土 の 遺物 が

そ の 共伴す る 遺物 で あ る 。 小破片 が数点 出 土す る 。

浅鉢 を 3 類 、 深鉢 1 類 で構成す る 。

浅鉢 A 類 は 2 種あ り 、 29- 1 は 、 口 縁端部が外傾 し

た切 出 状 の 断面 を 呈 し 、 沈線 を 有す る 頚部 に 括 れ の

な い 浅鉢、 29-4 は 、 ミ ニ チ ュ ア 土器 で 、 口 縁 に 沈線

を 有す る 。

浅鉢 G 類 は碗形 を な す 。 一 見 、 素 口 縁 の碗形土器

で あ る が、 胴 部 内 面 に わず か に 稜線 を な し 口 縁端面

に 弱 い 沈線 を 有す る 。

深鉢 C 類 は 、 胴部が丸 み を な し て 張 り 出 し 、 肩 部

に は平行沈線 に X 字形の沈線文 を 重 ね る 。 口 縁部 は

内傾 し擦消縄文 を 有す る 波状 口 縁 を な す 。

E 期
三 万 図 式 に 相 当 す る 。 浅鉢が 3 類 、 深鉢 l 類 、 高

杯形土器、 注 目 土器で構成す る 。

浅鉢 A 類 は 、 頚部 に 括 れ の な い 浅鉢 で あ り 、 口 縁

部 は 外反 し て 聞 く 。 口 縁部 に は 回 線 に 羽状文 を 重 ね

る 。 浅鉢 B 類 は 、 同 じ く 頚部 に 括 れの な い 浅鉢 で あ
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る が 口 縁部が発達 し や や 長 い 。

浅鉢 C 類 は 、 頚部 に 括 れ を 有す る 浅鉢で あ る 。 口

縁 の あ り 方 は 、 水平 口 縁 と 、 波状 口 縁 の 名 残 を 残す

山 形 口 縁があ る 。 口 縁端 部 は 外寄 ぎ み に 聞 き 、 先端

は と が る 。

深鉢 B 類 は 、 頚部 に 括 れが な く 尖底 ぎみ の 胴部 を

な す 。 口 縁部 は 外寄 し て 開 き 先端 が尖 り 、 回 線 を 巡

ら す。 胴 部 に は 羽 状文 を あ し ら う 。

N期
鳥 井 原 式 に 相 当 す る 。 浅鉢が 3 類 、 深鉢が 4 類 、

注 目 土器で構成 さ れ る 。

浅鉢 A 類 は 、 頚音rs に 括 れ の な い 浅鉢 で あ る 。 口 縁

部 は 、 外湾 ぎ み に 聞 き 先 端 が尖 る も の と 、 先端 に 丸

み の あ る も ーの があ る 。 口 縁部 に は 回 線 を 巡 ら す 。

浅鉢 D 類 は 、 頚部 に 括 れ を 有 す る 浅鉢 で 、 口 縁部

は 、 外湾 ぎ み に 開 き 先端が尖 り 回 線 を 巡 ら す 。

浅鉢 F 類 は 、 頚 部 に 括 れ を 有 し 、 口 縁部 に 文様帯

の な し 、 小型 の 浅鉢 で あ る 。 頚 部 の 高 位 に て 外寄 し て

開 き 、 先 端 は 尖 る 。

U区

xm区

.. ー・ ・ ・ -• • • � ・ ー . .. ・ - ・ - ・ー ー . ・ ・ 二 ・ :. . . ー ・ ー . ・. ・ ー -. . ， '. . ' ーー . ー 、 . .. ー .:: .�:・ .γ

O 住 居 跡

・ 埋 費
、 焼成粘土塊
長 土 偶

深鉢 C 類 は 、 胴 部 は や や 丸 み があ り 頚 部 の 高 い 位

置 で 深 く く ぴれ 、 口 縁部 は 強 く 内傾 し 凹 線 を 巡 ら す 。

深鉢 D 類 は 、 C 類 に 似 る が著 し く 寸詰 ま り の 器形

で あ る 。 胴 部 の 最 大 径 で の 屈 曲 は 深 く 折 れ 込 む 。

深鉢 E 類 は 、 同 じ く C 類 に 似 る が、 口 縁部 が外反

し て 開 き 先端 が尖 る 。

深鉢 G 類 は 、 口 縁部 に ほ と ん ど文様帯がな く 、 胴

部 の 最大径部位 は 明 瞭 な 稜線 を な し て 屈 曲 す る 。

V 期
御 領式 に 相 当 す る 。 浅鉢 4 種 、 深鉢 4 種で 構 成 す

る 。

浅鉢 E 類 は 、 頚部 に 括 れ を 有 し 、 口 縁部 は や や 外

反す る 。

浅鉢 F 類 は 、 頚 部 の 高 位 で わ ず か に 括 れ た あ と 外

反 し て 聞 き 、 そ の ま ま 口 縁 部 を な す 。 文様帯 は な く

口 縁部 の 先 端 は 尖 る 。 器 形 は 碗形 に 近 い 。

浅鉢 G 類 は 、 碗形の 浅鉢で、 あ る 。 2 種あ り 、 器高

の 高 い も の と 、 低 く 口 縁端 部 に ご く わ ず か な 沈線 を

巡 ら し 退 化 し た 頚 部 の 括 れ を 残 す も の があ る 。

: ー千三 .. 土器片の濃密な 分布

キ ホ

J [二
XI 区 X 区

ー砂

第 1 62図 縄文時代の遺構 ・ 遺物分布関係図

- 249 一



浅鉢 H 類 は 、 異形の碗形 の 浅鉢で あ る 。 分厚 く 張

り 出 し た 底部 を 有 し 、 こ れ の 側 縁 に は 沈線が巡 る 。

平面形態 は 楕 円 形で あ る が、 民俗事例 で知 ら れ て い

る 木 目 方 向 が長 く 割 り 込 ま れ た 楕 円 形 の 木器 に 器形

の起源があ る と み ら れ る 。

深鉢 C 類 は 、 口 縁部 に 文様帯 の あ る 深鉢であ る 。

胴 部 の最大径部位 で は 鋭 く 「 く 」 の 字 に 屈 曲 し 、 頚

部の括 れ は 深 い が、 括 れ の 位 置 は 町 期 の も の よ り 幾

分低 い 。 文禄 は 、 磨 き 込 ま れ た 沈線 で形成 さ れ 、 む

し ろ 沈線部分 を ブ ラ ン ク と し 沈線 聞 を 浮彫状 に 陽線

化 し て 強調 し 文様表現 と し た と 見受 け ら れ る も の も

あ る 。

深鉢 D 類 は 、 胴部が寸詰 ま り の 器形で 、 胴 部 の 最

大径部位 は 、 丸 み を 呈 し つ つ 深 く 「 く 」 の字 に 屈 曲

す る 。

深鉢 E 類 は 、 胴 部 の 最大径部位 は 不 明 瞭 な 稜線で

屈 曲 す る 。 口 縁部 は わ ずか に 外反 ぎ み に 直立 し 、 端

部 は 尖 る 。

深鉢 F 類 は 、 口 縁部 に 文様帯 を 有す る が文様 の 乏

し い 深鉢で あ る 。 沈線表現 を 欠 く も の 、 あ る い は 沈

線 の 描線が浅 い も の や 途切 れがち の も の 、 ま た 文様

帯 の 幅が短 い も の な ど 、 器種 に は い く つ か の バ ラ エ

テ ィ があ る が概 し て 文 様 に 重 き を 置 か な い 類 で あ る 。

VI期
天城式 の 一 部 に 相 当 す る 。 天城式の住居跡 で は切

り 合 い がみ ら れ 、 こ の 内 1304号住居跡 の土器の一部

に は 共通す る 特徴があ る た め 同 住居跡の土器群 を VI

期 と し て 区 別 し た 。 浅鉢 、 深鉢 に 各 1 類 で構成す る 。

浅鉢 E 類 は 、 VI -2の 同 類 と 比べ胴 部 の 最 大径部位

が深 く 折 れ 、 頚部 の 括 れ も 明 瞭 で あ る 。

深鉢 C 類 は 、 口 縁部 の 文様帯がいずれ も 直立 し 、

尖 り 気味で あ る こ と がVI -2 と 区 別 さ れ る 属 性 で あ る 。

羽期
天城式 の 一 部 で あ る 。 本遺跡 出 土 の土器の大半 を

占 め る 。 浅鉢が 7 類 、 深鉢が 5 類 で構成す る 。

浅鉢 A 類 頚 部 の 括 れ の な い 浅鉢 で あ る 。 鳥井原

式 に 盛行 し た 器形 で あ る が、 個 体数 は 殆 ど見当 た ら

ず w 期 の も の は小型で胴部が極 わ ずか に S 字状の カ

ー ブ を な し つ つ 立 ち 上が る 。

浅鉢 D 類 頚部の括 れ を 有す る 浅鉢 で 、 口 縁部が

大 き く 外反 し 先端が尖 る 。 個 体数 は 少 な い 。

浅鉢 E 類 頚部 の括 れ を 有す る 浅鉢で 、 口 縁 部 は

直立 な い し は わ ず か に 外反 し 、 浅鉢で は 最 も 個 体数

が多 く 天城式 を 代表す る 浅鉢で あ る 。

浅鉢 E 類 口 縁部 に 文様帯 の な い 浅鉢 で あ る 。 概

し て 小型 で あ り 、 さ ら に 細 分化 し う る ほ ど ヴ ァ リ ュ

エ ー シ ョ ン に 富 む 。 頚 部 の 中 程で弱 く 外湾 す る 。

浅鉢 F 類 碗形 の 浅鉢 で あ る 。 E 類 と 同 様 に さ ら

に細分化 も 可 能 で あ る が、 取 り 敢 え ず器高が高 い も

の と 浅 い も の に 分類 で き る 。

浅鉢 I 類 握鉢形の浅鉢であ る 。 浅鉢 F 類 に も 似

た 器形があ る が遥 か に 大型 で あ り 、 調整 も 粗 い 。

浅鉢 I 類 碗形の 大型浅鉢で あ る 。 体部 は 直 立 ぎ

み に 立 ち 上が り 口 縁部 は 内傾 し つ つ 先端 は 尖 る 。 外

面 に は 沈線で木葉文 を 描 く 滋賀 里式の特徴 を 有す る

土器であ る 。

深鉢 C 類 胴 部 の 最 大 径 で の 屈 曲 は 角 度が鈍 く な

る 。 稜線が不 明 瞭 に な り 丸 み を 帯 ぴ る も の も あ る 。

頚部の括 れ も 浅 く な り 全体の 器形 は寸胴化す る 。 口

縁部 は 直立 な い し や や 内傾す る 。 器面調 整 が粗 く な

る こ と は こ の 時期 の 各類 の 深 鉢 に 共 通 し て 顕著 に な

る 。 ま た 深鉢 の 大型化 も こ の 時期 の特徴で あ る 。

深鉢 D 類 胴 部 の 最 大径部位 で の 屈 曲 が深 く 、 胴

部が短 い 器形で あ る 。 口 縁 部 に 文様帯 を 有 す る も の

と 無 い も の に 細 分で き る 。

深鉢 F 類 胴 部 の最大径部位 で 丸 み を な し て 屈 曲

し 、 口 縁部がや や 内 湾 ぎ み で あ る 。 口 縁部 は 無文で

あ る 。

深鉢 G 類 口 縁部 に 文様帯 の な い深鉢で あ る 。 深

鉢 C 類 と 口 縁部以外の器形 は 同 じ で あ る 。

深鉢 H 類 口 縁部 に 文様帯 の な い深鉢で あ る が深

鉢 G 類 と は著 し く 器形が異 な る 。 胴 部 は 丸 み を 呈 し

つ つ 立 ち 上が り 、 最大径部位で の 屈 曲 は 殆 ど な く 頚

部 に 移行す る 。 頚部の括 れ は わ ず か で あ る 。 器面 は

粗 く 条痕 を 全面 に 残 す 。

四期
古 閑 式 か黒川 式 に 相 当 す る 。 浅鉢が若 干 出 土 し た
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田 期 に 現 れ る 。 頚部 に 弱 い括 れ を 有 す る 器形 で あ

る 。 口 縁部 を み る と 、 町 期 の 浅 鉢 A 類 に み ら れ る 外

区期 零 し て 先端が尖 る 口 縁部 の 在 り 方 と 共通 す る も の が

突帯文 を 有す る 土器 で あ る 。 深鉢片 2 点 の み で あ あ る 。 町 期 に は 、 頚部 お よ び 口 縁部が発達 し 、 ま た

が、 こ の 時期 の深鉢 に つ い て は 不 明 で あ る 。

る 。 口 縁端部 に 刻 み 目 があ り 、 口 縁 近 く の外面 に 刻 頚部 の括れが一 層 強調 さ れ る が、 同 期 か ら 衰退 し 始

み 目 を 有す る 突帯 が巡 る 。 器面 は 荒 い条痕 を 残す。 め 、 親縁性 を 有 す る ゆ え に 本格 的 な 頚部 が括 れ る 器

種で あ る 浅鉢 E 類 に 吸収 さ れ る 。

3 、 器形の変選 四 期 に は 、 系譜 を 引 く と み ら れ る も の が出現す る

が、 浅鉢 E 類 に 著 し く 近 く 、 口 縁部 が外反 し て 尖 る

次 い で各器種 を 時系 列 を 追 っ て 変選 を み る と 次の

通 り で あ る 。

浅鉢 A 類
頚 部 の 括 れ の な い 浅鉢であ る 。 こ の 類 は H 期 か ら

出現 し 、 最 も 盛行す る 町期 で あ る が、 こ の 直 後 に 急

速 に 衰退 し 、 頚部 の 括 れ る 浅鉢 D 類 に 浅鉢の主流 の

座 を 譲 る が、 \lll 期 に も 小型化 し て 存続す る 。

E 期 の も の は 口 縁部 の 文様帯が未発達 で 、 切 出 状

に 外傾 し た 口 縁端 の 外面 を 文様帯 と し て い る 。 E 期

で は 、 始 め て 文様が回 線 に な り 、 こ の 期 に特徴 的 な

羽状文 を 有す る 。 町 期 は 、 こ の 類 の 典型 で あ り 、 口

縁部 は外湾 し て 先端 は 尖 り 文様帯 に は 力 感 の あ る 回

線 を 巡 ら す 。 そ の 後 、 空 白 を 置 き 四 期 に は 再 ぴ現れ

る が小型化 し 、 ま た こ の 頃 に 盛行す る 浅鉢 D 類 の 影

響 を 受 け 、 文様が回線か ら 沈線 に 変 わ り 、 胴部 に は

微妙 に S 字状の 曲 線が窺 わ れ る 。

浅鉢 B 類
E 期 に の み 現 れ る 。 同 期 の 浅鉢 A 類 の 器形 と の 違

い は 無 文 で あ る 。 浅鉢 A 類 の 文様帯 の 発達 に あ た か

も 取 り 残 さ れ る よ う に 次期 以 降 は 系 譜 を 絶 つ 。

浅鉢 C 類
皿 期 に の み 現れ る 。 同 期 の 浅鉢 A 類 の 変異型 と い

う べ き 器形 で あ る が、 器高全体 に 対 し 口 縁部 の 文様

帯が大 き く 発達す る 特徴があ り 、 未 だ 兆候 を 成 さ ざ

る と は い え 、 頚 部 の 括 れ を 有す る 浅鉢へ移行す る 下

地 を 形成す る も の と し て 把握 さ れ る 。

浅鉢 D 類

こ と で 区 別 さ れ る が、 外寄 し て 尖 る こ の類 の 典型期

に 見 ら れ た 属 性 は 失 わ れ る 。

浅鉢 E 類
V 期 に 始 ま り \1l 期 に 盛行す る 浅鉢で あ る 。 傾 向 と

し て 頚部 の 括 れ が V 期 、 VI 期 で は 強 い が、 四 期 に な

る と 胴部 の 最大径 で の 屈 曲 が弱 ま り 、 こ れ に 追随 し

て 頚部の括れ も 弱 ま る 。

咽期 に は 、 頚部 の括 れが形骸化 し 、 口 縁部 の 屈 曲

も 内 面 の 沈線で代用 す る よ う に な り 、 胴 部 と 口 縁部

の境界 は 暖味 に な る 。

浅鉢 F 類
町 期 か ら \1l 期 に か け現 れ る が変化 に 乏 し い 器種で

あ る 。 文様帯 がな く 頚部 が括 れ る 器種 で あ る 。 百 期

で は 頚部の高位で、括 れ や や 強 く 外寄 し て 口 縁部 を 形

成す る 。 胴部 は 器高全体 と 比べ低 い 。 V 期 で は 前 期

よ り 頚部 の外寄が弱 ま る 。 四 期 で は 、 器種 に 多 様化

がみ ら れ る 。 前 2 期 と の 違 い は 、 器高全体 に 対 し 胴

部が高 く な る 。 ま た 口 縁部 の 外寄 は 弱 く 頚部 の 中 央

で生 じ 、 著 し い も の で は 殆 ど素口 縁 に 近 い 器形 も み

ら れ る 。

浅鉢 G 類
素 口 縁 の 浅鉢で あ る 。 器種変化 は 前 述 の 浅鉢 F 類

よ り 乏 し い 。 器 と し て の 最 低 限 を な す 器形で あ る が

ゆ え に 本来各時期 に 存在す る 普遍 的 な も の で あ ろ う 。

H 期 の も の は ミ ニ チ ュ ア 土 器 で あ る 。 内 面 に 稜線 を

微か に な し 口 縁端部 は わ ず か に 内 に 傾 き 尖 る O 刊 で

は 前 述 の 浅鉢 F 類 と 同 様 に 多 様化 の 傾 向 を み せ る 。
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浅鉢 H 類
特殊 な 器形 の 浅鉢で あ る 。 編年 の項 で既述 し た 通

り で あ る 。 V 期 に 現 れ 、 こ の器種の シ ル エ ッ ト を み

る と 同 期 の 深鉢 D 類 に み ら れ る 胴部が低 く 寸詰 ま り

の 器形 と 共通性があ る 。

出土数の 多 い 咽 期 で み る と 、 土 器 の 大型化が 目 立 ち 、

こ の器形が深鉢の 主 流 の 地位 を 獲得 し た こ と を 示す

と と も に 、 一方 で は 先 に 述 べ た よ う に 器形の完成度

に 購 り が現 れ る 。

深鉢 D 類
浅鉢 l 類 こ の類 の 通性 は 胴部 の 最大 径 あ た り が丸 み を 呈す

握鉢形 の 浅鉢で 、 四 期 に 現れ る 。 大型で調整 は組 る こ と で あ る が、 時期 を 追 う ご と に 丸 み の こ じ ん ま

り と し 最後 は 単 に 胴 部 が寸詰 ま り を 呈す る だ け に な

る 。

浅鉢 J 類 E 期 で は 、 胴 部 の 丸 み は 大 き く 、 し か も 文様帯が

木葉文 を 有す る 浅鉢 で あ る が他 の 器種 と の系譜上 あ り 、 土器の 自 己表現すべ き 部位 と し て 重要 な 位置

の繋が り は な く 外来系 の土器で あ る 。 を 占 め る 。 町 期 以 降 は 、 胴 部 か ら 文様が消 え る 。 口

縁部 は 強 く 内傾 し 凹線 を 巡 ら す 。 胴 部 の 丸 み を な し

漂鉢 A 類 て 折 れ込 み 胴 部 は 短 く 、 頚部 は や や 強 く 括 れ る o VII 

西平式の特徴 を 有す る 土器 で あ る 。 胴部の 最大径 期 に は 、 胴 部 の 最 大径部位 の 丸 み が殆 ど消 え 、 胴部

部位が丸 み を 呈す る 点 が E 期 の 浅鉢 D 類 に 類似す る が器高 全体 に対 し 短 い 傾 向 の み 引 き 継がれ る 。

が、 器形 お よ び文様構成 に 変異 が大 き い た め独立 し

た 類 と し た 。 I 期 に 現 れ た の ち 系譜が途絶 え る 。

深鉢 B 類
E 期 に の み現 れ る 器種で あ る 。 深鉢 と し て は 続 く

系譜 を 欠 く が、 浅鉢 に は 頚部 に 括 れ の な い も の と し

て 町 期 の 浅鉢 A 類 に 属 性が引 き 継がれ る 。

深鉢 C 類
町 期 以 降 に 現れ、 四 期 に は深鉢の主流 と し て盛行

す る 器種で あ る 。 町 期 の も の は 口 縁部 の 内傾が著 し

く 、 回線で文様 を 巡 ら す こ と が大 き い特徴 で あ る 。

頚部の括 れ は 強 く 、 ま た 胴 部 は や や 脹 ら み つ つ 立 ち

上が り 、 器高 と 比べ最大径部位が広 い 。 V 期 で は 、

文様が磨 き 込 ま れ た 沈線 に 変 わ る 。 胴 部 は 直線状 に

立 ち 上が り 、 最 大径部位 は 鋭 く 稜線 を な し 「 く 」 の

字 に 屈 曲 し 、 頚部の括 れ も 深 く 、 全体 に 洗練 さ れ た

器形で あ る 。 以 上 の 時期 ま で は 器面 の 磨 き は丁寧で

あ る 。

百 期 以 降 は 器面調整が粗 く な り 、 沈線 の 数 も 不規

則 な も の が増 え る 。 町 期 と 四 期 で は 時期 差 が小 さ い

深鉢 E 類
口 縁部 は や や外反 し;端部が尖 り 、 胴 部 の 最大径部

位 は 丸 み があ る 器種で あ る 。 町 期 、 V 期 に 現 れ る 。

口 縁部 の 傾 向 は 、 E 期 お よ び町 期 の 浅 鉢 に 同 じ 属 性

がみ ら れ 、 こ こ か ら 選択 的 に 系 譜 を 引 く も の と み ら

れ る 。

深鉢 F 類
口 縁部 の 文様帯 を 有 し つ つ も 文様が貧弱 な 類 で あ

る 。 V 期 、 VII 期 に み ら れ 、 器形 は 多様で、 あ る が、 i采

鉢の組製化 に 伴 っ て 現 れ た も の で あ ろ う 。 概 し て 小

型 で あ る 。

深鉢 G 類
ロ 縁部 に 文様帯 の な い 深鉢で あ る 。 深鉢 C 類 と ほ

と ん ど同 型 で あ る 。 町 期 に 現れ る が、 口 縁部 の 端 面

に 文様 ら し き 名 残があ り 、 こ の 期 に は 一 気 に 文様 を

落 と す こ と に は跨跨 い が窺 わ れ る 。 四 期 に は 、 先 の

深鉢 C 類 がそ う で あ る よ う に 大型化す る 。

た め か大 き い 変化 は な い が VI 期 の も の に は頚部の括 深鉢 H 類
れ の位置が高 く 、 口 縁部 は 直立 す る 傾 向 が窺 わ れ る 。 VII 期 に 現れ る 新 し い タ イ プの 口 縁部 に 文 様帯 の な
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い深鉢で あ る 。 胴 部 の 最大径部位 の 屈 曲 が乏 し く 、

器面 は 著 し い 条痕 を 残す。

多 く は 天城式 の段 階 と 考 え ら れ る が、 羽状文 を 有す

る も の は 若干古 く 位 置 づ け ら れ よ う 。

出 土 地 点 の 判 明 し て い る 土偶 の 分布 は x m 区 に ほ

深鉢 l 類 と ん ど集 中 し 、 他 は わ ずか に X 1 区 に 2 点 、 珊 区 に

E 期 に 現 れ る 器種で従来 の縄文土器の 伝統 と は 大 1 点 出 土 し て い る 。 か く し て 土 偶 の 分布 は 、 住居跡

き く 姿 を 異 に す る 。 口 縁端部 と 胴部 に 刻 み 目 の あ る 群 の 中 心部 と し た 地 点 と 全 く 重 な り 、 集 落 の 周縁部

突帯 を 有す る 。 器面 に は 条痕 を 残す 。 に 棄損 し て 投棄 さ れ る と す る 従来 の 土 偶 観 と は 趣 を

異 に す る 。

4 、 土偶 、 焼成粘土塊 に つ い て 焼成粘土塊 は 、 土器製作工 程 で 素材 で あ る 未成 形

の生地粘土が廃棄 さ れ た あ と 、 偶 然 、 火 中 に 入 り 焼

本遺跡 か ら は 、 土偶 を 数 多 く 出 土 し た 。 い ず れ も 成 さ れ た た め 水 分 に よ る 溶解 を 免 れ 遺存 し た も の で

完形で は な く 、 ま た接 合 可 能 な 同 一 国 体 と 思 わ れ る あ る が、 焼成粘土塊 は 、 出 土 す る 集 落 と 、 出 土 し な

も の は な い 。 残存部位 は 、 頭 部 、 胸 部 、 腹部、 腕部、 い 集 落 があ り 、 こ れ は 集 落 内 で の 土器製作 の 有 無 を

脚 部 で あ り 、 こ の ほ か腕 を 具す 胸 部 、 頭部の み 欠失 反映す る も の と さ れ る 。 か か る 所説 に し た が え ば、

す る も の があ る が脚 部 が最 も 多 い 。 ま た頭部 を 遺存 こ の 集 落 が土器製作 を す る 集 落 で あ る こ と に な る 。

す る 胴部 は 無 く 、 頭 部 は 必 須 の 切 断部位 の 可 能性が X II 区 の 西端 と X 田 区 の 西端 に 集 中 す る が、 前 者

考 え ら れ る 。 は 大 型 の 粘土塊 で あ り 、 後者 は 小 さ い も の で あ る 。

時期 に つ い て は 、 1303号住居跡 、 1304号住居跡の 焼成粘土塊 の 分布 は 、 土偶 の 分布 と 際立 っ た 相 違 が

埋土 か ら 出 土 し た 土偶 は 、 住居跡 の 時期 と 同 様 の 天 み ら れ る 。 土 偶 が住居跡群 の 内 奥 か ら の 出 土 で あ る

城式 の 時期 で あ ろ う 。 本遺跡 の 土 器 の 時期 の 大 半 が の に 対 し 、 大 型 の 粘土塊の 出 土 し た X II 区 の 西 端 は 、

天城式 の 段 階 で あ る こ と か ら 類推 し て 土 偶 の 時期 も 土器片 の 出 土密 度 が薄 く 、 住居跡、 の 集 中 地 点 か ら 遠

臨 月 (1 0 ヵ 月 ) の外観
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く 、 集 落 の 周 縁部 と い う べ き 地 点 で あ る 。 こ れ は 火

を 用 い る 土器焼成地 を 遠 ざ け 火 災 を 避 け る た め の 立

地 で あ ろ う 。

土偶 に 論 を 戻 そ う 。 土偶 に つ い て 従来 か ら の 知 見

に よ る と 、 土偶 の 出 土す る 遺跡 は 、 焼成粘土塊 と 同

様 に 拠点 的 な 集落 で あ り 、 し か も 特定 の 拠点 的 な 集

落 に 限定 し て 出 土す る と さ れ る 。 ま た 多 く の土偶 は

妊娠状態 の 姿 を 表現 し 、 出 産儀礼 に 関 わ る 遺物 で あ

る と さ れ 、 そ の 出 土が、 損壊 し 分散廃棄 さ れ る こ と

を 巡 っ て そ の 呪 的 意 義 の 解釈がな さ れ て き た 。 こ こ

で は 後 に み る よ う に 、 土 偶 が特 定 の 妊娠 月 齢 を 表現

し て い る こ と に 着 目 し 、 制 作時 に お け る 土偶 の 意義

も ま た 検討課題で あ る こ と を 提起 し 、 さ ら に こ の 視

角 か ら 新 し い縄文社会 像 の 可 能性探 る も の で あ る 。

土偶 の 制 作 は 、 土器制作 と 無 関 係 な 季節 に 制 作 さ

れ た と は 考 え 憎 し 、 。 と い う の は 土器制 作 の 季節 に の

み 準備 さ れ る 、 土器用 の 熟 成 し た 生 地粘土の存在が

前提 で あ る か ら で あ る 。 ま た 土 偶 の 胎土お よ び調整

の 有 り 方 を 観察す る と 、 器形 の 相異 に も か か わ ら ず 、

土器 の そ れ と 共通 し て お り 、 両者 の 制 作 は 密接不可

分で あ る と み ら れ る 。

で は何故 に 土器制作 と 同 じ 季節 に 土偶 が作 ら れ た

の かが問 題 で あ る 。 こ れ は 順 当 な 解釈 と し て 土器制

作 の 季節 が、 当 時 の 人 々 が土偶 を 必要 と し た 季節 、

つ ま り 後述す る 妊娠末期 と 重 な っ て い た と すべ き で

あ る 。 多 く の 民俗事例 が示 す よ う に 土器制 作 は 女性

の仕事で あ る が、 土器 と 同 じ 季節 に 同 じ 素材 と 技法

を 用 い る 土偶 の 制 作 も ま た女性であ る と 解す る の が

自 然 で あ り 、 こ の 中 に は妊婦が含 ま れ 、 こ の結果 と

し て 土偶 制 作 があ り 得 た と 考 え ら れ る 。

さ て 本遺跡 出 土 の 土偶 の う ち 腹部 を 遺存す る 4 点

あ り 、 う ち 3 点 は 明 白 な 妊娠状態 を 呈 し 、 他 l 点 は

腹部 に 窪 み の 表現があ り 出 産 後 と み ら れ る 。 妊娠状

態 を 呈す る 個 体 の 側 面 観 を 検討 し 、 今 日 の 妊娠 曲 線

と 比較す る と (第 164図 ) 、 土偶 の 形態 と 大 き さ は 異

な る も ね れ ば、 妊婦 た ち は 副 次 的 に 土器制作 に 加 わ

っ た と す る よ り 、 む し ろ 妊婦 の 主 た る 労働 と し て 編

成す る こ と に 重要 な 意味があ り 、 か か る 過程で土偶

も 作 ら れ た と み た い 。

土偶 は 成形 後 、 火 中 で焼成 し て 初 め て 完 成 品 と な

る も の で あ る 。 こ れ を 火 の 試練 を 経 て 初 め て 生命力

を 獲得す る 類感呪術行為 で あ る と 解す る な ら ば、 妊

婦が土器制 作 に 携 わ る こ と も 同 じ く 火 を 媒介 と し た

通過儀礼 と し て の 機能 を 想定 さ せ る も の で あ る 。 さ

ら に は妊娠 = 豊穣 と し て 、 妊婦 の 制 作 し た 土器に 豊

穣 の 付与 を 期 待 し た と も い え よ う 。 土器制 作 と い う

生活手段 の 制 作が、 同 時 に 呪術的行為 と 複 合 し 未分

化で あ る こ と の 反映が、 縄文土器 に み ら れ る 複雑 な

呪術的文様 で あ ろ う 。

神 話 や 民俗事例 に は 、 出 産 と 火 の 親縁性 を 語 る も

の は 少 な く な い 。 火 は 文化の創造者で あ る 一 方 で 、

制 御 し がた い 自 然力 で あ る と い う 両義 的 な 性格 を 有

す る も の で あ る 。 し か る に 両 者 の 親縁性 は 変容 な い

し 価値転倒 を 被 り がち で あ る 。 神 話 で は 、 火 の 神 で

あ る 迦具土神 を 産 み 死 に 到 る 伊邪那美神 、 木花之佐

久夜姫 の 火 中 出 産 、 民俗事例 で は 出 産前 後 に 別 火 を

綴 り 出 す 例 、 現代 の 習 俗 で も 妊娠 中 に 火事 を 目 撃 す

る こ と や 丙午 の 禁忌 は 根強 く 残 っ て い る 。 こ れ ら は

出 産 に 関 わ る 火 の 儀礼 の 名 残 で あ ろ う 。

勿 論 、 ひ と つ の 集落 に 自 然、 な 人 口 構成 で妊婦が と

く に 集 中 す る こ と は あ り え な い か ら 土偶 、 焼成粘土

塊 を 出 土 し な い ム ラ ー 即 ち 周 辺 の 小集 落 か ら の拠点

集落への季節 的 な 人 口 移動 と み ら れ 、 か か る 特定 の

拠点集落 は 、 出 産 の た め の ム ラ で あ り 、 ま た 土器制

作 の ム ラ で あ り 、 総 じ て 女 の ム ラ と い え よ う 。

妊娠 8 カ 月 で晩秋の土器制 作 に 2 カ 月 従事 し た あ

と 出 産 し た と す れ ば、 こ れ よ り 10 カ 月 逆算 さ れ る 受

胎 は 概ね早春 か ら 春 の 彼岸 あ た り に 相 当 す る 。 卑近

な 例 で あ る が、 今 日 の 暦 で も こ の 時期 に 聖 バ レ ン タ

イ ン の 日 ( こ の 日 か ら 小鳥が交 尾 を 開 始す る と い わ

れ る ) を 制 定 し て い る こ と か ら も 鎮か れ る こ と で あ

る 。 後 世 の 古 代 の歌垣 、 若 菜摘 み は こ の シ ー ズ ン の

求婚習俗 の 名 残 に 相 当 し よ う 。

出 産 時期の限定 に 対 し て 次の よ う な 疑 念 があ り う

る だ ろ う 。 ま ず 出 産時期 を 冬季 に お く こ と は 生 理的

な 条件 に 適正 か と い う 問 題 、 次 い で 出 産 自 の 斉一性

の 問 題 で あ る 。

出 産 を 冬 に 配 当 す る こ と は 、 全面 的 に 自 然 な 生 理

的適正 に 一致 し て い る と は い え な い 。 当 時 の 気 温 は

現在 よ り 寒 冷 で あ り 、 冬季の生存条件 は 厳 し か っ た
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と 思 わ れ る が、 一 方 で は 、 前 近 代 社 会 で の 乳 幼 児 の

死亡が、 夏 の 疫 病 で あ っ た こ と を 考 え る と 必ず し も

冬が不利 と は 限 ら な い 一面 も あ る 。 し か し 出 産期 を

冬 と し た こ と は 生 理 的 な 選択 で あ る よ り も 社 会 的 要

請 と み ら れ る 。 む し ろ こ の 季 節 が生 産 的労働 か ら 解

放 さ れ 、 消 費 の み の 季 節 で あ る か ら こ そ次世代の生

命 の 「生産」 の 季節 に 充 て ら れ た と し た し 、 。 勿 論 そ

の た め に は 前提 と し て 恋 の 季節 は 早春 に 設定 さ れ ざ

る を 得 な し 、 。

ま た 出 産 時期 の 斉 一性 は 、 一 つ の生存戦略で あ ろ

う 。 年 間 の 生 産 活動 が 自 然 の サ イ ク ル に 適応 し て 厳

し く 律せ ら れ て い る な かで 、 集 団 の 各 成 員 に か な り

の 負 担 を 強 い る 妊娠 と 出 産 が ひ と り 恋 意性 に 委 ね ら

れ た と は 考 え ら ず 、 厳格 な タ ブ ー と 強 力 に よ る 淘 汰

が存在 し た で あ ろ う 。 一 方 、 出 産 時期 の 斉 一性 は 、

保育管理 の 上 で 合理的 で あ り 、 最 小 の 負 担 で よ り 多

数の生存 を 保障 し た で あ ろ う 。

出 産 時期 の 季節 的 限定 と 斉 ー は 、 自 然 の 全 き 被制

約 下 に あ る 動物 の 世 界 で は 、 交尾期 の 結果 と し て 普

遍 的 に存在 し 、 自 然 と 未分化 で あ っ た こ ろ の 人 類 の

行動様式 に も あ り 得 た で あ ろ う が、 時 を 隔 て る 縄女

時代 の 出 産 時期 の 季節 的 限定 と 斉 ー は 、 社 会 的 要 因

が本源 的 で あ ろ う 。 土器制 作 の 時期 が 出 産 時期 を 規

定 し 、 さ ら に こ の 結果 と し て 受胎す る 時期 に も 規定

が遡 及 し た も の で あ る 。

自 然状態 の 交 尾 期 に 遠 い 起源 を な す と し て も 、 土

器制 作 と い う 生 業 が受胎時期 に 規定 を 加 え た の で あ

り 、 外観 は 交尾期 に 似 る が生物学 的 な 起源 と は 別 倒

と み る べ き で あ る 。

次い で縄文時代 の い つ の 時期 か ら 出 産 時期 の 季節

的 限定 と 斉ー が始 ま っ た か を 推定 し た い 。 そ も そ も

出 産 時期 を 土器制作が規定 し た の は 、 土器制 作 の 時

期 に 季節性が要 求 さ れ る よ う に な っ て か ら 以 後 と お

お ま か に い え よ う 。 こ れ は 結 論 か ら 先 に 言 え ば 、 土

器生産 に 質 的 ・ 量 的 画 期 が現 れ る 縄文後期 後半以後

で あ る 。 よ り 精綴 な 黒色磨研土器の 制 作 の た め の 計

画 的 な 生地粘土 の 養生 管 理 の 重視 、 拠 点 集 落 の 成 立

と 、 そ の 特 定 の 集 落 が土器制 作 の ム ラ と し て 土器の

大量生 産 が さ れ る よ う に な っ た 縄文 後 期 後 半以 後 の

社会情勢 に対応す る も の と い え よ う 。

最 後 に 、 土偶 の 出 土 数 が 「少 な い」 理 由 を 聞 い た

い。 本遺跡 が 多 数 の 土 偶 を 出 土 し た 遺跡 と し て 知 ら

れて い る こ と は事実 で あ る 。 し か し 何 と 比較 し た 数

字で あ ろ う か。 土 器 の 数量 と 比較 す れ ば遥 か に 少 な

い数であ る 。 世 の 「 多 数 の 土偶 を 出 土 し た 遺跡」 と

さ れ る も の の 場 合 で も し か り で あ る 。 土偶 の 数 の 「 多

さ 」 は 肱惑 さ れ た 主 観 的 な 数 で あ り 、 冷静 に 土 器 の

数量 と 比 べ れ ば 、 ど れ ほ ど少 な い か に む し ろ 問 わ れ

る べ き 真実が蔵 さ れ て い る の ゼ、 あ る 。 日 用 品 で あ る

土器 と 、 ハ レ の 遺物 に は 数量 に 格差があ る の は 当 然、

の こ と と し で も あ ま り に 少数 で あ る 。

も し 妊娠 の 度 に 土偶 の儀礼があ る と し た ら 、 土偶

の総数 = 全女性 人 口 × 妊娠 回 数 に な り 、 そ の 数 は 膨

大 に な る は ずで あ る 。 し か し 実 際 は ど れ ほ ど多 く 出

土 し た 遺跡 で も さ し て 知 れ た 数 で あ る O 土偶 と は 、

も と も と 数が少 な い 遺 物 で あ る 。 そ し て そ の 理 由 は

た だ 一つ 、 土偶 を 用 い る 儀礼 は 個 々 人 の 資 格 で受 け

る べ き 儀礼で は な く 、 毎年 、 集 団 全体 あ る い は 年齢

集 団 な ど一定 規模 の 集 団 で 、 同 時期 に 実施 さ れ た と

説 明 さ れ よ う 。 こ れ は 出 産 の 斉 一 性 の 一 つ の 傍証で

あ ろ う 。

5 、 埋聾 に つ い て

本遺跡 で の 住居跡 と 埋聾 の 近接 し た 立 地 は 、 出 産

の た め の 女 の ム ラ な れ ばこ そ 理解 し う る 事 象 で あ る 。

出 産 も あ れ ば当 然死 産 も あ り う る 。 埋 斐 の 意義 は 、

乳児 の埋葬施設 に 求 め る に せ よ 胞衣埋納施設 と す る

に せ よ 、 埋棄が作 ら れ た 季節 は 、 女性が拠点 集 落 に

滞在 し て い る 冬場 の 出 産 シ ー ズ ン と ほ ぼ重 な る 時期

に 求 め る べ き で あ ろ う 。

埋聾の あ り 方 は 、 縄文時代 の 死 の 認 識 を 灰 か に 知

る こ と がで き る 。 す で に 述 べ て き た よ う に 、 土器制

作 は 妊婦 を 含 む女性 の 手 に よ り 、 し か も 妊娠末期 に

重 な る 時期 に 集 中 し て 制 作 さ れ る こ と は 、 土器 を 女

性 を 表徴す る 媒体 と し て の 観 念 を 容易 に 想起せ し め 、

死児 の埋葬施設 と し て の埋棄 と は ま さ に 胎 内 に 相 応

し い も の で あ る 。

出 産 お よ び受胎期 が社 会 的 に 制 御 一 季節 的 限定 と

斉 ー が な さ れ た 社 会 で は 、 当 然 の 如 く 、 次 の よ う な
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季 節 観 と 照応 し た 生 命観 を 生 み 出 す 。

早春の受胎時期 か ら 初 冬 の 出 産時期 ま で を 生命の

季節 と し 、 出 産時期 か ら 翌早春の受胎時期 ま で の短

い 期 聞 が厳 冬 の 生命力 の 龍 も り の 季節 と し て 裁然 と

認識 さ れ る 。 後者の時期 は 、 新生 児 に は 人生 最 初 の

試練の 時期 で あ り 、 生 ま れ得 な か っ た子供 に と っ て

は 、 死 の 状態 と し て 早春 ま で の 短 い 期 間 を 土 中 で過

ごす時期 で あ る 。 埋聾 と は 、 厳 冬 の 短期 間 、 ご く 一

時 的 に 霊魂が滞留 し 、 ほ ど な く 再生す る た め の 装 置

で あ る 。 こ こ で は 死 は 永 久 の も の で は な く 、 生命の

龍 も れ る 状態 、 即 ち 潜勢力 と し て の 生 命力 あ る い は

仮死状態 で あ る 。 早春の 受胎時期 の こ ろ に は 萌 え 出

る 春 の 若 菜 な み に 再 び生命 は 顕現す る と さ れ る 。

埋聾 は 、 か か る 生命観 を 反映 し た 葬 制 で あ る 。 埋

聾 に 供 さ れ た 土器 は 、 日 用 品 で あ る 深鉢形土器 を 転

用 し て お り 、 し か も 土 器 の 表面 に カ ー ボ ン の付着が

観察 さ れ る 、 使用 さ れ た 土器 で あ り 、 後世の聾棺 に

み ら れ る よ う な 特 別 な も の を 用 い て い な い こ と は 、

壊聾が居住空 聞 か ら ほ と ん ど隔 た っ て い な い こ と と

併せ て 、 当 時 の 人 々 が死 を 一過性の短い プ ロ セ ス と

し て 理解 し て い た こ と の 反映で あ ろ う 。

6 、 ま と め

本遺跡 は縄文時代後期 か ら 晩期 に か け て の時期 、

具体的 な 土器型式 で は 、 御 領 式 と 天城式が主体で あ

る が、 西平式 に 始 ま り 、 太郎迫式 、 三 万 図 式 、 鳥 井

原 式 、 御 領 式 、 天 城式 、 古 閑 式 、 黒 川 式 、 突帯文土

器 に 到 る ま で連綿 と 絶 え る こ と な く 各時期 の 土器が

出 土 し て お り 、 こ の こ と は 本遺跡が定住性が高 く 、

長期 間 に わ た り 拠 点 的 な 地位 を 維持 し た 集 落 で あ る

こ と を 示 し て い る 。

で は何故 に 定住性 を 維持 し え た か で あ る が、 石器

の 器種組成 に ひ と つ の 解 決 を 読 み 取 る こ と がで き る 。

す で に 石器 の 項 目 で記 し た よ う に 、 石器の 器種組

成 に お い て は 、 膨 大 会 量 の 磨 石 が示 す よ う に 植物食

に 依存す る 生業 で あ る こ と が分 か る 。

ま た 狩 猟 に 関 わ る 石器 で あ る 石銭 、 石匙 に 対 し 、

栽培 に 関 わ る 石器 と さ れ る 打製 石 斧 、 打製石鎌 がは

る か に 凌 駕 す る こ と か ら み て 、 本遺跡 の生業が、 た

ん に 植物食 に 依存 の み な ら ず栽培 に 重 き を 置 い て い

た こ と が定住性 を 保障 し た も の で あ ろ う 。

ま た 黒曜石剥 片 の 産 地 比 は興味あ る 事実 を 示 し て

い る 。 黒煙石剥 片 は 、 漆黒 の 佐賀 県腰岳 産 の も の と 、

白 濁 色 の 大 分県姫 島 産 の も の の 2 種で あ っ た が、 ほ

と ん どが前者で あ っ た 。 こ れ の 意 味す る と こ ろ は東

か ら の文化交 流 に 対 し 、 西 か ら の そ れ の優位 を 示 す

も の で あ ろ う 。 こ の こ と は 、 一 方 で 土偶 に 代表 さ れ

る 栽培経済 に 対 応 し た 社 会 シ ス テ ム を 東 か ら 受 け 入

れつ つ 、 他方 で は 、 後の稲作文化 を 受容す る 情報 ル

ー ト を 掃 き 清 め て い る 姿 を 見 て 取 る こ と がで き る 。

7 、 ひ と つ の 縄文社会試論

こ こ で土偶 と い う ー 遺物 か ら の 分析 か ら で あ る が、

こ の 視角 か ら 後期後半以後の縄文社 会 の 可 能 な 限 り

の復原 を 試 み た 。

も と よ り 縄文 集 落 の ご く 一 部 の 調 査 で あ り 、 し か

も 土偶 と い う 限 ら れ た 遺物 か ら の 分析 に よ る 当 時 の

社 会 の 復原 で あ り 無謀 な 試 み と の批判 は 甘受す る も

の で あ る 。

す で に 見 て き た と お り 、 土偶 の 有 り 方 か ら 垣 間 見

る と 後期 以 降 の縄文社 会 に は そ れ以 前 の 縄文社 会 と

は 異 な る 社会 シ ス テ ム を 読 み 取 る こ と がで き る 。

縄文時代 は 、 自 然 の 季節性サ イ ク ル に 生 業 が組み

込 ま れ 、 エ コ ロ ジ カ ル に 適応 し た 社 会 と さ れ て い る 。

と こ ろ が土偶 か ら 分析 さ れ る 後期 後半 以 後 の 縄文社

会像 は 、 人 間 の 生 産 活動 の 側 か ら の 強 い イ ニ シ ア テ

イ ブの も と で 、 本来 自 然 の 摂 理 で あ る 出 産 、 受胎 ま

でが規制 が及 び、 年 間 の 生 業 サ イ ク ル に 従属 し て い

る 姿 で あ る 。 環境へ の 適 応 と 依存 に よ る 縄文 社 会 の

枠組み を 維持 し つ つ も 、 自 然 の 摂 理 に ま で 介入 し 、

年 間 生 業 の 労働 配分の よ り 綴密 化 に よ り 、 い わ ば効

率化 を 志 向 す る も の で あ る 。

し か し 、 自 然 の摂理 に 反す る 、 擬制 さ れ た 交尾期 、

出 産 期 の 季節 的 規制 と 、 そ の 斉 一性 を 全成 員 に 求 め

る に は タ ブ ー だ け で は 不 十 分 で あ り 、 そ こ に は 強 い

リ ー ダ ー シ ッ プ を 予 想 さ せ 、 近年提唱 さ れ た縄文時

代 に 階層 化社 会 があ っ た と す る 論 は 魅力 的 で あ る 。

縄文階層 化社会論 は 、 そ の 前提 と し て 、 豊 か な 縄
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文社会 を 発 見 し 、 既成 の縄文社 会 像 の 変 更 を提起 し

て い る 。 豊 か さ の 由 来 に つ い て は 主 に 2 説 あ り 、 ひ

と つ は 、 食糧貯蔵 と 定住 を 重視す る も の で あ る が、

こ の 説 は 、 富 の 発 生 が階級 を 発生 す る と い う 唯物 史

観の シ ェ ー マ を 縄文 社 会 に拡張 し 適用 す る 試み で あ

る 。 ま た 、 い ま 一 つ は 、 通 年 的 に安定 し た 食糧 資 源

の存在す る 生態 的 条 件 の も と で は 、 特殊化 し た 狩猟

が生 業分化 し 社 会 的 な プ レ ス テ ー ジ を 獲得 し 階層 化

す る と す る 説 で あ る 。

土偶 の 分析 よ り 得 ら れ た 新 た な 視点 に 立 っ て 、 両

説 の 富 の 源 泉 と 階層 化 の 由 来 を 検討 し た 。

階層 化 を 基礎づ け て い る 富 の 源 泉 と し て 、 前説 は 、

保存性食糧 資 源 あ る い は 保存技術 の 開 発が想定 さ れ

て い る 。 し か し 収穫 の 不安定性 を 補 う こ と に 目 的 が

あ り 、 水 田 稲 作 に 比肩 す る よ う な 、 投 入 し た 労働 に

比例 し た 安定 し た 獲得 を 保障す る も の で は な い 。 縄

文時代の 人 口 推計 の 大 き な 変動 は 、 収穫 の不安定性

を か か る 資 源 や技術が よ く 克服 し 得 な か っ た こ と を

物 語 る も の で あ る 。

一方 、 後説 は 、 良好 な 生 態 的 条件 が前提 で あ り 、

階層 化 は よ ほ どの特殊 な 立 地 で 生 じ る 現象 と い う こ

と に な る 。 ま た 豊 か な 資 源が通年 的 に 安定 し て 獲得

で き る と い う こ と は 、 直 ち に 人 口 増 加 に 繋 が り 、 資

源、 と 人 口 は 均衡 し 、 生 業 分化の前提 で あ る 余剰 を 消

失す る も の で は な か ろ う か。

富 の 由 来 と 階層 化 の 成 因 に つ い て 、 両説 か ら 多 く

を 得 る も の で あ る が、 本論で は 次 の 可 能性 を 提示 し

て お き た い 。

階層 化 の 基礎 と な る 豊 か さ は 、 縄文時代 を 通 じ て

エ コ ロ ジ カ ル な 適応 が 開 発 し 尽 く さ れ て お り 、 さ ら

に 生 産 の不安定性 を 克服す る た め の 、 残 る フ ロ ン テ

ィ ア は 、 モ ノ よ り も む し ろ 人 的 資 源 の 有効利 用 で あ

る 。 人 が唯一 ほ ほ完 全 に 制 御 し う る 自 然性 は 、 自 己

の 出 産 期 の 規制 で あ り 、 こ れ に よ る 効 率 的 かつ計画

的 な 資 源利用 が、 生 産 性 の 向 上 に 寄与 し た も の と 思

わ れ る 。 かか る 規制 は 、 当 初 か ら 富 の 増 大 を 目 的 に

し た も の で は な く 、 縄文後期 か ら の 寒 冷化 に 直面 し

た 危機戦 略 と し て の 社 会 の 高 度 化 の 過 程で結果 と し

て 派生 し た も の で あ ろ う 。

次 い で 階層 化 の 成 因 に つ い て は 、 先 に 紹 介 し た 生

業分化が階層 化 を も た ら す と す る 説が、 特殊化 し た

狩猟が少数の上層 を ま ず析 出 す る と す る の に 対 し 、

こ こ で は 、 む し ろ 均 質 な 社 会 か ら の 脱落 者が層 を な

す こ と に よ り 階層 化 を 形成 し た こ と を 次 の よ う に 提

示 し た い 。

出 産 期 の規制 は 、 当 然 に も そ の 少数 の 逸 脱 者 の 発

生 を 避 け がた い も の で あ る 。 逸 脱 し た 出 生 は 悪苗 と

し て 間 引 き さ れ 、 か か る タ ブ ー を 侵 犯 し た 原 因 者 は

集 落 か ら の 追 放 で あ ろ う 。 社 会 の紐帯 か ら の 切 断 で

あ り 、 こ の 「楽 園 追放」 も ま た 事実上 の 生 存 の 否定 、

す な わ ち 間 引 き に よ る 秩序 の 回 復 で あ る 。 こ の 間 引

き の 実践 は 、 ま さ に 半 栽培技術 の 人 間 へ の 応 用 と い

え よ う 。

と こ ろ で タ ブ ー の 強 化が進 む に つ れ 、 逸脱者 の 発

生が半 ば一般化 し 、 間 引 き に よ る 対応 が 困 難 と す る 。

新 た な 対応 は 、 社 会 内 で の 「追放」 つ ま り 、 言 葉 と

し て 最適 で は な い が賎民層 が形成 さ れ る 。 さ ら に 安

定 し た 社 会層 と し て 定着 す る と 、 特 定 の 生 業 を 分担

す る 。 た と え ば高 度 な 技 術 の 工 芸 品 は 、 専 業 化 し た

生業 に 生 じ が ち な 習 熟 と 生 産 性 の 成 果 で あ ろ う 。 逸

脱者 の抹殺か ら 、 思11 致 な い し 育 成 へ の 転換 で、 あ り 、

人 間 に応用 し た 半 栽培 か ら 栽培 へ の 転換 に 相 当 し ょ

つ 。

縄文式階層 化社 会 論 は 、 縄文時代 の 高揚期 に 、 高

度 な 文化 を 支 え た 担 い 手 と し て 奴隷 ( ! ) の 存在 の 可

能性 に 言 及 し て い る が、 こ れ に つ い て も 新 た な 視点

か ら +食言す を 加 え た い 。

結論か ら 言 え ば、 奴 隷 の 存在 は 否定 さ れ る べ き で

あ る 。 ま た 奴隷の成 因 を 十 分 に 説 明 し え て い な い 。

奴隷獲得 の た め の対外戦争が考 え ら れ な い 以 上 、 奴

隷の発生 は 、 当 該 社 会 か ら 内 在 的 に 説 明 が要求 さ れ

る 。 も と よ り こ こ で述 べ る 奴隷 と は 、 古 代 社 会 に お

け る よ う な 労働 力 と し て の 階級 で は な く 、 供 犠 の 対

象 と な る 人 格 で あ る 。 先 に 社 会 内 で の 追 放者層 を 賎

民層 の 本体 と し た が、 重 ね て 定義す れ ば、 賎民層 と

は 、 犠牲 を 供 出 す る 階層 で あ る 、 と い え よ う 。

何故 な ら 本来 、 間 引 き に よ り 排 除 さ れ る べ き 対 象

か ら 発生 し 、 特定 の 社 会 的 に 必 須 の 職 能 を 分担 す る

と は い え 、 間 引 き を 繰 り 延べ ら れ て い る 忌 むべ き 集

団 と し て の 本 源 的 規定 を 賎民層 は 内 包 し て お り 、 自
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ら の社 会 の 起 源 を 説明 す る 祭儀 に 際 し て は 、 f共犠 を

求 め ら れ 、 反復再現 し 、 定義 を 社 会 的 に 再確認 さ れ

る 階層 と い え よ う 。 犠牲 は 、 い わ ば賎民層 の職能の

ひ と つ で あ る 。 祭 儀 に 供 す る 高 度 な 工芸 品 の 制 作 も

賎民層 の 職 能 で あ る が、 こ う し た 品 じ な も 祭儀 に お

い て 蕩 尽 き れ る こ と で は 犠牲 と 同 様で あ る 。

賎民層 の さ ら に 下 位 に 独 自 の 社 会 層 と し て 奴隷が

存在 し た の で は な く 、 儀礼 に お い て 賎民層 か ら 白 羽

の 矢 が当 た っ た 犠牲者があ た か も 奴隷 と し て 現象す

る に す ぎず、 階級化 を 意味す る 高 度 の ヒ エ ラ ル キ ー

構造 は 生 じ て い な い と み た い 。

こ こ で縄文社会 に は 階級 は 存在 し な い 、 と す る 定

説 と 階層 の 意 義 を 検討 し な け れ ば な ら な い 。

縄文式 階層 化社会論 は 、 考古学的事実 か ら 縄文時

代 に か な り の 社 会 的格差があ り 、 こ こ か ら 階層 差 の

存在 を 想定 し て い る が、 階級 に つ い て は 触 れ て い な

い 。 に も か か わ ら ず 、 奴隷 さ え 存在す る と し つ つ 階

級 の 存在 を 否定す る こ と は 矛 盾 で あ る か ら 、 後 ろ 向

き に 事実上 ; 階層 の 語 に 仮託 し て 階級 の 存在 を 肯定

す る 立場 と い え よ う 。

本論で は 前 述 の よ う に 、 奴隷 と 見 え る も の は 均質

社 会 か ら 脱落 し た 賎民層 の 一 つ の 姿 と し て 奴隷の存

在 を 否 定 し 、 ま た 階級 の 存在 も 認め る も の で は な い

が、 縄文式階層 化社会論の功績 は 、 縄文社 会 を 無階

級 社 会 と す る 定説 が も た ら す ス タ テ ィ ッ ク な 社会像

に 対 し 、 考古学的事実 か ら 類推す る 覆 う べ く も な い

明確 な 社 会 的 格 差 を 直視 し た こ と で あ る 。 階級 と 階

層 の 混 同 は 、 用 語 の混乱で あ る 以上 に 、 階級差 と 見

紛 が う ほ ど の 社 会 的 格 差 と い う 事実 があ る か ら で あ

る 。

所 有 の 有 り 方 が規定す る 取得 の 格 差 を 階級差 と す

る な ら ば、 か か る 事実 を 縄文社会 に は 未 だ 見 出 す こ

と は 困 難 で あ る 。 し か し 無 階級社会 と い う 前提 に 矛

盾 を 来 す ほ ど の 歴 然 と し た 階層 差が存在す る 意義 に

つ い て 次 の よ う に 結 論付 け た い 。

無 階級社 会 つ ま り 均 質 社 会 を 転覆す る 異 質 な 要素

と し て 階 層 化 は 生 じ た の で な く 、 む し ろ 縄文社会の

基本的 な 有 り 方 で あ る 無 階級社 会 の 維持す る た め の

安全弁 と し て 階層 は 存在 し た と い え よ う 。 既述の よ

う に 、 後 期 後 半 以 後 の 縄文社会 は 、 環境 の 寒 冷 化 に

直面 し て 生存 戦略 と し て 社 会 の再編成 を 遂 げた 。 そ

の 一 つ が出 産への統制並 び、に タ ブ ー の 強 化 で あ る 。

こ れ は均 質性の徹底 で あ る が、 必 然、的 に伴 う 逸 脱者

排 除 の 合 理化 か ら 賎民層 を 形成 さ れ る 。 タ ブ ー の侵

犯が も た ら す社 会 の動揺 を 吸収す る の が階層 の役割

で あ り 、 階層 は 社 会 の 均 質性の必要条件 で あ る 。

均 質性 を 徹底 し た 結 果 、 社 会 に 階層 が生 じ 均 質性

が破 ら れ る と い う 危 う い 二律背 反 を 来 し て い る の だ

が、 階層 化が、 結果 と し て 生業 分化 と 分業化 を 促進

し 、 後 の 高 度 な 水 田 稲 作 = 階級社 会 の 萌 芽 を 受容す

る 条件 を 準備 し た と い え よ う 。

社会 を 規制 し た タ ブ ー は 、 階層 化 の 進 行 で破綻 し

効力 を 喪失す る と 、 縄文社 会 の 基礎単位 で あ る 拠点

集落 は動揺 し 、 縄文 的 な 生業 と 社会編制 は 放棄 さ れ 、

別 の 寒 冷期 適応戦略 と し て 弥生杜 会 に 移行 し た の で

あ る 。
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第 U 章 平安時代の遺構 と 遺物 に つ い て
掘立柱建物 が数棟検 出 さ れ 、 概ね 四 至 に 主 軸 を 重

ね る が、 調 査 区 が狭長 で分散 し て い る こ と か ら 、 当

該遺構 の 配置 の 全 貌 と 意味 を 知 る こ と は 困 難 で あ る 。

掘立柱建物 お よ び同 時期 の 竪穴住居跡 、 道路状遺構

研究J 1980 雄 山 関

島津義昭 〈黒色磨研土器様式 r縄文土器大観」

1989 小学館

泉 拓 良 ・ 山 崎 純 男 〈凸帯文系 土器様式 r縄文

の所在す る 調 査 区 は 、 I 区 、 田 区 、 町 区 、 羽 区 、 咽 土器大観J 1989 小学館

区 、 匝 区 、 X II 区 、 X 皿 区 で あ り 、 こ の 一 帯 の 丘 陵 今井 尭 (焼粘土塊 と 生粘土貯蔵穴〉 考古学研究

地 に か な り の 規模 の 掘 立柱建物 群 が限 っ て い る と 想 34 3 1987 

定 さ れ る 。

遺物 は 、 墨書土器、 布 目 瓦 、 権形石 製 品 で あ り 、

い ず れ も 官街 に 特 有 の 遺物 で あ る 。 ま た 本遺跡 の南

東 に は 、 9 世紀 に 短期 間 存続 し た 郡 i奇跡、 に 比定 さ れ

る 上鶴頭遺跡があ り 、 こ れ ら の 事情 と 併せて考察す

れ ば掘立柱建物 群 は 官 街 の 関 連 施設か一 部 で あ る 可

能 性 は 大 で あ る 。

本遺跡 お よ び上鶴頭遺跡墨書土器 で は 「宜 」 の 墨

書銘 を 有す る も の は 注 目 さ れ る 。 本遺跡の 南 に 小谷

を 隔 て て 「 岡 」 の 地 名 が現存 し 、 こ の 地 内 に は 近郷

の信仰 を 集 め る 岡 稲 荷 があ り 、 そ の境 内 林 は 禁 足地

の 名 残があ り 、 こ こ か ら は 瓦窯跡が出 土 し て い る 。

こ の 岡 地 区 は 、 郡寺 に 比定 さ れ る 田 島 廃寺 に 隣接 し 、

上鶴頭遺跡、 に 近 し 、 。 墨 書 の 「臣 」 は 、 現存す る 地 名

「 岡 」 か 、 あ る い は 上鶴頭遺跡周 辺 の 関 連 施設の立

地す る 丘 陵 全体 の 呼称、で あ ろ う 。
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図版 2

4 .  1I 区全景 ( 南 よ り )

5 .  N 区全景 ( 東 よ り )

6 .  401 号住居跡



図版 3

7 .  403号土拡

8 .  401 号掘立柱建物

9 .  501 号埋護



図版 4

、 \a旬 、

1 0. 502号埋饗

1 1 .  50 1 号住居跡

1 2. 501 号住居跡 ( 完掘 )



図版 5

1 3. 501 号住カ マ ド

1 4. 501 号土拡



図版 6

1 5. VI 区全景 ( 北 よ り )

1 6. 60 1 号土 拡



図版 7

1 7. 601 号掘立柱建物

1 8 . VII 区全景 ( 北 よ り )

1 9. 四 区 出 土状 況 ( 南 よ り )



図版 8

20. vlll 区 出 土状況

21 . 80 1 号土 拡

22. 801 号土拡( 断 面 )



図版 9

23. 803号土拡断面

24. 804号土拡断面

25. 805号土拡



26. 806号土拡

27. 80 1 号掘立柱建物

28. 土偶 出 土状況
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29. 802号住居跡

30. 802号住 出土土器

31 . 発掘作業風景



図版1 2

32. 80 1 号住 居跡 ( 検 出 )

33. 80 1 号住居跡 ( 完掘 )

34. 80 1 号住 居跡 ( 炉 )



図版1 3

35. 901 号掘立柱建物

36. 902号掘立柱建物

37. 901 号埋護
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図 話 5
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44. 1 1  0 1 号土拡

45 .  1 1  0 1 号土拡 ( 完掘 )

、 、"， 46. 1 201 号 土 拡
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50. 1 201 号住居跡 ( 出 土状況 )

51 . 1 201 号住居 跡 ( 完 掘 )

52. 1 201 号埋蜜
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図版20

56. XIII 区全景 ( 東 よ り )

57. 1 301 号住居跡 ( 出 土 状 況 )

58. 1 301 号住居跡 ( 完掘 )
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59. 1 302号住居跡 ( 出 土状況 )

60. 1 302号住居跡 ( 完 掘 )

61 . 発掘作業風景 ( 田 区 )
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図版22

62. 1 303 、 1 304号住居跡

63. 1 303 、 1 304号住居跡 ( 完 掘 )

64. 1 303号住居跡 ( 出 土状況 )
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65.  1 305号住居跡 ( 出 土状況 )

66. 1 305号住居跡 ( 完 掘 )

67. 1 301 号埋婆



図版24

68. 1 302号埋婆

69. 1 303号埋饗



⑮ 401 住 28- 1

⑪ 802住 29-3 802住 29-8

⑬ 1 302住 30-2 ⑪ 1 303住 31 -2

⑮ 1 303住 31 -4

⑮ 1 303住 32-1 1 303住 32-9

⑮ 1 303住 32-2

調薗野
⑪ 1 303住 32-5 ⑫ 1 303住 32-7

⑪ 
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⑫ 1 302住 30-1

⑮ 1 301 住 31 -3 1 30 1 住 31 -7

1 303住 血区

31 -5 

1 303住 加区

31 -6 

⑩ 1 303住 32-4

1 303住 32-6

⑮ 1 303住 33-1
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⑩ 1 303住 33-3 1 303住 33-2

⑪ 1 303住 34-7

⑩ 

⑮ 1 303住 36-4

1 303住
35-5 

1 303住
35-6 

⑩ 

⑩ 1 303住 37-4

⑮ 1 303住 34-1

⑩ 1 303住 35-1

⑪ 1 303住 36-1

1 303住
37- 1 

1 303住
37-2 

⑮ 1 303住 34-2

⑩ 1 303住 35-2 ( 左 上 )
1 303住 35-3 ( 下 )
1 303住 35-4 ( 右 上 )

⑫ 1 303住 36-3

⑮ 1 303住 37-3

⑪ 1 303住 38-5



⑩ 1 303住 38-6

⑩ 1 303住 39-4 ( 左 )
1 303住 39-5 ( 右 上 )
1 303住 39-6 ( 右 下 )

⑩ 1 304住 40-3 ( 上 )
1 304住 40-5 ( 下 )

⑩ 1 304住 41 -3

⑩ 502号埋警
43-1  

⑩ 1 304住 40-1

⑩ 1 304住 41 - 1

⑩ 40 1 号埋斐 42-1

⑮ 1 303住 39-1 ( 左 上 )
1 303住 39-2 ( 下 )
1 303住 39-3 ( 右 上 )

⑩ 1 304住 40-2

⑩ 1 304住 4 1 -2

⑩ 90 1 号埋蜜 42-2

図 版27

⑩ 1 001 号埋寮 44-1
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⑪ 1 30 1 号埋饗
44-2 

⑪ 901 土 拡 46-2

⑩ 1 1 0 1 土 拡 48-1

⑩ XI 区 49-4 ( 左 )
澗 区 49-1 ( 左 )

⑪ 四 区 49-3

⑪ 1 303埋婆 45-2

804土 拡 47-5 ( 左上 )
804土 拡 47-2 ( 左 中 )
802土 拡 47-1 ( 左 下 )

⑪ 1 302住 46- 1

804土 拡 47-5 ( 右 上 )
804土 拡 47-4 ( 右 中 )� 8叩広 4川 右 下 )

⑪

 

⑪ 1 1 0 1 土 拡 48-2

⑩ 

⑬ 四 区 49-7

.. 
⑩ 1 1 0 1 号土拡 48-7 ( 左 )

1 1  01 号土拡 48-4 ( 右 上 )
1 1 01 号土拡 48-6( 右 下 )

四 区 49-2( 左 )
四 区 49-5 ( 右 上 )
四 区 49-6 ( 右 下 )

⑬ vlll 区 50-1



⑬ 瑚区 50-3

⑫ 咽 区 50-7
咽区 50-3

⑩ 皿区 51 -6 ( 上 )
田区 51 -3 ( 下 )

⑮ 四区 53-3

⑬ 四区 53-9

⑮ 咽 区 50-2

⑬ 畑区 5 1 -4 ( 左 上 )
四 区 5 1 - 1 ( 左下 )
XI 区 5 1 -7 ( 右 )

⑪ 畑 区 51 -5

⑬ 皿区 53-4

⑬ 四 区 54-1

⑩ 田 区 50-4
四 区 50-5

⑬ 畑 区 引 -2

⑬ 咽 区 52-5

⑮ 畑区 53-7

図 版29
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⑩ N 区 54-2
⑮ 四 区 54-3

⑩ 咽 区 54-5

⑩ 四 区 55-2 ⑩ 国区 55-3

⑪ 皿区 55-1

⑩ 珊区 55-5
⑩ 四 区 56-3 ⑩ 畑区 57-1

⑪ 畑 区 57-2 ⑩ 901 溝 57-3

⑩ 区 区 57-4 ⑮ 畑区 58-1



調B
⑮ 咽 区 59-6 1 303住 59- 1

⑮ 80 1 溝 59-7 xll区 59-3

⑮ 畑区 60-1
⑮ 四区 60-2

⑮ 四区 60-4

⑮ 四区 60-5

⑩ 四区 61 -2 ⑩ 

⑮ XI 区 59-5 ( 左 上 )
四 区 59-4 ( 右 上 )
四 区 59-2 ( 下 )

⑮ 四 区 39-8

⑮ 皿区 603

⑩ 畑区 61 - 1

四区 61 -5 ( 左 )

図版31

1 304溝 61 -4 ( 右 上 )
皿区 61 -3 ( 右 下 )
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⑮ 四 区 61 -6

⑩ 畑区 62-2

⑩ 1 304 、 1 401 溝 63-1 ( 上 )
四 区 63-3

⑩ XI 区 64-1

⑬ 

⑩ 畑区 62-1 ⑮ 四 区 62-4

E区 64-5

四 区 64-4

⑮ XI 区 62-3

⑩ 四区 63-4 ( 左 )
XI 区 63-2( 右 )

⑪ E区 64-2

⑬ VllI 区 64-6



⑬ 田区 65-1

⑬ 医 区 65-6

⑩ 皿区 65-9

⑩ 四 区 66-4

⑪ 1 303住 66-7

も. ー-一九明-τa
ノ・

除ぷ:γ:十.やかIP
.躍をと J竺11兵�
・・・・・・・tや世直出品 当面企 (l1li 二 川"

⑮ 1 303住 65-2

⑪ 畑区 65-7

⑮ 皿区 65- 1 1

⑩ 66-6 
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⑩ 66-9 

⑩ E区 77-1

⑩ 田区 85-1 ( 左 )
遺跡一括 85-2 ( 中 )
E 区 85-3 ( 右 )

⑩ E区 85-7
E 区 85-8

⑩ 87-1 ( 左 )
87-2( 中 )
87-4( 右 )

⑩ 咽 区 78-4

⑩ 四 区 86-5

⑩ 87-5�8 

⑩ 田 区 78- 1 4

‘ 
⑮ 四区 85-4 ( 左 )

遺跡一括 85-5 ( 中 )
遺跡一括 85-6 ( 右 )

⑮ X 区 86-1 ( 上 )
四 区 86-2 ( 左 下 )

86( 右 下 )

⑮ 87-9 ( 左 )
87- 1 0 ( 右 )
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⑩ 91 -3 91 - 1  91 -2 

⑮ 91 -4 9 1 -5 

⑩ 91 -6 9 1 -7 

⑩ 

⑩ 90-1 ⑮ 90-2 
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⑮ 89-3( 左 上 ) 89-4 ( 左 中 ) 89-6 ( 右 上 )
89-5 ( 左 下 ) 89-7 ( 右 下 )

⑮ 90-4 90-5 

⑮ 90-6 ( 左 上 ) 90-7 ( 中 ) 90-8 ( 右 上 )
90-9 ( 左 下 ) 90-1 0 ( 右 下 )

89-2 

⑩ 89-1  
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⑮ 93 上 か ら

@ 93 側面
⑩ 93 側面

⑮ 93 下 か ら

⑩ 93 所作復元状況
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⑪ 94-1  

⑫ 94-2( 上左 ) 94-4 ( 上 中 左 ) 94-5 ( 上 中 右 )
94-6 ( 上 右 ) 94-7 ( 下左 ) 94-8 ( 下 中 左 )
94-9 ( 下 中 右 ) 94- 1 0 ( 下右 )

⑪ 95-1  95-2 95-3 

⑪ 95-4 ( 左 ) 95-5 ( 中 )
95-6( 右 上 ) 95-7 ( 右 下 )

⑪ 96-1  

⑮ 96-2 ( 左 ) 96-4 ( 中 )
96-5 ( 右 上 ) 96-7 ( 右 下 )

⑪ 92-1 ( 左 ) 92-3 ( 右 上 ) 92-2 ( 右 下 )



i l 
A 

⑩ 96-1 � 7 

A A  � A A  
A 角 A _ 民

⑩ 97-1 � l l  

@ 98-1 �4 

@) 99- 1 � 4 

⑫ 1 00-2 1 00-1 1 00-3 
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@ 1 0 1 - 1 1 01 -2 1 0 1 -3 

⑫ 1 01 -4 1 01 -5 1 0 1 -6 

⑫ 1 02- 1 1 02-2 1 02-3 

⑬ 1 02-4 1 02-5 1 02-6 
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@J 1 03-4 1 03-5 1 03-6 
@) 1 04-3 1 04-4 

@ 1 03-1 1 03-2 1 03-3 
@ 1 05-1  1 05-2 1 05-3 

@ 1 04-5 1 04-6 1 04-7 @ 1 05-4 1 05-5 1 05-6 

⑩ 1 04-1  1 04-2 

@l 1 06-2 1 06-3 
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⑮ 1 08-3 1 08-4 1 08-5 

@ 1 06-4 1 06-5 
1 06-6 

τー ヂ. ⑩ 1 08-6 1 08-7 1 08-8 

⑮ 1 07 -1 1 07-2  1 07 -3 

⑪ 1 09-1 1 09-3  1 09-4 

@l 1 07-4 1 07 -5 

⑫ 1 09-2 
1 09-5 

⑬ 1 08-1 1 08-2 



図 版42

⑮ 1 1 0-3 

⑩ 1 1 0-6 

⑩ 1 09-6 1 09-7 

⑩ 1 1 0-1 1 1 0-2 

1 1 0-4 

1 1 0-7 1 1 0-8 

⑩ 1 1 ト1

1 1 0-5 

⑮ 1 1 1 -7 

⑪ 1 1 2-5 ( 上 )
1 1 2-4 ( 下 )

1 1 1 -2 

⑩ 1 1 1 -4 1 1 1 -3 

1 1 1 -6 1 1 1 -5 



⑪ 

⑫ 

@ 1 1 3- 1 ( 左 上 ) 1 1 3-3 ( 右 )
1 1 3-2 ( 左 下 )

@ 

1 1 2- 1  

1 1 2-2 

1 1 2-3 

1 1 2-6 

1 1 2-7  

1 1 2-8 

1 1 3-4 

1 1 3-5 

⑮ 

1 1 3-6 

1 1 3-7 

1 1 3-8 

@ 1 1 4- 1  1 1 4-2 

@l 1 1 5- 1  1 1 5-2 

@ 1 1 5-3 1 1 5-4 
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⑮ 1 1 5-5 1 1 5-6 
⑮ 1 1 7-1  1 1 7-2 1 1 7-3 

⑮ 1 1 7-4 1 1 7-5 
⑩ 1 1 6- 1  1 1 6-2 

@ 1 1 7-6 1 1 7-7  1 1 7-8 

@ 1 1 6-3 1 1 6-4 

⑫ 1 1 6-5 1 1 6-6 ⑮ 1 1 8- 1  1 1 8-2 



@; 1 1 8-4 1 1 8-5 1 1 8-3 

⑮ 1 1 9-1  

⑩ 1 1 8-8 1 1 8-9 

⑮ 1 1 8-6 1 1 8-7 

1 1 9-2 
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圃図画
⑪ 1 1 9-3 1 1 9-4 

⑫ 1 20-1 1 20-2 

⑫ 1 20-3 1 20-4 

⑪ 1 21 - 1  1 2 1 -2 
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⑮ 1 21 -3 1 2 1 -4 1 2 1 -5 

⑬ 1 22-1 1 22-2 

⑫ 1 22-3 1 22-4 1 22-5 

⑮ 1 23-1 

⑬ 1 23-3 1 23-4 

⑩ 1 24-1 1 24-2 

⑮ 1 24-3 1 24-4 

⑫ 1 25-1 1 25-2 

⑮ 1 25-3 1 25-4 



⑩ 1 26-1 1 26-2 

⑮ 1 26-3 1 26-4 

⑮ 1 27- 1  1 27-2 

@ 1 28-1  1 28-2 

1 27-3 
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⑮ 1 28-5 1 28-6 

⑮ 1 28-3 1 28-4 

⑩ 1 29-9 1 29-6 

⑮ 1 29-3 ( 左 上 ) 1 29-1 0 ( 右 上 )

1 29-5 ( 左下 ) 1 29-8 ( 右 下 )

1 29-7 
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@ 1 29-1 ( 左 ) 1 29-4 ( 右 上 )
1 29-2 ( 右下 )

@> 1 30-4 

⑮ 1 30-7 

⑮ 1 30-1 0 

1 30-3 

1 30-6 

1 30-5 

⑮ 1 30- 1 1 30-2 

⑮ 1 30-9 1 30-8 

⑮ 1 31 -4 1 31 -9 

⑮ 1 31 -8 1 31 - 1 0  



⑩ 1 31 -7 

⑩ 1 3 1 -6 1 31 -3 ( 右 上 )
1 3ト5 ( 右 下 )

⑩ 1 31 - 1  

⑮ 1 32-4 

1 3 1 -2 

⑩ l 33-2 

1 32-8 
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⑮ 1 32-2 1 32- 1  

⑮ 1 32-9 1 32-7 

1 33- 1  

@ 1 33-4 1 33-3 
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⑩ 1 37-2 

⑪ 1 37-1 

⑩ 1 36- 1 

必
⑩ 1 36-2 1 36-3 1 36-4 1 36-5 



⑫501 住 1 48-7

⑪ 50 1 住 1 48-3

⑪ 50 1 住 1 48-6 ( 上 )
501 住 1 48-5 ( 下 )

⑮ 80 1 住 1 49-1
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⑩ 801 住 1 49-2

⑪ 302溝 1 51 -3

⑩ 302溝 1 51 -7

⑮ 302溝 1 51 -8



図 版52

⑮ 1 5 1 -9 

⑬ 1 54-3 

@ 1 5 ト1 1

⑮ 1 54-4 

@ 皿区 1 52-4

⑬ 1 54-5 

@ 皿区 1 53-4 ⑬ 1 54-6 



⑬ 1 55-7 

⑮ 1 55- 1 

⑮ 1 55-7 ( 墨書部分 )

⑩ 1 55-2 

⑨ 1 30 1 -住 1 55-3 ⑮ 1 55-8

⑬ 1 55-4 1 55-5 

� 1 55-6 @Ð 1 55-8 ( 底 面 )

図 版53
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⑬ 1 55-9 

⑬ 1 55-9 ( 底 面 )

⑩ 1 55-1 0 ( 左 上 ) 1 55-1 2 ( 右 上 )
1 55-1 1 ( 左 下 ) 1 55-1 3 ( 右 下 )

⑪ 1 56-1 1 56-2 1 56-3 

⑩ 1 57-4 1 57-5 

⑩ 1 57-1 

⑩ 1 59-3 
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